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§プロローグ　【～転生～】






　神話の時代。

　人の国を滅亡させ、精霊の森を焼き払い、神々すら殺して、魔王と恐れられた男がいた。曰いわく、彼かの者は暴虐の限りを尽くし、その眼前では理ことわりさえも滅ぶ。

　名をアノス・ヴォルディゴードという。




「──というわけだが、どうだ？」

　玉座に座り、両腕を組みながら、魔王アノスは言葉を発した。

　それだけで並の人間ならば、畏怖を覚えそうな言こと霊だまだったが、今、彼の目の前にいる人物たちに限ってはその心配もないだろう。

　定められた宿命すら断ち切る、聖剣に選ばれし勇者カノン。

　あらゆる精霊の母である、大精霊レノ。

　そして、この世界を生み出した、創造神ミリティア。

　世界の命運を左右し、後の時代に名を語り継がれるであろう四人の人物が、魔王城デルゾゲードで一堂に会していた。

「話はわかった。おかしな条件でもない。だが、今更、和睦だと？」

　勇者カノンが言った。

「その通りだ」

「魔王アノス。貴様はこれまでいったい何人の人間を殺してきた？」

　冷めた瞳でアノスは口を開く。

「逆に訊きくが、勇者カノン。お前はこれまでいったい何人の魔族を殺してきた？」

　カノンの台詞せりふを、彼はそっくりそのまま返した。

　人と魔族、どちらが先に弓を引いたのか。今となっては知る術もない。否、知ったところで今更過去が消えるわけでもない。

　恐らく、きっかけは些さ細さいなことだっただろう。どちらかが、どちらかを殺した。そして、殺された方は復ふく讐しゆうしたのだ。後はもうその繰り返しだ。殺されたから復ふく讐しゆうし、復ふく讐しゆうされたから殺す。憎しみは両種族の間で際限なく積み重なり、悲劇の連鎖は止められないところまで加速していく。

　人も魔族も、自分たちと違うものを忌いみ嫌きらうという意味ではそっくりだ。

「残虐の限りを尽くしたお前の言葉を信じろというのか？」

「残虐でなければどうした？　魔王アノスを恐れなければ、貴様ら人間は平気で魔族を殺す。正義という大義名分で、ほんの僅かな罪悪感すら覚えず、殺した人間を英雄とさえ称たたえている」

「魔族が残虐な行為を行うからだ」

「そうさせたのが人間だと言っている」

「魔族に一切の非はないと言うのか？」

「戦争に正義も悪もないということだ」

　眼光鋭く、魔王アノスは勇者を睨ねめつける。

「カノン。貴様ら人間は、魔王アノスを倒せば世界が平和になると信じて疑わないようだが、本当にそうか？」

「決まっている」

「いいや。貴様は本当はわかっているはずだ。それがまやかしにすぎぬことを。魔王アノスを殺したところで、新たな火種を作るのみだ。人間と魔族、どちらかが根絶やしにされなければこの争いは終わらない。いや……」

　アノスはただ喋しやべっているだけだ。しかし、絶大な魔力を有する彼がそうすることで、一言一言がまるで魔法のような強制力を発していた。反魔法の弱い者ならば、有無を言わさず、その言葉に同意を示してしまうほどだ。

「たとえ魔族が滅びようとも、人間はまた新たな敵を作るだろう。次は自分たちとは違う精霊を、精霊を根絶やしにすれば、自らを作った神々を。そして神々を滅ぼせば、今度は人間同士で争い始める」

「確かに。人には弱い部分もある。だが、俺は人を信じたい。人の優しさを信じたい」

　くっくっく、とアノスは笑った。

　勇者カノンは、ずいぶんと人が良いい。彼は人間の醜さを知らないわけではなく、それでも人の優しさを信じようという勇気を持っているのだ。

「ならば、カノン。ついでに魔王アノスの優しさを信じてみるというのはどうだ？」

　カノンはすぐには答えない。

　この申し出が本当なのか、疑っているのだろう。

「先程も言った通りだ。世界を四つに分ける。人間界、魔界、精霊界、神界。四つの世界に壁を立て、千年は開かぬ扉としよう」

　千年もの間、かかわり合いがなくなれば、互いへの怨えん恨こんも消きえ失うせるだろう。

「この命のすべてを魔力に変え、貴様ら三人の協力があれば、それだけの大魔法も発動できる」

「平和のために死ぬというのか。魔王とまで呼ばれたお前が」

「勝手に呼んだのは貴様らだ。それに滅びるわけではない。手頃な器を見つけ、転生するとしよう。もっとも、次に目覚めるのは恐らく二千年後だろうがな」

　カノンは黙り込む。

　しばらくして、彼は覚悟を決めたように言った。

「……わかった……お前を、信じてみよう……」

　自ら提案しておきながら、魔王アノスは驚きを隠せなかった。

　誠意を尽くして説明した。

　人間、精霊、神々にはデメリットのない証拠も見せた。

　残る問題は感情だけ、互いの間に積み重ねられた憎ぞう悪おと怨えん恨こんだけだった。

　だからこそ、それは本当に勇気のいる言葉だ。彼が勇者と呼ばれている意味が、このとき、魔王アノスにもはっきりとわかったのだ。

「ありがとう」

　その言葉にカノンは意外そうな表情を見せた。彼は僅かに笑う。

「魔王に礼を言われる日が来るとは思わなかった」

「こちらも勇者に礼を言う日が来るとは思わなかったぞ」

　まっすぐ二人は視線を交わす。立場は違えど、その力と心の強さはこれまで互いに認め合ってきた。

　今、ようやく長い戦いが報われようとしている。

「では、すぐに始めよう」

　魔王アノスはゆっくりと玉座から立ち上がる。そして、目の前に手をかざした。その瞬間、城中に黒い光の粒子が無数に立ち上り始めた。

　いくつもの魔法文字が、壁や床、天井など、所狭しと描かれていく。魔王城デルゾゲードは巨大な立体魔法陣なのだ。

「この体が魔力の入り口だ」

　アノスは前に出て、無防備に体をさらす。

　最初に、大精霊レノが、続いて創造神ミリティアが、彼に手の平を向けた。

　放たれたのは途方もなく真っ白な波動。まるで間近で見る星のようだ。無限にも等しき魔力の塊が、目ま映ばゆく輝いていた。

　いくら魔力を注ぐためとはいえ、それだけの量を無防備に浴びれば魔王アノスの体とて、ただではすまないだろう。

　最後に勇者カノンが、聖剣を抜いた。

「転生の準備は？」

「もう済んだ。来るがいい」

　パチパチと火花を散らすような激しい魔力の奔流が、けたたましく耳を劈つんざく。

　この世のすべての魔力をかき集めたような大魔法の行使に耐えかね、魔王城デルゾゲードが崩壊を始めた。

　カノンは床を蹴り、手にした聖剣を思いきり突き出す。

　魔力が込められ、真っ白な光と化した刀身がまるで吸い込まれるように、魔王アノスの心臓を貫いた。

「ごふっ……」

　血がアノスの胸から滴したたる。彼の口元が赤く濡ぬれていた。

　これで、大望は叶かなう。もううんざりだったのだ。戦うことに、この不毛な世界に、彼は飽きていたのだ。

「……勇者カノン。改めて礼を言う。もしも、貴様が二千年後に生まれ変わることがあるとすれば──」

「そのときは友人として」

　ふっ、と魔王アノスは笑った。

「さらばだ」

　光とともに彼の体は消えていった──




　＊＊＊




　二千年後。

　ある人間の家に一人の赤ん坊が生まれた。

「あなた……。見て、生まれたわ。わたしたちの赤ちゃん……」

　嬉うれしそうに、生まれた赤ん坊を抱える女性イザベラ。

　その傍かたわらには彼女の夫のグスタがいた。

「可愛かわいいなぁ。立派な男になるんだぞ」

　赤ん坊の頰をグスタはつつく。

「あなた、名前を考えておいてくれた？」

「ああ、名前は──」

　グスタが口にしようとした瞬間だった。

「名はアノス。アノス・ヴォルディゴードだ」

　口をあんぐりと開き、目が飛び出るかと思うぐらいに剝むき出だしにして、グスタとイザベラは驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「ふむ。二千年と言っても、一瞬だな」

　一人ごちた彼は、驚いたままの夫婦に目を向けた。

「ああ、すまぬ。もしかして、転生する赤子を見るのは初めてだったか？　驚かせてしまったが、この時代ではそなたたちの子供であることは変わりない。よろしく頼む」

「しゃ……」

「しゃ……」

「しゃ？」

　夫婦は声を揃そろえて言った。

「「喋しやべったぁぁぁぁぁっ[image: ]」」

　転生した赤子が喋しやべるのは当たり前だろうという顔をアノスは浮かべる。

「この体では話がしづらいな。少し成長するか」

　赤ん坊であるアノスの体に魔法陣が浮かぶ。

　途端に彼はすくすくと大きくなり、六歳相当まで成長した。

「とりあえず、こんなところか」

　ストン、と床に足をついたアノス。

「な……お、あ……」

「え……あ、う……」

　視線を向ければ、わなわなと震えながら、またしてもグスタとイザベラは驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

　そうして、声をそろえて言うのだ。

「「お、お……大きくなったぁぁぁぁぁぁぁぁっ[image: ]」」

　転生した赤子が《成長クルスト》の魔法を使うのは当たり前だろうという顔をアノスは浮かべていた。








§１．【デルゾゲードからの招待状】






　転生してから一ヶ月が経たった。

　その間、二千年後のこの世界を軽く調べていたのだが、どうも俺が想像していたよりも魔法術式が低次元なものに退化しているようだ。

　まず人間は《転生シリカ》の魔法の存在すら知らないらしい。俺が生きていた神話の時代では一般的な魔法で、人間でも高位の魔法を使う者ならば、転生することも珍しくなかった。

　しかし、今の時代──『魔法の時代』と呼ぶらしいのだが、転生する人間の存在は少なくとも世間には知られていないようだ。

　グスタとイザベラ、つまり俺の両親が俺のことをどう解釈したかというと、ものすごく賢い赤ん坊だと思っているらしい。生まれたときから喋しやべることができ、魔法の才能がある、といった具合だ。

《成長クルスト》は今の時代では高度な魔法のようだが、それでもぎりぎり一般に知られている。

　転生の存在が認知されていないのであれば、仕方のないことだろう。

　しかし、意外だったのは俺が人間の子供に転生したことだ。

　二千年前に、俺は種をまいておいた。魔法を使い、自らの血から七人の配下を生み出し、その配下に眷けん属ぞくを増やすように命じたのだ。完全な転生には自分の血を引く器が必要だからだ。

　俺の思惑通り、二千年の間、魔王アノスの血は絶えることがなかったようだが、しかし、人間にまでその血が混ざることになるとは思わなかった。

　いや、魔族と人間が争いを止めたと考えれば、混血が生まれるのも自然なことなのかもしれない。

　なんだかんだ、この俺も心のどこかで魔族と人間は相あい容いれないものだと思っていたのだろう。転生前に生み出した世界を四つに分ける壁が崩れるまで凡おおよそ千年、人と魔族は分断され、その間に互いの禍根を薄めていき、やがてなくした。

　その証拠に、人間は魔族のことをあまりよく知らないらしい。両親にも聞いてみたが、やはり疎うといようだった。

　魔族という種族が遠く離れた土地にいることは知っているようだが、それ以外の情報は持っていない。

　もっともここが魔界、つまり魔族たちの国であるディルヘイドから遠いこともあるのだろう。

「ん？」

　目の端に僅かな魔力の流れを感じた。

　窓を開く。すると、一羽のフクロウが部屋の中へ飛び込んできた。放り投げられた手紙が俺の手に収まる。

　それは、招待状だ。魔王学院デルゾゲードと記されている。

「魔王学院……？」

　デルゾゲードは俺の城の名前だが、魔王学院というのはついぞ聞いた覚えがない。

　二千年の間に作られたのだろうが、いったいなんだ？

　俺が疑問に思っていると、部屋に飛び込んできたフクロウが口を開いた。

「デルゾゲードは魔ま皇おうを育成するための学校でございます。暴虐の魔王の血を引く者、すなわち魔族の中でも、王族に位置する方々をお迎えし、立派な魔皇となってもらうために設立されました」

　暴虐の魔王、か。懐なつかしい呼び名だが、俺のことだ。あの頃は魔王アノスと呼ばれることも多かったが、後世に語り継ぐには二つ名の方が都合がよかったのかもしれぬ。

「暴虐の魔王を始祖とし、その魔王の始祖に近き者を、ディルヘイド各地を治める魔皇として君臨させるのが魔王学院の役割です。あなたは始祖の血を引かれる御方。ゆえにデルゾゲードからの招待状をお持ちいたしました。魔王学院への入学をお待ちしております」

　始祖の血を引いているというか、俺がその始祖なのだがな。

　まあ、俺の血から溢あふれる特有の魔力痕跡を辿たどってここまで来たのだろうが、使い魔にそれ以上の深しん淵えんを覗のぞくことはできないか。

　転生したこの体では、一見して始祖の血は薄まっている。もっとも、魔眼で注意深く観察すれば、それがすべて魔王アノスの血が変化したものだとわかるのだがな。

　本来であれば、俺は生後一ヶ月の赤子だ。にもかかわらず、招待状が届くのは、始祖の血と一定以上の魔力を感知し、条件を満たした者に無差別に送っているからか。《成長クルスト》の魔法が使える魔族に、年齢は関係ないことだしな。

「今年は魔王の始祖が転生される年とも言われております」

　それがわかっているということは、俺が転生する日を、今日まで語り継いだようだな。

「今年、魔王学院へ入学予定の生徒には、混こん沌とんの世代と呼ばれる有望な者たちがおり、始祖の生まれ変わりではないかと目されています。魔王の始祖が帰られた暁には、デルゾゲードはすべての魔族の歓喜で賑にぎわうことでしょう」

　なるほど。つまり、転生した俺を探すために、魔王学院があるというわけだ。

　ならば、出向かぬわけにはいくまい。

　それにその有望だという混こん沌とんの世代の魔族たち、俺の子孫をこの目で見ておきたい。

「確かに招待状は受け取った」

「始祖の血を引かれる御方のお越しを心よりお待ち申し上げております」

　フクロウは飛び去っていった。

　さて。そうと決まれば、善は急げだ。

　デルゾゲードへ赴くとなれば、この姿ではいささか不都合だろう。

《成長クルスト》の魔法を使う。体が光に包まれ、俺の体は一六歳相当まで成長した。

　鏡を見れば黒髪で黒い瞳の少年が映っている。若干優男になった気もするが、以前の俺の面影は十分に残っている。まあ、転生したのだ。こんなところだろう。

　自室を出て、家の玄関へ向かう。今は真夜中だ。父さんも母さんも寝ているから、抜け出すのに支障はないだろう。

　そう思って、俺は玄関のドアに手をかける。

「誰っ!?」

　後ろから、母さんの声が聞こえた。

　ふむ。しまったな、起きていたか。しかも、成長したこの姿では、俺だとわからないだろう。

　ともかく、説明してみようと振り向いた。

「アノスちゃんっ？　また大きくなったのっ!?」

　母さんは俺の顔を見るなりそう言った。

「よくわかったな」

「そりゃわかるわよ。ちょっとぐらい大きくなっても、アノスちゃんはアノスちゃんだもの」

　魔王とまで呼ばれた俺がちゃん付けされるのはこそばゆいが、まあ何度言っても直らないので気にしても仕方がない。

「こんな夜よ更ふけにどこに行くの？　外は危ないわよ」

　転生したとはいえ、今の俺が彼女の息子であることには変わりない。見つかった以上は、黙って出ていくわけにもいかぬだろう。

「母さん。魔王学院って知ってるか？」

　母さんはわからないといった風に小首をかしげる。

「知らないわ。どこにある学校なの？」

「ちょっと遠くて、ディルヘイドにあるんだ」

「そんな遠くの国にある学校が、どうかしたの？」

「招待状が届いたんだ。入学しないかって。行ってみようと思ってる」

「だ、だめよ、そんな遠くの学校、危ないわっ！　だってアノスちゃんはまだ一ヶ月なのよ」

　……ふむ、一ヶ月と言われてもな。

　確かに生まれてからは一ヶ月なのだが、転生者を赤ん坊扱いされても困る。

　とはいえ、転生の話はまったく信じぬからな。なにせ母さんは、魔王のまの字も知らない。

「ディルヘイドなんて、そんな遠くまで、お母さん行けないわ。近くに魔法学校があるから、そこじゃだめなの？」

「魔法学校じゃ学ぶことなんてないよ。それに、俺一人で行くから母さんはついて来なくて大丈夫だ」

「だめよ。言ったでしょ、アノスちゃんはまだ一ヶ月なんだから。そんな年で一人暮らしなんてさせられないわ。お金はどうするの？」

「それぐらい自分で稼ぐ」

「どうやって？　世間はそんなに甘くな──」

　俺の手の平に魔力が集まり、そこに金塊が生み出される。

「え……？　噓うそ……これ、魔法で作った偽にせ物ものじゃない……本物だわ……」

　母さんは鑑定士を生業としているため、貴金属の鑑定は得意だ。

　それを見れば、俺に金を稼ぐことが容易なことぐらいわかるだろう。

「アノスちゃん、これどうやったの？　こんな魔法、お城の賢者様でもできないわよ」

　母さんの驚きようは相当なものだ。それはそうだろう。城の賢者と言えば、その国でも一、二を争う魔法の使い手だ。

　いくら人間とはいえ、こんな魔法も使えなければ、神話の時代では真っ先に死んだものだが、どうやらずいぶんと平和な世の中になったらしいな。

「この世に実在するものを作り出すのは創造魔法の基礎だよ、母さん。架空の金属、ミスリルやオリハルコンを創り出せてようやく初級だ。魔王アノスにとっては児戯に等しい」

　これで少しは俺が転生したことを信じてくれればいいのだが……？

「い、いくらすごい魔法が使えたからって、だめよ。それにほら、アノスちゃんは自分のことをアノスって言うぐらいなんだから。いい？　大人になったらね、自分のことは名前で呼ばないのよ」

　ふむ、論点がそことはな……。

「大体、魔王学院ってなんなの？　なにをお勉強するところ？」

　どうしたものか。力尽くで行くのは簡単なのだが。

「よしな、イザベラ」

　家の奧おくからやってきたのは父さんだ。

「男が決めた道を、引き止めるもんじゃない」

「だけど、あなた。アノスちゃんはまだ一ヶ月で、それに魔王学院なんてよくわからないし」

「男子三日会わざれば、刮かつ目もくして見よ、と言うだろう。アノスはもう一ヶ月だ。だったら、十倍は目を開かないとな。ま、父さんそんなに目は大きくならないけどな」

　うむ。そう、この一ヶ月、一緒に暮らしてみてわかったことがある。

　母さんはすごく心配性で、父さんはちとお馬鹿なのだ。

「父さんはわかってるぞ、アノス。魔王学院っていうぐらいだから、魔法使いの王様を育てる学校なんだろ？　アノスは魔法が得意だから、それを極めたいと思ってるわけだ」

「……大体あってる、大体……」

　本当は全然違うのだが、そういうことにしておこう。

「行ってこい、アノス」

　力強い口調で、俺の背中を押すように父さんは言った。

「いいのか？」

　父さんはこくりとうなずく。

「ただし、俺たちも一緒に行く」

　……なに？

「子供が決めた道なら、それを応援するのが親の役目だ。と言っても、お前は一ヶ月だ。まだまだ若い」

「……父さんに心配されるほどじゃないが」

　ちっちっち、と父さんは指を立てる。

「わかってないな、アノス。いいか？　子供が旅立つとな、親が寂しいんだ。お前は生まれたばっかりだからなぁ。寂しさもここに極まれりってやつだ」

　わざわざ難しい言葉を使う父さん。背伸びをしない方がいいのに、と思う。

「なあ、イザベラも寂しいよな？」

「うん……こんなに早く大きくなっちゃうなんて、思いもしなかったから……ごめんね。アノスちゃんはたぶん、神様にすごい力をもらった神童なんだと思う。だから、お母さんのことなんか邪魔だって思うかもしれないけど、もうちょっとだけ、一緒にいてくれないかなぁ？」

　さすがに、言葉に困る。

　転生する前、俺に親はいなかった。

　母は死んだ。

　父は死んだのか、俺を捨てたのか、わからぬ。

　少なくとも、俺は両親と話したことすらなかった。

　だから、どうというわけではない。

　だが──

「寂しいなら、仕方ないな」

　そう言うと、母さんはぱっと顔を輝かせた。

「よし、決まりだ！　早速引っ越しの準備をするぞ。なあに、心配するな。父さんは鍛冶職人だからな。どこへ行っても食うには困らないさ！」

　そんなこんなで、家族三人でディルヘイドへ引っ越すこととなった。








§２．【弱すぎる子孫】






　数日後──

　俺の目の前には懐なつかしき我が城の正門があった。

　立体魔法陣として作られた城だけあり、二千年の時を経てもなお、その悠然とした佇たたずまいは健在だ。城の中核には特別な魔力の根源があり、要となる部分は破壊されても自動的に修復されるようになっているのだ。壁を作った際に、半ば崩壊しかけたが、すっかり元に戻っている。唯一変わったことと言えば、魔王学院とその名を変えたことぐらいか。

　周囲には続々と正門へ入っていく者たちがいる。入学試験を受けにきた受験者だろう。

「アノスちゃん、しっかりね」

　必要ないと言ったのだが、入学試験があると知った母さんと父さんは学校までわざわざ見送りについてきていた。

「お前、あれだぞ、あれ。へ、へ、へへ、平常心だっ！」

　父さんはこれでもかというほど口ごもっている。

「いや、父さんが落ちつこう」

「お、おう。その調子なら大丈夫そうだな」

「うんうん。うちのアノスちゃんは一ヶ月でもうこんなにしっかりしてるんだから、絶対合格するわ！」

　当たり前だが、他に親が一緒に来ているような魔族はいない。

　少々、周囲の視線が恥ずかしくもあった。

「じゃあ、行ってくる」

　くるり、と踵きびすを返かえし、正門前に並んでいる魔族の列へ向かう。

「がんばれ、がんばれっ、アノスっ！　がんばれ、がんばれ、アノスっ！」

　ふむ。父さんには困ったものだ……。

　しかし、これが人間の親というものか。存外に悪くはないが、こそばゆいというか、なんというか。

「フレー、フレー、ミーシャッ！　ファイト、ファイト、ミーシャッ！」

　父さんのものとは違う、恥ずかしい声援が背後から聞こえた。

　ちらり、とその方向を見れば髭ひげ面づらの厳いかつい男が拳を握って大声を張り上げていた。

　多少は魔族の血が混ざっているものの、どうやら人の血の方が濃い。父さんと同じぐらいか。ということは人間だ。

　その男の視線の先には、恥ずかしさのあまりか、無表情でとぼとぼと歩いている女の子がいた。長く伸びたプラチナブロンドの横髪は、ふわふわとした縦ロールである。正面からはわかりづらいが、後ろ髪はそれよりも短かった。蒼あおい瞳に、すっと通った鼻筋、表情にあどけなさを残した、可愛かわいらしい顔立ちをしている。

　纏まとった服は、黒と白を基調にしたローブである。刺し繡しゆうや意匠などは魔族由来のものか。となれば、俺のように両親とも人間というわけではないのかもしれぬな。母親が魔族といったところか。

「がんばれ、がんばれっ、アノスっ！　がんばれ、がんばれ、アノスっ！」

　正門に入る直前、父さんの声が一ひと際きわ大きく響いた。

　先程の少女が不思議そうに振り返り、そして父さんの視線を追いかけて、俺を見た。

「あ……」

　ちょうど目が合ってしまった。

「お互い苦労するな」

　そう口にすると、はにかんだように彼女は笑った。

「……ん……」

　少女は短く同意を示した。
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　口下手なのか、寡黙なのか、それ以上は口を開こうとしない。

　だが、こちらに警戒心を持っているわけではなさそうだ。

「俺はアノスだ。アノス・ヴォルディゴード」

　口にした後、少しまずかったか、と思い至る。

　なにせ、これは魔王の始祖の名前なのだ。いらぬ騒ぎにならなければいいと思う反面、別段隠す理由がないのも事実である。

　まあ、どのみち、わかることだ。早いか遅いかの違いしかないだろう。

「……ミーシャ……」

　予想外にも、彼女は俺の名前に触れなかった。

「……ミーシャ・ネクロン……」

　興味も示さないのは不思議に思ったが、しかし、それならそれでいいだろう。

　二千年経たったのだ。誰も彼も魔王アノスに興味があるというわけでもあるまい。

「よろしくな、ミーシャ」

「……ん……」

　やはり、ミーシャは短く答えた。

　そのまま正門をくぐろうとすると、目の前に男が立ちはだかった。

　浅黒い肌をしており、全身を鋼のように鍛えてある。白い髪を短く切きり揃そろえており、外見年齢は二○といったところか。

　その男は見下すような底意地の悪い笑みを浮かべ、俺たちに言った。

「は。親同伴で入学試験たぁ、いつから魔王学院は子供の遊び場になったんだ？」

　ふむ。いきなりなんなのだ、こいつは？

「……おい、あれ？」

「ああ……まずいな……。傍若無人なゼペスに目をつけられたら、あいつ、五体満足で帰れるかどうか……」

　どうやら、こいつはそこそこ有名らしいな。

　それはそうと列は右手側に続いているか。あっちには確か、見せ物用に闘技場があったはずだが、なるほど、入学試験では実力を試されるというわけか。

「ミーシャは戦うのは得意か？」

「……あまり……」

　得意ではないということだろう。まあ、平和になったのだから、それでも構うまい。

　俺たちは列が続く右手側へ向かった。

「貴様ぁ……!!　おいっ、貴様だっ、貴様っ!!」

　あまりにうるさく声をかけられたので、振り向いてやった。

　先程の男が俺を睨にらんでいた。

「ふん。ようやくこっちを向いたか」

　やれやれ、俺の子孫のわりには礼儀がなってないな。

　少しお灸きゆうをすえてやるか。

「悪いな。あまりに魔力が小さすぎて、目に入らなかった」

「な……んだとぉ……!?」

　途端に、怒り狂ったように男は目を剝むいた。

「このオレを、魔公爵ゼペス・インドゥと知っての侮辱か？」

「魔公爵……？　いや、聞いたこともない。有名なのか？」

　ああ、そうか。神話の時代ではなく、この二千年足らずで生まれたぽっと出の異名か。

「おい。貴様、謝るなら今のうちだぞ」

　ひどく冷たい声だった。

　ゼペスは容赦のない視線を向け、ぐっと拳を握る。魔力の粒子が集い、そこにいくつもの魔法陣が描かれる。

　ひい、ふう、みい……五つの多重魔法陣か。

　ぱっと彼が手の平を開けば、闇を凝縮した漆黒の炎が召喚された。

「な……!?」

「ほうら、驚いたか。いいぞ。命乞いをしろ？　俺の靴を舐なめれば許してやる。でなければ、神々すら焼き尽くすと言われたこの闇の炎、《魔炎グレスデ》で、そのお嬢ちゃんの顔を骸骨のようにしてやってもいいんだぜぇ。ひゃはははははっ!!」

　な、な……

　なんという低次元の魔法術式だ。この程度の《魔炎グレスデ》を使うために、わざわざ五つもの多重魔法陣を描いたというのか。

　さすがの俺も、これだけ大層な口を利きいて、こんな子供の火遊びにも劣る魔法を見せられては、驚くしかないぞ。

　我が子孫でありながらも、魔力にも恵まれなかったとは、なんと哀れな奴やつか。

「雑ざ魚こと遊ぶ趣味はないのだが」

　ふっ、と息を吐く。それだけで、ゼペスの手の平に召喚された《魔炎グレスデ》は、たちまち吹き消された。

「……なん……だと……馬鹿なっ!?　そんな馬鹿なっ!?」

　目を見開き、そいつは悲鳴のような声を上げる。

「貴様、貴様ぁぁ……いったい、なにをした……!?」

「なにを驚く。マッチの火を息で吹き消しただけだ」

「俺の《魔炎グレスデ》が、マッチの火だと……!?」

　そもそも俺とゼペスでは根本的に魔力の使い方が違う。奴やつは魔力を必死にかき集め、懸命に魔法を行使する。だが、俺はその所作一つに自然と魔力が伴うのだ。

　神話の時代ではこれぐらいのことができなければ、死は確実だったが、いやいや平和ボケというのはここまで魔法を退化させるものか。

　しかし、良いい時代ではあるのだろうな。ここまで弱い魔族が、こんな大層な口を利きけるのだから。

「貴様ぁ……これほどの侮辱……生きて帰すと思うな……」

　しかし、まさかとは思うが、こいつ……まだレベルの違いがわかっていないのか？

「少し待て」

　そう声を発すると、途端に金縛りにあったようにゼペスの体が硬直した。

「……どうした？」

「な……う、動かな……な、なにをしやがった……!?」

　ああ、そうか。俺の言葉に自然とこめられた魔力に、強制を受けているのか。

　これしきの言こと霊だまで言うことを聞くとは、脆ぜい弱じやくな反魔法しか持ち合わせていないようだ。

「まあ、しばらくそこで反省しろ」

　言った途端、ゼペスはひどく申し訳なさそうな顔をした。

「俺はなんということを……初対面の人間に対する口の利きき方ではなかった……ああ、穴があったら、入りたい……なんと申し訳ないことをしてしまったのか……」

　案か山か子しのように突っ立ったままゼペスは反省を続ける。

　それを見た先程の受験者たちが驚いたような声を発した。

「……すごいぞ、あいつ。あのゼペスを謝らせてやがる……」

「ああ、しかも見たか。《魔炎グレスデ》を一瞬で消しやがった。相当な反魔法の使い手だぞ……」

「……見ない顔だが、混こん沌とんの世代のダークホースになるかもな……」

　大げさなことだな。ともあれ、声は控え目にしておいた。あいつの魔力でも一○分も経たてば強制を解けるだろう。

「待たせて悪いな。行こうか」

　俺を待っていてくれたミーシャに、そう声をかけ、歩き出す。

「……アノス……」

　小さな声で、彼女が俺を呼ぶ。

「なんだ？」

「……強い……？」

　は、と思わず笑い声が漏れた。

「否定はしないがな。この場合は適切ではない」

　きょとんと小首をかしげ、ミーシャは訊きいた。

「……なにが適切？」

「あいつが弱すぎるんだ」

　俺たちは試験会場である闘技場の中へ入っていった。








§３．【実技試験】






　闘技場のある区画では列が分けられていた。

　近くには騎士の銅像が並んでおり、そこに止まっていたフクロウが言葉を発している。

「招待状に記されたアルファベットの列へお並びください」

　もらった招待状を確認する。Ｆの文字があった。

「ミーシャは？」

「Ｅ」

　彼女は招待状をくるりと回転させ、俺に見せてくれた。

　それぞれの列の最後尾にフクロウが飛んでおり、アルファベットの書かれた羊皮紙を持っている。招待状と同じ列に並べということだろう。

「では、入学したらよろしくな」

「ん」

　ミーシャと別れ、俺はＦの列に並ぶ。先頭は遙はるか先だが、遠見の魔眼で様子を確認してみる。どうやら、一人ずつ控え室に入っているようだった。

　順番が来るには、少々時間がかかりそうだ。なにせ、ここだけでもざっと一○○名はいる。すべての列を合わせれば七○○名ほどか。

　二千年経たったとはいえ、よくもこれだけ子孫が増えたものだ。どうやら血が絶える心配などする必要もなかったらしいな。

　そんなことを考えながらも、時間が過ぎるのをぼんやりと待つ。

　しばらく経たった後、俺は列の先頭におり、目の前に控え室があった。中へ入る。すると、そこにいたのは、またしてもフクロウだ。

　しかし、誰の使い魔なのだろうな、これは？

　見たところ魔力の痕跡を感じない。主人が誰なのかわからぬように、うまく隠しているのだろう。

　この時代にも、少しはまともな魔法を使える者がいるということだ。

「ようこそ、いらっしゃいました。これより実技試験の内容を説明します」

　招待しておいて、試験をするということは、入学の可否を判断するものではないのか？

　まあ、それもあるにはあるのかもしれないが、一番の目的は転生した魔王の始祖を見つけることに違いない。

　俺が転生するのは今回が初めてだ。記憶を持ったままの転生はさほど珍しくないはずだが、魔王アノスの自覚がどこまであるか、残された魔族たちにはわからなかったのだろう。

　今年入学の生徒に魔王の生まれ変わりがいる、ということについてもそうだ。混こん沌とんの世代は有望とのことだが、つまり、それだけの実力をすでに見せているということだろう。ならば、俺のように生まれて一ヶ月しか経たっていないとは考えづらい。

　恐らく魔王の始祖は赤子として生まれるのではなく、すでに生まれており、力を持った強い器に転生すると考えられているのだろう。あるいは、転生後、すぐには力と記憶が戻らぬといったケースもある。

　俺が名乗り出ればそれで済む話だが、まあ、ここまでお膳立てをされたのだ。つき合ってやるのが礼儀と言えよう。

「実技試験では、闘技場で受験者同士が決闘を行います。五人勝ち抜いた者は魔力測定、適性検査を受けた後に、魔王学院デルゾゲードへの入学を許可されます。敗者は残念ながら、不合格となります」

　魔王の始祖ならば、万が一にも負けることはない、か。

　それにその者が使う魔法を見れば、始祖かどうかの判別ができるだろう。

　少々シンプルすぎる試験内容だが、まあ、妥当なところか。

「あらゆる武器、防具、魔法具の使用を許可します。なにか質問はございますか？」

「特にない」

「では、あなたに始祖の祝福があらんことを」

　俺は控え室の奧おくのドアを開いた。薄暗く、細長い石畳の通路が長く続いている。

　自分の城とはいえ、本来は見せ物のため、闘技者たちが戦う場所だ。さすがにここを通るのは初めてだな。

　まっすぐ通路を進んでいくと、やがて外から漏れている明かりが見えた。

　通路を出れば、そこは高く円形になった壁に囲まれた闘技場である。

　壁よりも更に高い位置は観客席になっており、そこにちらほらと魔族がいた。

　全員揃そろいの制服を身につけているところを見ると、魔王学院の生徒か。

「よう。また会ったなぁ」

　闘技場の反対側には浅黒い肌の男がいた。先程、軽くあしらってやったゼペスなんとかという輩やからのようだ。

　ふむ。雑ざ魚こが相手では、俺が始祖だと理解してもらうのは難しいが、さて、どうしたものか？

「貴様ぁ、聞いてんのか、ああっ？」

　特に答えることなく俺が二、三歩前へ歩くと、後ろの通路が魔法障壁で閉められた。

　すると、ゼペスが得意気に言った。

「おっと。退路が塞がれたのが、そんなに心配か？」

「なに、貴様が逃げられないのでは可か哀わい相そうだと思ってな。まあ、殺しはしないから安心するといい」

　忌いま々いましそうにゼペスが舌打ちをする。

　ふむ。親切で言ってやったというに、礼儀を知らぬ男だな。

　それとも、この期に及んでまだ力の差を理解していない阿あ呆ほうなのか？

「言っとくがな、俺はそんな甘っちょろい真ま似ねはしねえ。貴様のそのすかし顔を恐怖に染まったぐちゃぐちゃの泣なきっ面つらに変えてから、殺してやるよ」

　くははっと俺はたまらず噴き出してしまった。

「くくく、はっはっは。いやいや、殺す？　誰を？　俺をか？」

　俺はゼペスを睥へい睨げいする。

「分を弁わきまえろ、道化」

　自然と言葉に魔力が込められるも、ゼペスはその命令に強制されることはなかった。

　彼が纏まとっている鈍色の鎧よろいが、反魔法の魔法陣を展開している。

「は。もうその手は食わねえよ。この反魔の鎧よろいはどんな魔法をも封じる魔力が込められている」

　なるほど。あんな鎧よろいに頼っているから、反魔法が不得手なわけか。

　我が子孫ながら、つくづく情けない男だ。

「武器、防具、魔法具の使用を許可します。勝敗はどちらかの死亡か、ギブアップの宣言によって決します」

　上空からフクロウの声が、闘技場全体に響いた。

「それでは、これより実技試験を開始します！」

　すぐさま、ゼペスは腰に提げた剣を抜き放つ。

　刀身が煌こう々こうと燃えていた。

「驚いたかよ？　魔剣ゼフリード、我がインドゥ家に代々受け継がれてきた太古の炎より生まれし剣だ。これは俺の魔力を十数倍にも増幅させる。反魔法が得意なようだが、この剣の炎は消せまい」

「ふむ。貴様もしかして、算数が苦手か？」

　間合いを詰めながらも、ゼペスは怒気を露あらわにする。

「なにが言いたい？」

「一を十数倍したところで、十かそこらだろう」

「ほざけっ！」

　ゼペスが地面を蹴る。次の瞬間、目の前に奴やつが現れ、俺は魔剣ゼフリードの間合いに入っていた。

「死にな」

　ふわぁ。俺は欠伸あくびをかみ殺す。

　しかし、ずいぶんと遅いな。

　俺が剣を持っていたら、もう百回は斬っているのだが、まあ、子供の遊戯に本気を出す大人もいまい。つき合ってやるか。

　武器はともかく、使い手がこれでは、わざわざ避けるまでもないだろう。

　横一いつ閃せんに振るわれた魔剣ゼフリードが、俺の首筋に触れる──ぼんやりとしていた俺は、そこで初めてその剣をまともに見た。

　まずい！　と寸前でその魔剣を躱かわした。

「ほう。うまく避けるじゃねえか」

　ふむ。危ないところだった。あと数ミリ押し込まれていたら、俺が常時纏まとっている微弱な反魔法にやられ、剣が真っ二つに折れていたぞ。

　インドゥ家に代々受け継がれてきたということは家宝だろう。いくらなまくらとはいえ、そんな大事なものを折るというのは、さすがに良心の呵か責しやくがだな。

　しかし──

「これが、魔剣か」

「そうだ。初めて見るか？　現代の魔法とはひと味違う、真の魔法を。そう、これが、魔を秘めた古の剣。神話の時代の産物。魔剣ゼフリードだ！」

　……これが魔剣かぁ。

　こんなものに比べれば、神話の時代に落ちていた、そこらの棒きれの方がよっぽどの魔力を秘めている。

　神話の時代の産物と言ってはいるが、偽にせ物ものをつかまされたのだろう。真の魔剣は意志を持つ。そして、その莫ばく大だいな魔力でもって持ち主さえも蝕むしばむのだ。

　魔剣という言葉も、ずいぶんと軽々しく扱われるようになったものだ。

「はあ」

　と、思わず嘆息をもらす。すると、それによって魔剣ゼフリードの炎が消えた。

「げ、げぇぇっ!?」

　品のないゼペスの悲鳴とともに、観客席から驚きの声が漏れる。

「……し、信じられん……！　あいつ、魔剣ゼフリードの炎を消しやがった……!?」

「世界の終わりまで消えないと言われている古の炎を……しかも魔法陣を展開するところすら見えなかったぞ……!!」

　ぎりぎりとゼペスは歯を食いしばる。

「貴様、まさか、封印魔法を……!?」

「なに、吹き消しただけだ。その剣に秘められた程度の魔力でも、まあ数年もすればまた炎を灯ともすだろう」

　ゼペスは苦渋の表情を浮かべる。

「……封印魔法に、強制魔法、確かに凄すさまじいレベルで魔力を積んでいるようだが、どうやらお前が扱う魔法は、戦闘向きではなさそうだ。それでいったいこの反魔の鎧よろいをどう突破する？」

　ふむ。撫なでてやれば砕け散りそうな鎧よろいだが、それも大人気ないか？

「突破したところで自慢になりそうにないな」

「ふん。怖おじ気けづいたか」

「いや、一つ面白い提案がある。そもそも俺と貴様が同じ土俵で争うことが間違っているのだ」

　警戒するようにゼペスが俺を睨にらむ。

「ハンデだ。俺はここから一歩も動かぬ。魔法陣も展開せず、言葉にも息にも魔力を込めない。手足はもちろん、目も髪の毛も使わず、瞬まばたきすらせずに貴様を倒そう」

「は！　ハッタリも大概にしろ。それとも負けたときの言い訳か？　どうやらお前の魔法が戦闘向きじゃないというの、は……」

　ゼペスが血を吐く。

「……馬鹿、な……これは……」

「聞こえたか？」

　どくん、と音が響く。

「心臓の鼓動だ」

　鼓動に魔力がこもり、その音がゼペスの体内を激しく揺さぶった。反魔の鎧よろいを身につけてはいるが、あまり上等な品とは言えぬ。反魔法の魔法陣にはいくつもの隙間があり、俺の鼓動はそこを通った。

「か、は……」

　全身から血を噴き出し、ゼペスは膝をつく、そして前のめりに倒れた。

「ふむ。しかし、参った。こう弱くては、迂う闊かつにドキドキしたら、皆死んでしまうな」








§４．【魔王の常識、二千年後の非常識】






　俺は踵きびすを返かえす。すると、背中から声が聞こえた。

「待ち……やがれ……」

　よろよろとゼペスは起き上がろうとするが、傷が傷である。体が思うように動かず、地べたを這はいずるのみだ。

「すぐに治療を受ければ助かるだろう。ギブアップすることだ」

「は。そんなことだろうと思ったぜ、この魔王族の面つら汚よごしが……敵にとどめを刺すこともできないとは、それでよくまあ始祖の血を引いてるもんだ……」

　魔王族というのは、魔王の血統のことか？

　血を引いてるもなにも、俺が始祖なのだがな。

「あまり喋しやべるな。死ぬぞ」

「殺せ」

「しかしな。貴様のような雑ざ魚こは殺す価値もあるまい」

　さて、どうしたものか？

「は！　できねえのか？　だったら、ギブアップさせてみろ。言っておくが、俺は死んでもギブアップしねえぞっ!!」

　ギブアップしろと命じれば、すぐだと思うが。

「貴様の考えてることはわかってるぜ。強制の魔法を使うつもりだろ？　ああ、いいぜ。やってみろよ。貴様はそんなことをしなきゃ、俺にギブアップさせることすらできねえカスなんだからよぉっ!!　はっはっっはっ、ふはははははは──がぶぅっ!!」

　ゼペスの頭を踏みつけ、顔面を石畳に押しつける。

「やれやれ、頭が高いぞ。そんなチンケな優越感に浸りたいとは見下げた奴やつだ」

　だが、面白いことを言ったな。

「強制の魔法を使わなければ、ギブアップさせることもできない、か」

「……ほ……本当のことだろうが……カスがっ……！」

　頭を踏みつけられながらも、まだなおゼペスは減らず口を叩たたく。

　三下にしては、なかなか憎まれ役が堂に入っているな。

「ふむ、面白い余興だ。乗ってやろう。強制の魔法を使わずに貴様をギブアップさせれば俺の勝ち。そうでなければ、貴様の勝ちだ」

「はんっ？　いいのか、そんな口を叩たたいて。俺は死んでもギブアップはしねえぞ……！」

　瞬まばたきをして《契約ゼクト》の魔法を発動させる。

　そこには強制の魔法を使わずにゼペスをギブアップさせなければ、俺がギブアップすることが記されている。

《契約ゼクト》は絶対だ。術者とそれに魔力で調印したものは、この契約を違えることができない。

　迷わず、ゼペスは調印した。

「馬鹿めが……どんなに痛めつけたところで、俺はギブアップなんぞしねえ……せいぜい後悔するんだな……ひゃーっはっはっはーっ!!」

　俺は人差し指をゼペスの額の辺りに持ってくる。

「あーん？　なんだぁ──」

　指を、弾いた。

「──がしゅ……。……。…………」

　ゼペスの全身が消し飛んだ。

「……おお。十分に加減をしたつもりだったが、これで死ぬのか……なるほど」

　やれやれ。これでは俺の負けになってしまう。

　仕方がない。

　俺は人差し指の先を爪で切り、血を一滴垂らした。

《蘇生インガル》の魔法だ。

　ゼペスの全身が再構築され、彼は無傷の状態で蘇よみがえる。鎧よろいと剣は少しだけ強くしておいてやった。

「なっ……!?　なんだあの魔法は、死んだはずのゼペスが蘇よみがえったぞ……!?」

「死人を生き返らせるだと……!?　そんな魔法、常識を超えているっ!!」

　なにを驚いているのやら。観客席の連中はたかだかゼペスが生き返っただけで騒がしくしている。これぐらいの魔法が使えなくては、死んだら死んでしまうだろうに。

「な……俺は……？」

　惚ぼけた顔でゼペスが俺を見てくる。

「どうだ？　一度死んだ気分は？　ギブアップする気になったか？」

「ば……馬鹿が……誰がギブアップなん──かきゅ……！」

　再び指を弾き、ゼペスを殺す。

「くはは、うっかりまた殺してしまったな。まあ、三秒以内に《蘇生インガル》を使えば、リスクなしで生き返らせることができる。これが俗に言う三秒ルールだ」

　観客席から、サーッと波が引くような静けさを感じた。

　ふむ。俺としたことが、どうやらギャグを外したか？

　この殺しても三秒以内ならセーフという三秒ルールは、神話の時代では鉄板のジョークだったのだが、いやいや、なかなかどうして、まるでウケないな。

　さすがに二千年も経たつと、笑いの文化も変わるか。それどころか、皆、恐怖に染まったような顔をしている。それほど俺のギャグが寒いということか。

　魔法の時代のギャグがわかるまで、ボケるのは自重しなければなるまいか。

「はっ……！」

《蘇生インガル》で蘇よみがえったゼペスが俺を見て、怯おびえた表情を浮かべる。

　さて、軽く追い込むか。トラウマにならぬ程度にな。

「死んでもギブアップしないと言っていたが、まさか死ぬのが一生で一度きりだとでも思っていたか？」

　返事はなく、ゼペスはわなわなと震えるばかりだ。

「さて、もう一度訊きこうか？　ギブアップする気は？」

　一瞬ゼペスは絶望的な表情を浮かべる。しかし、か細い声で言った。

「だ、誰が──きゅふぁっ……！」

　もう一押しだと思って、また殺してみた。

　それにしても、《蘇生インガル》は血を一滴使うから億おつ劫くうだ。

　再びゼペスの全身が再構築され、彼は恐怖に染まった顔で俺を見た。

「ところで、この《蘇生インガル》の魔法にまつわる面白い哲学があってな。《蘇生インガル》で生き返った人間は元の人間が生き返ったのか、それとも元の人間とまったく同じ性格、同じ記憶、同じ体を持っただけの別人が新しく作られたのか、という命題なのだが、さて、貴様はどっちだと思う？」

　がちがちと歯の根の合わぬ音を響かせ、ゼペスは唇を震わせる。顔面は蒼そう白はくに染まっていた。

「き、きさ……貴様……よくも、そんな非道な真ま似ねが……」

「ふむ。興味なしか。俺の時代にはなかなか議論が白熱したのだがな」

　まあ、笑いの文化が違うのだ。どんな哲学に興味を抱くかは、やはり時代によるようだな。

「さて、もう一度ぐらい殺しておくか」

「お、お前……そんな気軽に殺すとか、言うなよ……」

　はは、と我ながら爽やかな笑みをこぼしてしまった。

「なんだ、急にしおらしいことを言うようになったな。死んでも本当に死ぬわけではあるまい」

　軽く言い放ち、指先をゼペスの額にやる。

「お……お、お……ま、待ってくれ……？」

「ん？」

　ふむ。まずいな。指がすべって、うっかり殺してしまったぞ。俺としたことが、転生後の体に慣れておらぬようだ。せっかく今、なにか言おうとしていたというのに。

　まあ、生き返らせればいいか、と《蘇生インガル》を使う。

「き、貴様っ……!!　待ってくれと言っただろうがっ[image: ]」

「くはは、悪いな。うっかりだ」

「くはは、じゃねえぞ、クソがっ!!　うっかりで殺されてたまるか!!」

「ほう。まだ元気そうではないか。ならば、もう一回」

　と、指をゼペスの額に持ってくる。

　途端に彼は萎縮して、瞳の色を失った。

「……ま、待ってくれ……」

「ん？　なんだ？　戦いの最中に待ってくれとはおかしなことを言う」

「俺の……」

　屈辱に染まった表情で、けれども彼は確かに言った。

「お、俺の負けだ。ギブアップする」

　なんだ、張り合いのない。

「これぐらいの遊びで根気のない奴やつだ。あと一万回ぐらいは殺そうかと思っていたというのにな」

　敵意がないことを示すため笑顔で冗談を口にすると、ゼペスはなぜか脅おびえたように身を震わせる。

「……あのゼペスを……まるで子供を相手にするように……」

「……圧倒的すぎる……。あいつ、何者だ。見たこともない顔だぞ……」

　観客席からはそんな声が漏れていた。








§５．【皇族】






「ゼペス・インドゥのギブアップを認めます。勝者アノス・ヴォルディゴード」

　フクロウの声とともに、出入り口の魔法障壁が解除された。

　しかし、不思議なものだな。魔王アノスを名乗っているというのに、観客席の連中はまるで知らないと言わんばかりの反応だ。

　これはもしや、魔王の名を騙かたる不届き者が多すぎて、今更気にもとめぬということか？

　有名になりすぎるというのも困ったものだな。とはいえ、まあ、実力で証明すればいいことだろう。

「なかなか良いい勝負だったな」

　健闘をたたえ合おうとゼペスに手を差し出す。

　彼は怯おびえたようにびくっと身体を震わせた。

「くっ、くそったれがっ！　馬鹿にしやがって！　覚えてやがれっ!!」

　三下らしい捨すて台詞ぜりふを吐き、ゼペスは逃げ帰っていった。

　ふむ。試合が終われば恨みなどないだろうに、あいつはなにをそんなに憤いきどおっているのだろうか。

　確かに俺のせいで不合格にはなったが、命を取られたわけでもあるまい。また次回、受験すれば済むことではないか。

　むしろ、この俺と戦っておきながら、五体満足で帰れるのだ。神話の時代の魔族なら、至上の幸福と感涙するところであろう。

「一○分の休憩の後、次の受験者との決闘を行います」

「不要だ」

　こんな準備運動にもならない決闘を行う度に一○分も休憩していては、さすがの俺も暇疲れしてしまう。

　なにせ、後四人も相手にしなければならぬのだ。せめて雑ざ魚こではないことを祈りたいものだ。

「アノス・ヴォルディゴードの申し出により、休憩を省略します」

　ちょうどそのとき、ゼペスが逃げ帰っていった通路の方から、迸ほとばしる魔力の流れが見えた。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁっっっ[image: ]」

　悲鳴が響く。次いで、出入り口から、長髪の魔族が姿を現した。

　眉間に皺しわを寄せた、なんとも神経質そうな面つら構がまえをしている。そいつはゼペスの首を片手で摑つかみ上げていた。

「あ、兄者……お、俺が悪かった……。許してくれ。次は必ず……」

「恥知らずが」

　ぐしゃり、と長髪の魔族がゼペスの喉を潰す。魔力の粒子がそこに集う。バチバチと黒い雷が音を立て、ゼペスの全身を焦がした。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっ[image: ]」

　一瞬にして、ゼペスが消し炭になった。

　長髪の魔族はゴミのようにそれを捨てると、俺のもとへ歩いてくる。

「弟が世話になった」

　なるほど。ゼペスの兄か。どうやら弟よりはマシなようだが、しかし、気に入らぬな。

「弟の仇あだ討うち、というのなら良いい台詞せりふなのだがな」

「雑種ごときに後れを取るとは、我が血族の恥知らずだ。この手で介かい錯しやくしてやったのがせめてもの情けである」

　雑種というのは俺のことか？

　まあ、そんなことにいちいち目くじらは立てないが、俺が雑種なら、自分はその雑種の子孫になるのだが、それでいいのだろうか。兄弟喧げん嘩かで、お前の母ちゃんでーべそという滑稽さに通ずるものがあるな。

「兄弟は助け合うものだと思うが？」

「甘い男だな。力があってこその魔王族である」

　やれやれ。どちらが甘いのか。いくら弱いからといって、いたずらに殺す意味などあるまい。弱ければ弱いなりに使いようがある。無駄に味方を減らす愚行を犯すようでは、神話の時代では生き残れないだろう。

「どうやら貴様は力をはき違えているようだな」

「戯ざれ言ごとを口にするものだ。殺せばそれで済んだものを、わざわざ《蘇生インガル》という大魔法を使ってまで、ギブアップを宣言させるだけのことはある」

　男がまるで見ていたようなことを言うので、俺は気になって観客席に視線を配る。

　なるほど。あそこか。三列目の席に、制服を着ていない魔族たちがいる。恐らくは受験者だろう。次の対戦相手を見物できるというわけか。

　しかし、腑ふに落ちない。俺が並んでいたＦの列では、まっすぐこの闘技場に通され、いきなり実技試験が開始された。観客席へ行く機会はなかったはずだ。

「どうやら知らぬようだな。我ら、純血の魔王族、すなわち皇族は対戦相手を選べる。ただ始祖の血が混ざっているだけの雑種とは扱いが違うのだ」

　ふむ。招待状に書いてあったアルファベット、あれは俺の血の混ざり具合で区分していたわけか。しかし、誰が考えたのか知らぬが滑稽なことだ。

　純血も混血も、俺の力をどれだけ受け継いでいるかには関係がない。そんなわかりやすいことをしていては、転生前に殺してくれと言っているようなものだからな。

　そもそもだ。純血だから強い、混血だから弱い、という理屈は根拠に乏しい。魔王の血というのは一滴でもあれば十分なのだ。

　このぐらいのことに思い至らないとは、正直呆あきれ果はてるほかない。

「どうやら、ようやく立場を理解したか」

「いや、なに、くだらぬことを気にするのだと思ってな」

　ピク、と男のこめかみが痙けい攣れんする。

「……くだらぬ、だと？」

「考えてもみろ。魔王というのはな、強いから勝手にそう呼ばれるだけのことだ。それが純血？　立場？　は。笑わせるな」

　俺の嘲笑に、長髪の魔族は不快そうに顔を歪ゆがめる。純血だということに誇りを持っているのかもしれないが、つまらんプライドだ。

「特権階級を作るのは別に構わぬがな。いつの時代にも、そういう連中はいるものだ。だが、魔王というのはあらゆる権力、あらゆる法を、己の力でねじ伏せる者のことだ。その子孫が今は特権を持つ側とはな」

　馬鹿にした物言いがかんに障さわったか、長髪の魔族は殺気だった視線を飛ばす。

「今の言葉、我らが始祖の偉業を軽視する、皇族批判と受け止めさせてもらう。なればこそ、この魔ま大たい帝ていリオルグ・インドゥが手ずから死刑に処すべきである」

「俺が俺のことを語ることが、なぜ俺の偉業を軽視したことになる？」

「……なに？」

「勘の悪い奴やつだ。俺がその始祖だと言っている」

　すると、リオルグは憎ぞう悪おをありありと目に浮かべ、俺を睨にらんできた。

「貴様。自分がなにを言っているか、わかっているのだろうな？」

「なにがだ？　俺が俺だと言ったことか？」

　すると、我慢の限界を超えたといったように、リオルグは叫んだ。

「自らが始祖だと騙かたるその不敬な態度、万死に値するっ!!」

「わからぬな。お前の考えでは、転生した魔王が、自分が何者かわかっていないマヌケだということか？」

「黙るがいいっ！　貴様こそ、七しち魔ま皇こう老ろうの直言を疑うとは、大罪であるぞっ!!」

　ふむ。七魔皇老、か。またわけのわからぬ異名が出てきたものだが、おいおい調べるとしよう。

「お前の言っていることはまったく根拠に欠けるが、まあ責めはせぬ。魔王というのは言葉で証明するものでもないからな」

「貴様っ！　またしても七魔皇老の直言を愚弄するかっ!!」

　そういうつもりではないのだが、面倒臭い奴やつだな。

「とっととかかってこい。俺が始祖だということを、お前の体に教えてやる」

　挑発してやれば、すぐに飛びかかってくるかと思ったが、予想外にも奴やつは明後日あさつての方向を見た。観客席だ。

「皇族批判をした者の末路がどうなるか、こいつに教えてやれ」

　リオルグが言うと、観客席にいた魔族が三人、闘技場に飛び込んできた。

「ふむ。いいのか？　確か、今は入学試験の途中のはずだが？」

　そう問うと、当たり前のようにリオルグは言った。

「なにを怖おじ気けづいている。これはれっきとした入学試験だ。一人ずつ倒すのは億おつ劫くうだろうから、手間を省いてやるにすぎん。始祖だと証明するというのだから、これぐらいは当然のことである」

　上空を飛んでいるフクロウは審判なのだろうが、特にルール違反を指摘するつもりもないようだ。

　なるほど。これも特権というわけか。皇族の力が及ばぬ場合は、こういった手段で合格させているのだろう。

「だが、四人というのはどうなのだ？」

「今更遅い。自らの発言を後悔し、そして死ね」

「なにを勘違いしている？　少なすぎると言っているのだ」

　リオルグは表情を険しくした。

「なんだと？」

「始祖と証明するのに、雑ざ魚こが四人では足りぬ。いいから、そこで雁がん首くび並べている奴やつら全員でかかってこい」

「貴様……」

　リオルグが指示するまでもなく、観客席でこちらの様子を見物していた魔族たちが続々と闘技場へ飛び降りてくる。皇族とやらなのだろう。どいつもこいつも、俺に対して不服そうな面つら構がまえを向けてくる。

　合計で八○人といったところか。

「口は災いの元とはよく言ったものである」

「まったくだ。お前が余計なことを言わなければ、八○人も犠牲を出す必要はなかったのだからな」

　不快そうにリオルグが顔をしかめるも、すぐに思い直したように笑った。

「いかに始祖を騙かたる不届き者といえども、一方的になぶり殺したとあっては皇族の名折れ。一○秒である。一〇秒、こちらは手出しをせぬ。その間に、せいぜい強力な魔法の準備でもするがいい」

「ほう。味方が増えた途端にずいぶんと大きな口を叩たたくようになったな。見下げた奴やつだ」

　さっきまではいちいち怒り狂っていた男が、しかし、多勢の余裕からか、ふっと笑うばかりだ。

「喋しやべっている暇があるのか？　もう一○秒経たつぞ」

　勝ち誇ったようなリオルグの台詞せりふを聞き、俺はついつい笑ってしまった。

「くっくっく。ははは」

「なにがおかしい？　あまりの恐怖に気が狂ったか」

「まだ気がつかないのか？　もっとよく魔眼めを凝らせ」

　魔眼とは魔力を見る目のことだ。警告され、リオルグはようやく魔力の流れを感知しようと、目に魔力を込め、魔眼を働かせる。途端に奴やつははっとした。

　自らの魔力が暴走しつつあることに気がついたのだろう。

　俺を取り囲んだ魔族たちが悲鳴に近い声を上げた。

「な、なんだ、これは……!?　魔力が勝手に……!?」

「馬鹿なぁ……魔法陣を展開した素振りすらなかったぞ……こんな……やめろぉぉ……!!」

「こいつ……八○人もの皇族に……同時に魔法を……!?」

「な、なにをしたぁっ？　いったいなにをしたんだぁぁっ!?」

　やれやれ、これぐらいでだらしのないことだな。

「そら、自分の魔力ぐらいさっさと制御しろ。でないと──」

　俺を取り囲んでいた魔族たちの顔が真っ青になり、なんとか暴走していく自分の魔力を制御しようとする。だが、間に合うまい。

「死ぬぞ」

　瞬間、けたたましい音が響き、闘技場に降りてきた八○人が、まるで火をつけた火薬庫のように派手に爆発した。








§６．【禁呪・起源魔法】






　爆発が収まると、闘技場は死し屍し累々といった様相だ。

　とはいえ、一応全員生きてはいるか。わざわざ警告したというのに、殆ほとんど瀕ひん死しなのは我が子孫ながら情けないこと極まりないが、死ななかっただけでも良しと前向きに考えておこう。

「……貴様、なにをしたのだ？」

　リオルグはよろよろと体を起こす。右腕は真っ赤に染まっており、下手をすれば一生使い物にならないだろう。

　だが、それ以外は思いの外、軽傷だ。咄とつ嗟さに無傷では済まないと判断し、右腕に暴走する魔力を集めたのだ。

「なに、少し威嚇したにすぎぬ。お前たちの根源が俺を恐れ、みっともなく怯おびえたというわけだ」

「戯ざれ言ごとを……」

　事実なのだが、リオルグは信じるつもりはなさそうだ。

　そもそも魔力というのは、俺たちの体にある魔なる根源から生み出される。有り体に言えば、霊魂、魂こん魄ぱくとなるが、根源は更にその深しん淵えんにある、俺たちを俺たちたらしめるものだ。

　根源の格が違えば、今のように相手に怯おびえ魔力を暴走させてしまうこともある。

「まあいい。少しは俺が始祖だと認める気になったのではないか？」

　そう口にすると、リオルグはまたしても俺に憎ぞう悪おを向けてきた。この期に及んで敵意をむき出しにできるのは大したものだと褒めるべきか、それとも相手の実力が見抜けぬ馬鹿だと諭すべきか。

「認めぬ」

「そうか。だが、少なくとも、お前より始祖に近いのは揺るぎようのない事実のようだぞ」

「封印魔法、強制魔法、回復魔法に、魔力を暴走させる得体の知れぬ魔法。こんな複数の魔法を高レベルで扱えるわけがないのである。貴様は特別な魔法具を使っている」

　くくく、と腹の底から笑いがこみ上げる。

「やれやれ、魔法具ときたか。俺の実力を認めたくないのはわかるが、貴様の物言いは滑稽だぞ」

「でなければ、雑種にこのような力を得られるわけがないのである！」

　しかし、なぜここまで純血にこだわるようになったのか。二千年前からは想像もつかぬことだ。

「私は皇族として、断じて雑種ごときに後れをとるわけにはいかぬ。たとえ、死しても敗北は許されぬのだ！」

　リオルグは殆ほとんど死んでいる右腕を無理矢理前に突き出した。そこに魔法陣が浮かび上がる。

　あれは……？

「見せてやろう。貴様と私の格の違いを。皇族にしか伝えられぬ起源魔法を」

　やはり起源魔法か。構築されていくその立体魔法陣が、なんの魔法を使うためのものなのか、俺にわからないわけがないのだが、せっかく悦に入っているのだから、水を差すのはやめておいてやろう。

「規定水準を超える魔力を感知しました」

　上空からフクロウの声が聞こえてくる。

「観客席には魔法障壁及び反魔法が展開されますが、観客の皆様はただちに避難をしてください。受験者の魔法行使により、観客席に死者が出ることが予想されます」

　観客席から絶叫が響く。

「や、やばいっ！　リオルグ様がアレを使うつもりだっ!!」

「全員今すぐ逃げろぉぉっ！　ここの反魔法じゃもたない!!」

「た、倒れている奴やつらを救出しろぉぉっ!!　あそこにいたら、巻き込まれて死ぬぞ！」

　観客席の魔族たちは、闘技場に倒れた八〇人を運び出し、逃げ去っていく。

　リオルグがニヤリと笑った。

「後悔するがいい。起源魔法は命懸けの禁呪だ。使用する私とて、ただではすまぬ」

　バチバチとリオルグの右手に黒い雷がまとわりつく。それは無数に増えていき、彼の半径一メートルを覆った。次の瞬間にはその倍まで範囲が拡散し、なおもその黒雷は勢力を増していく。

　とうとう闘技場の半分が、黒い雷で覆われた。観客席に張り巡らされた反魔法と、その雷が巻き起こす魔力の余波で、バチバチと激しい火花が散っている。

「わかるか？　これが雑種には真ま似ねできぬ、本物の魔法だ」

　尊大な物言いをした後、リオルグは黒雷を纏まとったその右腕を天にかざすようにし、そして、俺めがけて思い切り振り下ろした。

「起源魔法《魔ジ黒ラ雷ス帝ド》!!」

　黒い雷が数百倍に膨れあがり、台風のように渦を巻いて、闘技場にあるなにもかもを根こそぎ吹き飛ばした。

　破壊された観客席からパラパラと破片が落下してくる。ゆらりと立ち上る砂煙がゆっくりと晴れていき、そこにリオルグの姿が浮かび上がる。

　ほぼ魔力を使い果たしているが、どうやら死なずに済んだらしいな。

　次の瞬間、奴やつは俺を見て、驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

「馬鹿な……!?　《魔ジ黒ラ雷ス帝ド》の直撃を受けて、無傷……だと……!?」

　まあまあの威力の魔法ではあったが、奴やつは致命的な失敗を犯した。

「古い物にはそれだけで魔力が宿る。起源魔法は、絶大な魔力を有する起源から、その力を借りてくる魔法だ」

「な……どこでその秘密を……？」

　驚きよう愕がくしたようにリオルグが言う。

　秘密もなにも、起源魔法は俺が開発したのだからな。知っていて当然だ。

「起源魔法を扱うなら、より古く、より強大な魔力を持っている存在から力を借りてくるのが定石だろう。だが、古くなればなるほど、その存在はあやふやになり、力を借りようにも制御が難しい。莫ばく大だいな魔力を借りてきたはいいものの、持て余すというわけだ」

　要するに起源魔法を使うには、その力を借りてくる存在のことを明確に知っていなければならない。

　だが、古ければ古いほど、その情報というのは失われ、また誤って伝えられることで、本来のものとは齟そ齬ごが出てしまう。

　そのため、通常は古くとも存在が確かなものから力を借りてくるのだ。たとえば、有名な伝説や伝承を利用するのが一般的だ。また自らと縁があるものであれば、起源魔法の成功率は上がる。

　今回、奴やつが《魔ジ黒ラ雷ス帝ド》を使うために魔力を借りたのは、奴やつと縁が深く、二千年前に神々すら殺した莫ばく大だいな魔力の持ち主。

　暴虐の魔王、アノス・ヴォルディゴード。つまり、俺だ。確かにこの時代に起源魔法を使うにおいて、これほど適切な起源もないだろう。

　しかしだ。

「残念だが、起源魔法は、魔力を借りた起源そのものに影響を与えることはできない。知らなかったか？」

「……ほざけ……まだ始祖を名乗るとは……この痴しれ者ものが……」

　狼ろう狽ばいしながら言うリオルグを、さてどう料理してやろうかと俺は考えた。

　ゼペスほどではないが、リオルグも正直弱い。俺にとってはどちらも大差はなく、五十歩百歩といったところだ。しかし、命がけで起源魔法を使った意気込みにおいては評価してやってもいいだろう。

　ここは一つ、俺が魔法戦のなんたるかを教授してやるとしよう。たとえ、どんな小さな芽であっても目をかけてやるのが、始祖である俺の親心というものだ。

「未熟にも程があるが、命を懸けるとはまあまあだ。その覚悟に免じて、貴様に一つチャンスをやろう」

　俺はある場所へと歩きながら言った。

「チャンス……だと？」

「そうだ。こんなチャンスを……な」

　立ち止まり、俺は魔法陣を描く。ゼペスの消し炭にである。その中心に手を突っ込み、ぐっとつかみ上げれば、ゼペスの体がそこに現れていた。ただし、《蘇生インガル》のときとは異なり、その肉は腐っている。

「なんだ……この魔法……？　この禍まが々まがしい魔力は、いったいなんだ……？」

「初めて見るか？　これは、《腐死イグルム》という魔法だ。簡単に言えば、死人を腐ゾ死ン者ビとして蘇そ生せいするものでな」

「馬鹿な……動いている、だと……死したまま、生者のように動くというのかっ……!?　そんな……そんな魔法が……貴様、化け物かっ!?」

「なに、そこまで大げさものでもない。実に易しい魔法だ」

　のっそりと腐ゾ死ン者ビとして蘇よみがえったゼペスが、リオルグに向かって歩き出す。その目は暗く淀よどみ、口からは涎よだれが滴したたっている。

「ああ、あぁぁぁぁーっ!!　痛え……痛え痛え痛え……兄者……なぜ殺した……なぜ俺を殺した……兄者……なぜだ……」

「……来るな……亡もう者じやが……消えろっ!!」

　迷いなくリオルグは《魔雷デモンド》をゼペスに放つ。

「うぜえなっ!!」

　ゼペスに向かって放たれた黒い雷が、一瞬で黒い炎に包まれる。彼の《魔炎グレスデ》によって燃やし尽くされたのだ。

「なんだと……!?　ゼペスの《魔炎グレスデ》ごときに、なぜ俺の《魔雷デモンド》が……」

「それが《腐死イグルム》だ。魔法をかけられた者は絶大な魔力を得る。その代償として、殺されたときに抱いた憎ぞう悪おに身を焦がし、癒えぬ傷の痛みに苛さいなまれることになるがな」

　リオルグが眉根を寄せる。

「……ゼペスに俺を殺させる目的か……」

　純血としての誇りを持ち、見下していた弟にやられたとあっては、これほどの屈辱はない。リオルグは俺が彼をコケにするため、《腐死イグルム》を使ったと思ったのだろう。

「残念ながら、俺はそれほど悪趣味ではない。チャンスだと言ったはずだ」

「……なにがチャンスだというのだ？」

「貴様は力をはき違えている。取るに足らぬと思い殺したゼペスも、腐ゾ死ン者ビとなれば貴様よりも強い。まずは弟が役に立たないという考えを改めることだ」

　リオルグはゼペスから慎重に距離を取りながらも、俺に言った。

「考えを改めたから、どうだというのだっ!?」

「皆まで言わねばわからぬか？　弟を認め、そして共に力を合わせて、俺に向かってこい」

「な……んだと……!?」

　どうやら、相当驚いたと見える。俺が思うに、これまで力を合わせることをしてこなかったリオルグは、弟に頼るという発想がなかったのだろう。ゆえに腐ゾ死ン者ビと化した彼をただの敵としか見られなかったに違いない。

「ふざけたことを抜かすな！　腐ゾ死ン者ビとなった者は殺されたときの憎ぞう悪おに身を焦がすと貴様が言ったのであろうっ!!　癒えぬ傷の痛みに苛さいなまれると。そんな奴やつが正気を保てるわけがないっ！」

「ああ、そうだ。永遠に続く地獄の苦しみだ。死んだ方がよっぽどマシだろうな。しかし──」

　リオルグが気がついていない事実を、突きつけるように俺は言った。

「それでも仲良くするのが兄弟というものだ」

「……な……!?」

「さあ。兄弟の絆きずなを俺に見せてみろ。力を合わせ、二人で向かってこい」

「貴様……正気か……？　腐ゾ死ン者ビとして生きるぐらいなら、殺してやるのがせめてもの情けではないのかっ？」

「そんなものは自分が楽な方に逃げているだけだ。信じてみろ。兄弟の絆きずなを。立場だのなんだのを気にせず、兄として、弟として、過ごしたときがお前たちにもあったはずだ」

　リオルグは顔をしかめながらも唸うなった。

　ふむ。そんな時期はないとでも言わんばかりだな。

「憎い……憎い……殺す……殺す……殺す……!!」

　ゼペスが譫うわ言ごとのように呟つぶやきながら、手に漆黒の炎を召喚する。

「あああぁ……あぁぁぁぁーっ、痛え、痛え、痛え……殺す……殺す……殺してやるぅぅっ……!!」

　ゼペスの恨みが燃えるように、彼の手の中の《魔炎グレスデ》が激しく燃え盛る。あれをまともに食らえば、リオルグの命はないだろう。

「さあ、どうする？　仲直りするしかないぞ」

　ここまで追い込めば、兄弟の絆きずなが目覚めるはずだ、と俺は思った。

「……残念だが、私とアレが兄弟らしくしたことなど一度もない」

「甘ったれたことを言うな！　ならば、今から仲良くすればいい。憎しみなど力尽くで晴らしてみせろ。さあ、呼べ。弟の名を。一瞬で心を通わせろ。今すぐ兄弟の絆きずなを発揮しなければ、死ぬぞ！」

「あああああああああああああぁぁぁぁ、死ねえええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　巨大な火の玉と化した《魔炎グレスデ》が、リオルグめがけ、今にも放たれようとしている。

　だが、俺は知っている。兄弟の絆きずながなによりも強いことを。神話の時代、腐ゾ死ン者ビと化してでも、兄や弟を守ろうとした魔族たちがいたことを。

　時代が進み、魔族は弱くなったのかもしれぬ。

　魔法術式は低次元に成り果て、魔法は退化したかもしれない。

　しかし、兄弟の絆きずなは変わるものではない。

「呼べと言ってるだろうがっ!!」

　その瞬間、リオルグは意を決したように叫んだ。

「うおおおぉぉ、ぜ、ゼペェェェェェェェェェェェェェェェェスッ!!」

《魔炎グレスデ》はまっすぐリオルグのもとへ向かい、そして、彼はあっけなく黒い炎に身を包まれた。

「ぐあああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっ[image: ]」

　リオルグは消し炭と化してしまった。

「ふむ」

　この時代の兄弟の絆きずなは、こんなものか。








§７．【適性検査】






「実技試験を終了します。合格者アノス・ヴォルディゴードは、大鏡の間へ移動してください」

　上空からフクロウの声が響く。

　大鏡の間は、闘技場から出てすぐそこだ。魔法障壁が解除されたのを確認すると、俺は元来た出入り口に引き返す。

「ああぁぁぁ……待てぇぇぇ……痛え……痛え……痛え……殺す……殺すぅぅ……」

「ふむ。忘れていた」

　振り返り、腐ゾ死ン者ビと化したゼペスを見る。さすがにこのままでは哀れだろう。

《蘇生インガル》を使い、腐死化を解いてやる。ついでにリオルグも生き返らせておいた。

「まったく殺したら死ぬ、腐ゾ死ン者ビになれば正気を失うと、世話の焼ける奴やつらだ」

　リオルグとゼペスはなにか言いたげな目で俺を見ていたが、言葉を発することはなかった。あまりの正論にぐうの音も出ないに違いない。

「ではな。強くなったらまた来い。いつでも遊んでやる」

　そう言い残し、闘技場を後にする。

「……二度とご免だ……化け物め……」

　どちらが口にしたのか、そんな声が背中にかけられた。

　フクロウに言われた通り、俺は大鏡の間にやってくる。姿見よりも大きな鏡がいくつも並べられている部屋だ。室内にはすでに多くの魔族たちがいた。ざっと百名ほどか。実技試験の合格者たちだろう。

　その中に見知った顔があった。

「ミーシャ」

　プラチナブロンドの長い髪をふわりと揺らしながら、少女は振り向く。

「戦うのは苦手と言うわりに、実技試験を突破したようだな」

「たまたま」

　ミーシャはそう口にするが、さすがにたまたまで五人抜きはできぬだろう。案外、ゼペスやリオルグよりも実力があるのかもしれない。

「ところで、この後はなにがあるのだ？」

　聞いたような気もするが、特に興味がなかったので覚えていない。

「実技試験に合格すれば、入学は決定。残りは魔力測定と適性検査」

「では、ここにいる奴やつら全員が同級生になるというわけか」

　ざっと視線を巡らす。しかし、様子がおかしい。誰も俺と目を合わせようとしないのだ。視線が合った瞬間、怯おびえるように目を背ける者までいた。

「ふむ？　人見知りする奴やつらだな？」

「……違うと思う……」

「だが、目を合わせようともしないぞ」

「アノスの魔法に怯おびえてる」

「というと？」

「《腐死イグルム》」

　なるほど。

「それを知っているということは、ミーシャは観客席にいたのか？」

　ミーシャは無表情で首を横に振った。

「合格者は試験の様子が見られる」

　そう口にして、ミーシャは目の前の大鏡を指さす。

　そういうことか、と俺は合点がいった。この部屋の大鏡にはデルゾゲードのあらゆる場所を映す遠見の魔法がかけられている。ミーシャは遠見の大鏡を通して、俺の実技試験の様子を見ていたのだ。

「しかし、《腐死イグルム》に怯おびえるというのは解げせぬ。大した魔法ではないと思うが」

　ミーシャは無表情でじーっと俺の顔を見つめてくる。

「……ひどいか？」

　こくり、とミーシャはうなずく。

「参考までに聞いておくが、どのぐらいひどい？」

　ミーシャは表情を変えずにじっと考える。

「……鬼畜外道魔法……」

「くははっ。またまた。なにを言う？　手持ちの魔法の中でも《腐死イグルム》は健全な方だぞ」

　爽やかな声が出た。

「…………」

　ミーシャはまたじっくりと考え、小さな声で言った。

「撤回する」

「そうだろう。そうでなくてはな」

「魔法じゃなくて、アノスが鬼畜外道」

「今のはほんの冗談だ」

　即行で訂正した。鬼畜外道の汚名を被るぐらいなら、多少の噓うそはやむを得まい。そもそも転生したばかりで、この時代の価値観が今ひとつわかっていないのだ。

「よかった」

　ミーシャがほっとする。

「しかし、ミーシャは怯おびえぬな」

「怖いものはない」

　それはそれは、意外な台詞せりふだ。

「見かけによらず、度胸があるものだ」

「普通」

　そう淡々と喋しやべるミーシャが怖がるところは、確かに想像がつきづらい。ぼんやりしているとも言えるが、物もの怖おじしない性格なのだろう。

　そんなことを考えていると、フクロウが飛んできた。

「只ただ今いまより、魔力測定を行います。魔力水晶の前にお並びください。測定後は隣の部屋に移動し、適性検査を行います」

　魔力水晶？　聞き覚えのない魔法具だな。そもそも神話の時代では魔力を測定する方法がなかった。どうやら退化したものばかりではないということか。

「で、その魔力水晶はどこにあるのだ？」

「こっち」

　ミーシャが歩き出したので、俺はその後についていった。

　他の受験者たちも場所を知っているようで、しばらくして数本の列が形成され始めた。どうやら、魔力水晶はいくつもあり、各箇所で測定が行われているようだ。

　その様子を見物してみる。魔力水晶は紫色の巨大なクリスタルで、大鏡とセットになっていた。クリスタルに触れると魔力を検知し、その結果が大鏡に映し出されるようだ。

「一二六」「二一八」「九八」「一四五」と大鏡の前にいるフクロウが数字を口にしている。それが測定した魔力というわけだ。肌感覚でしか知ることのできなかった魔力が数値化ができるとは、便利な時代になったものだ。

　魔力測定は数秒で結果が出るようだ。列はみるみるうちに進み、次はミーシャの番だった。

「頑張れ」

「……結果は同じ……」

　確かに頑張ったところで魔力が増減するわけでもないか。

「まあ、しかし、頑張ることだ」

　ミーシャは無表情で俺をじっと見る。

「ん」

　そう返事をして、彼女は魔力水晶に触れた。

　数秒後、大鏡に結果が表示される。

「一〇万二四六」

　思わず、俺は感心した。これまでは殆ほとんど三桁台の数字が続いていたのに、一○万超えとは。ミーシャは思った以上に魔法の才能に優れているようだな。

「なかなかすごいぞ、ミーシャ」

　そう褒めると、少し照れたのか、彼女は俯うつむいた。

「……アノスは、もっとすごい……？」

「ああ」

　そう口にして、俺は魔力水晶に触れた。魔力を計るのは初めての経験だが、果たしてどのぐらいの数値になるのか？

　ひょっとすると億を超えてしまうかもしれぬな。そうなれば、さすがにこの時代の鈍い連中共も、俺が始祖だということを理解せざるを得ないだろう。

「ゼロ」

　フクロウが言うのと同時、バシュンッと音を立てて魔力水晶が粉々に砕け散った。

「計測は終了しました。適性検査にお進みください」

　ふむ。魔力水晶が壊れたことを、あまり気にしていないように見えるな。

「そうは言うが、ゼロはありえないと思うぞ」

　それでは魔法は使えぬ。考えればわかることだが、フクロウは言った。

「計測は終了しました。適性検査にお進みください」

　使えぬ使い魔だな。

「使い魔は命令に従うだけ」

　ミーシャがそう言った。

「まあ、そのようだ」

　じーっとミーシャが俺の顔を見つめる。

「どうした？」

「……初めて見た……」

「なにがだ？」

「魔力が強すぎて魔力水晶が壊れるところ」

　ああ、なるほどな。

　魔力水晶の破片に魔眼を働かせ、その構造を解析したところ、どうも触れた者の魔力に反応し水晶を肥大化しているようだ。水晶の体積がどれだけ増えたかを計測して、それを数値に変換しているというわけである。

　しかし、一定以上の魔力になると限界を超え、体積を増やすどころか、激しい魔法反応により粉々に砕け散ってしまう。便利なものができたと思ったが、これでは俺の魔力を計るなど到底できまい。

「ゼロではなく、測定不能ということにしておいてくれればいいのだがな」

「無理」

「なぜだ？」

「魔力水晶は壊れない」

「壊れたがな」

　一瞬口を閉ざし、ミーシャは淡々と言った。

「アノスは規格外」

「だが、ミーシャにはわかったわけだろ？」

「魔眼は得意。他の人には無理」

　魔力が強すぎて魔力水晶が壊れたということが、他の人にはわからぬという意味か。

　それに、どうもこの入学試験は、使い魔に任せきりのようだからな。

　命令されたことしか実行できぬ使い魔は、そもそも魔力水晶が壊れたときの対処をろくにできない。せいぜい新しいものを用意するぐらいだろう。

　俺の魔力がゼロということと、魔力水晶の破壊は無関係だと判断されるわけだ。

「わかる人にはわかる。でも、大体無理」

　やれやれ。学院側にまともな人材がいればよかったのだが、まさか入学試験で魔力水晶を破壊するほどの魔力の持ち主が現れるとは想定していなかったのだろう。

　しかし、魔王の始祖が転生するという話は語り継がれていただろうに。ミーシャも初めて見たと言っていたし、そもそも、魔力水晶は絶対に壊れないことが前提なのかもしれぬな。

　それもこれも、この時代の魔族の魔眼が脆ぜい弱じやくだからか。よく深しん淵えんを覗のぞけば、一定以上の魔力を超えた場合、魔力水晶が破壊されることがわかったはずだ。

　それとも、魔王アノスであっても、そんな規格外の魔力を持っているわけがないと決めつけていたか？

　だとすれば、俺も舐なめられたものだな。

　とはいえ、たかだか数字にこだわるのも大人気ないか。俺の魔力が減ったわけでもあるまい。

「まあ、ミーシャがわかってくれたからいいことにするか」

「そう？」

「おう。ありがとな」

　無表情で考えた後、ミーシャは言った。

「どういたしまして」

「次はそこの部屋に行けばいいのか？」

　ミーシャはこくりとうなずく。

　適性検査が行われている部屋に入ると、石像の上にいたフクロウが口を開いた。

「魔法陣の中心に入り、適性検査を受けてください」

　床にはいくつもの魔法陣が描かれており、すでに適性検査を受けている生徒たちはその中心に立っていた。

「……じゃ……」

「後ほどな」

　ミーシャは空いている魔法陣の中心まで歩いていった。

　俺も適当な魔法陣を見つけ、その中心に立ってみる。

　すると、頭の中に声が響いてきた。

『適性検査では、暴虐の魔王を基準とした思考適性を計ります。また暴虐の魔王に対する知識の簡単な確認を行います。思念を読み取るため、不正はできません』

　ふむ。《思リ念ー通ク信ス》の応用か。

　思念の読み取りでは噓うそをつけないというのは未熟な使い手の話で、別段不正をするのは難しいわけではない。

　もっとも、不正をする理由もないわけだが。

『では最初に、魔王の始祖は名前を呼ぶことさえ恐れ多いとされていますが、その本名をお答えください』

　迷うまでもない。アノス・ヴォルディゴードだ。

『神話の時代。始祖はディルヘイドを壊滅させる、《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》の魔法を使いました。これにより、ディルヘイド全域が焦土と化し、多くの魔族の命が失われました。なぜこのような暴挙を行ったのか、このときの始祖の気持ちを答えなさい』

　ふむ。懐なつかしい話だ。

　なぜディルヘイドを《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》で焼き尽くしたのかと言えば、寝ぼけていたのである。

　あのときは勇者カノンとの長い戦いの最中だった。

　寝ても覚めても考えるのは奴やつのことばかり、いつ何なん時どきも気を抜かないように、常に臨戦態勢を維持していた。

　おかげで夢でまでカノンと戦う羽目になったのだが、それでついついうっかり魔法が暴発してしまったというわけだ。

　しかし、この質問、微妙に間違っているな。確かにディルヘイドは焦土と化したが、魔族は一人も死んではいない。

　寝ぼけていたとはいえ、咄とつ嗟さに魔法を制御して、誰も殺さぬように絶妙な力加減でうまく国を焼いたのだ。

　それぐらいのことができなければ、とても魔王とは言えまい。

『逆らう者は皆殺し。というのが始祖の信条であったと言われていますが、これが魔王として正しい理由を、あなたの考えで述べなさい』

　引っかけ問題か。逆らう者は皆殺し、などと言った覚えは一度もない。殺す必要がなければ、殺さないというのが俺のやり方だ。ただあの時代では、殺した方がより多くを助けられた。それだけのことにすぎぬ。

『力はあるが魔王の適性に乏しい娘と、力はないが魔王の適性に長たけた息子がいたとする。あるとき二人は神の呪いを受け、死にかける。呪いを解くための聖杯は一つ。どちらを救うべきか。このときの始祖の考えを述べよ』

　ふむ。これもいい加減な質問だな。答えは簡単だ。

『では、続いての問題ですが──』

　などと、適性検査は続く。

　とはいえ、すべて俺に関する質問ばかりだ。当然答えられぬわけがなく、特に迷うことなくスラスラと回答をした。

　それから三○分後──

　適性検査が終了し、俺はその部屋を後にする。

　帰かえり際ぎわになにやら入学について説明していたフクロウの言葉を軽く聞き流して、大鏡の間を抜ける。

　すると、外にミーシャが立っていた。なにをするわけでもなく、ぼんやりと虚こ空くうを見つめている。

「なにをしているのだ？」

　声をかけると、ミーシャは顔をこっちに向けた。

　相変わらず無表情だ。

「……待ってた……」

「俺をか？」

　こくりとミーシャがうなずく。

「後でって言ったから」

　そういえば、言ったか。

「すまぬ。適性検査で今日はもう終わりという話だったな」

「ん」

　しかし、わざわざ待っていてもらったというのに、このまま帰すのもな。そんな度量のない真ま似ねをするわけにはいくまい。

「なら、合格祝いに、遊んで行かないか？」

　ミーシャは無表情のまま、ほんの少し首をかしげる。

「わたしと？」

「そうだ」

「いいの？」

「俺が誘っているのだ」

　なにを考えているのか、ミーシャは俯うつむいて黙ったままだ。

「用事があるなら別に構わぬ」

「……行く……」

「そうか。では、とりあえず家に来ないか？　たぶん、母さんがご馳ち走そうを作って待っているだろうからな」

　ミーシャはこくりとうなずく。

「よし。つかまるといい」

　手を差し出すと、ミーシャはそこにすっと手を置いた。

「こう？」

「それでは、おいてかれるぞ」

「《飛行フレス》なら使える」

　空を飛ぶ魔法のことである。なかなか使い勝手はいいのだが、移動するならもっと適した魔法がある。

「いいから、もっとつかまってみろ」

「わかった」

　ミーシャは素直に俺の手をぎゅっと握った。

　地面に魔法陣が浮かび上がり、目の前の風景が真っ白に染まる。

　次の瞬間、目の前には鍛冶・鑑定屋『太陽の風』の看板が見えた。建物は木造で、二階部分が住居になっている。

「ついたぞ。俺の家だ」

　そう口にするが、ミーシャはじーっと目の前の看板を見つめたままだ。

　表情に変化はないのだが、なんとなく気配で驚いているというのがわかる。

「……魔法……？」

「《転移ガトム》だ。簡単に言えば、空間と空間をつなげて二点間を一瞬で移動する魔法だな」

　一瞬、ミーシャは口を閉ざす。

　それから、呟つぶやくように言葉を漏らした。

「……失われた魔法……」

　ふむ。聞き覚えがないな。

「なんだ、それは？」

「使い手がいなくなった魔法のこと。主に神話の時代に失われた」

　なるほど。二千年の間にずいぶんと魔法術式は退化しているようだし、存在は知られているものの、使い手がいなくなった魔法もあるのだろう。

　特に《転移ガトム》は俺が開発した魔法で、元々神話の時代でも使い手は少なかった。

「……アノスは天才……？」

　くはは、と思わず笑ってしまう。

「……本気……」

「いや、すまぬ。これぐらいで天才と言われるのがこそばゆくてな」

　天才だというのを否定するわけではないが、どうせなら、誰にも真ま似ねできぬ魔法を見せたときに言われたいものだ。

「アノスは何者……？」

「魔王の始祖だ」

　ずっと無表情だったミーシャが目を丸くして驚いた。

「……転生した……？」

「信じるか？」

　ミーシャはじっと考え、訊きいた。

「……証拠は、ある……？」

　やはり、そこが気になるだろうな。

「俺が証拠だ。この俺の魔力がな。もっとも、この時代の連中は魔眼が弱すぎて、俺の力の深しん淵えんを覗のぞくことさえできぬようだが」

　分析する、研究する、真理に迫る。言い方は様々あれど、それら全てを内包し、一番広く使われるのが深しん淵えんを覗のぞくという言葉だ。魔法の深しん淵えんを覗のぞくことは、その真理を理解し、また体現できるようになることを指す。力の深しん淵えんを覗のぞくことは、すなわち、相手の真価を知るということである。

「…………」

　ミーシャは困ったように黙り込んでいた。

　本来、魔王というのは力で証明するものなのだ。しかし、純血だの、皇族だのと表面的なことばかりを気にするこの時代では、少々俺の考えとは違うのかもしれぬな。

「アノスの魔力は膨大。わたしにも底が見えない」

　ミーシャに見えぬなら、殆ほとんどの連中にはわからないだろう。

　これ以上、困らせても仕方あるまい。

「まあ、そのうちわかる。行くか」

「……ん……」

　俺は家のドアを開けた。








§８．【合格祝い】






　カランカラン、と店のドアベルが鳴った。

「いらっしゃ──あ、アノスちゃん、おかえりなさい」

　店番をしていた母さんが俺の方へ歩いてくる。

　父さんはたぶん、工房でなにか作っているのだろう。

「……ど、どうだった？」

　緊張した面持ちで母さんが訊きいてくる。

「合格したよ」

　そう口にすると、母さんがほっとしたように顔を綻ばせ、俺をぎゅっと抱きよせた。

「おめでとうっ！　おめでとう、アノスちゃんっ！　すごいわ！　一ヶ月で学院に合格しちゃうなんて、本当にどうしてそんなに賢いの、アノスちゃんはっ！　今夜はご馳ち走そうにするわねっ!!」

　やれやれ。自分が合格したわけではないというのに、この喜びようはなんなのだ？

　親というのはこのようなものか。いや、まったく理解できぬ。

　理解はできないのだが……まあ、悪い気分ではないな。

「アノスちゃんはなにが食べたい？」

「そうだな。できれば、キノコのグラタンがいい」

　二千年前から、俺の大好物である。

　側近からはもっと贅ぜい沢たくなものや、魔王らしいものを食べるようにと口を酸すっぱくして言われたものだが、好きなものは好きなのだから仕方がない。

　大体、魔王らしいものはなにかと尋ねると『人間』とかいう恐ろしい答えが返ってきた。

　人間が食えるわけないだろうが、馬鹿めが。

　魔王がグラタンを食べていては示しがつかないだのなんだのとうるさかったが、くだらぬ。

　魔王というのは己のわがままを通す力を持つ者の名だ。なればこそ、食べたいときに食べたいものを食べる。

　俺はキノコのグラタンを食べる。

「ふふー、わかったわ。キノコのグラタン、アノスちゃん、大好きだものね。そう言うと思ってお母さん、ちゃーんと下ごしらえしてあるのよ」

　さすが母さん、昔の配下とは違うな。

「ああ、それと母さん、客人がいるんだが」

「ん？　お客さん？　だあれ？」

　振り向き、俺の背中に隠れるようにしていたミーシャを紹介する。

「ミーシャ・ネクロンだ。今日学院で知り合った」

　ミーシャは一歩前へ出て、抑揚のない声で言う。

「よろしく」

　ミーシャがぺこりと頭を下げる。

　すると、なぜか母さんは驚いたような表情で、口元に手をやっていた。

「アノスちゃんが……アノスちゃんが……」

　母さんは動転したように大声で口走った。

「わたしのアノスちゃんが、もうお嫁さんを連れてきちゃったよぉーーーーーーーーっっっ[image: ]」

　家中に響き渡る声。

　ミーシャは小首をかしげた。

「……わたしのこと……？」

「いや、悪い。少々母さんは、早とちりなところがあってな」

　いくらなんでも誤解しすぎではあるが。

「……そう……」

「いいの。いいのよ、アノスちゃん。アノスちゃんの幸せが、お母さんの幸せなんだからね。お母さん、反対しないわ……」

　目尻を拭い、涙ながらに母さんが言う。

　いったい、母さんの頭の中で、どんな妄想が駆け巡っているのか、ちょっと聞くのが恐ろしい。

「母さん。盛り上がってるところ悪いんだけど……」

　バタンッと勢いよく工房のドアが開かれた。

「アノスッ！　でかした。それでこそ、男だ!!」

　く、父さんまでも。

　二人とも、なんだってこんなにはしゃいでいるのだ？

「振り返れば、お前が生まれたのがつい先日のように思い出される」

　父さんはなんだか気取ったポーズを決めて、窓に視線を注いでいる。

「いつか、父さんはこんな日が来るだろうと思っていたんだ。だけど、長いようで少し短かったな」

　はは、と爽やかに父さんは笑った。

　それは、一ヶ月だから短いだろう。

「いや、めでたい。イザベラ、今夜はご馳ち走そうだ。派手に祝うぞ」

「うん、わかってるわ、あなた。アノスちゃんの門出だものね」

　満面の笑みを浮かべる父さんと、また涙ぐむ母さん。

　二人は向かい合い、うんうんとうなずいている。

「……お父さんも、早とちり……？」

　ミーシャが俺に視線を向けてくる。

「すまぬ。見ての通りだ……」

「よし、そうと決まれば、早速料理を作ろう。ほら、イザベラ、笑顔だ、笑顔」

「うん、そうね。アノスちゃんのおめでたい日に、お母さんが泣いてちゃだめよね。大丈夫、ちゃんと笑えるわ！」

　呆ぼう然ぜんとする俺たちをそっちのけで、父さんと母さんは二人でどこまでも盛り上がっていく。

「あのさ、母さん、父さん」

「ああ、いいんだ、アノス。今日は手伝わなくても、父さんたちだけでやるから」

　そんなこと言われても、俺は手伝ったことないぞ、父さん。

「ほらほら、ミーシャちゃんに部屋でも見せてやりな」

　父さんに背中をぐいぐい押されるがまま、二階に上がり、俺の部屋までやってくる。

　ドアを閉める直前、父さんはキリリと表情を引き締めた。

「いいか、アノス。料理には二時間かかる。ちょっとぐらい大きな声を出しても、母さんには聞こえないよう、うまくやっとくからな」

　ふむ。父よ、あなたはなにを言っているのだ。

「あのさ、父さん」

「安心しろ。こういうことは父さんに任せとけ」

　訂正する間もなく、父さんはドアを閉める。

　その直前、なんだかいやらしい声で言ったのだ。

「ごゆっくり」

　やれやれ、父さんたちには困ったものだ。

「すまぬな、ミーシャ。後で冷静になったときにでも話しておく」

「……ん……」

　怖いものはない、というだけのことはあり、こんな状況でもミーシャは物もの怖おじしない。父さんたちのことは気にせず、俺の部屋にぼーっと視線を巡らせている。

「……なにもない部屋……」

「引っ越してきたばかりだからな」

　とはいえ、それほど物を増やすつもりもないが。

「気にしないのだな、ミーシャは」

「気にしない？」

「父さんと母さんが騒がしかったろ」

「……慣れてる……」

　今朝、ミーシャの見送りに来ていた人間の男のことを思い出す。

「確かにミーシャの父さんも、似たようなところはあるか」

「……違う……」

「ああ、すまぬ。さすがにうちほどではないか」

　ミーシャはまた首を左右に振った。

「お父さんじゃない……」

「今朝、見送りに来ていたのが父親ではないということか？」

　ミーシャはうなずく。

「親代わり」

「なら、実の親はどうした？」

「……忙しい……」

　ふむ。そういうこともあるか。転生前の俺などは親代わりさえいなかったわけだしな。

「……アノスは兄弟がいる……？」

「いないが、どうしてだ？」

「……兄弟仲良く」

「ゼペスとリオルグに言ったことか」

　こくり、とミーシャはうなずく。

「優しい」

「俺がか？」

　くはは、と思わず笑いが漏れた。

「……おかしかった……？」

「いや、そんなことを言われたのは初めてだからな」

　ミーシャは小首をかしげる。

「なんて言われる……？」

「そうだな……」

　俺はこれまでの人生で言われたことを振り返る。

「お前が生きてるとこの世のためにならないだの、世界のために死ねだの、鬼、悪魔、この外道、貴様の血は何色だ、というのはよく耳にしたな」

　ミーシャはじーっと俺を見つめてきた。

「いじめられてた？」

「俺がか？　まさか？」

　必要に迫られてとはいえ、どちらかと言えば、俺がやったことの報いだろう。

　言い訳をするつもりはない。

「原因は俺にある」

　だが、きっぱり否定したというのにミーシャは言った。

「……いじめる方が悪い……アノスは悪くない……」

「いや、そうは言うがな」

　ミーシャは背伸びをして、俺の頭にそっと触れる。

「よしよし」

　ふむ。なにやら誤解されてしまったな。こそばゆいことをする。

「まあ、いじめられてた云うん々ぬんはおいとくとしてだ。優しいというのは、どうだろうな？　あいつらにも余計な世話だったみたいだぞ」

　ゼペスの奴やつ、ものの見事に兄を消し炭にしていたしな。

「それは結果」

「そうか？」

　ミーシャはうなずく。

「アノスは優しい」

　そう言われるのは案外、悪くない気分だった。

「ミーシャは兄きよう妹だいがいるのか？」

　ほんの少し考えてから、ミーシャは言った。

「……お姉ちゃん……」

「仲がいいのか？」

　すると、ミーシャは黙った。

「……わからない……」

　わからない、というのは不思議な答えだな。

　良いいか悪いか、どちらかだろうに。なにか事情があるのだろうか？

「心配……？」

「そこそこな」

「優しい」

　姉のことを話してくれるのかとも思ったが、ミーシャはほんの少し笑っただけだ。

　その後、料理ができるまでの間しばらく、とりとめのない会話を交わしていた。








§９．【魔王の友達】






　夕食の準備ができたということで、俺とミーシャはリビングへ移動した。

　食卓には俺の大好物であるキノコグラタンを始めとして、豪華な料理が並べられていた。

「さあ、召し上がれ」

　母さんがそう言って、大皿に入ったグラタンを、小皿に取り分けてくれる。

　く、この芳かぐわしい匂い、たまらぬ。今にも涎よだれが溢あふれそうだ。

「ミーシャちゃんも、沢山食べてね」

「……ん……」

　自慢するわけではないが、母さんの料理は正直美う味まい。こればかりは神話の時代に食べたどんな料理も敵かなわないだろう。

　平和な世の中は、魔法を退化させはしたものの、代わりに料理を進化させたというのが、ここ一ヶ月母さんの手料理を食べ続けた俺の結論である。

「いただこう」

　俺はスプーンでグラタンをすくう。

「これは……？」

　なんだと……!?　このグラタン、キノコが三種類も入っている。

　エリンギ、マッシュルーム、ポルチーニダケ。

　いつもは一種類だけなのに！

「お母さん、奮発しちゃったわ」

　俺の心中を見透かしたように、母さんが微笑ほほえむ。

「ほらほら、召し上がれ」

　俺はうなずき、グラタンを口に含んだ。

「う……！」

　美う味まい……。

　蕩とろけるようなクリーミーな味わいが舌に広がり、塩辛さの中にほんのりと甘味がある。それでいて、ぎゅっと凝縮された濃厚な旨うま味みが、ガツンと胃に入ってくる。キノコの食感もシャッキシャキで、このままいくらでもかみ続けていたい。

　ああ、転生してよかった。本当によかった。

「ふふー、アノスちゃんはすぐに大きくなっちゃったけど、食べてるときの顔はまだまだ子供だよねー」

　母さんがそんなことを言う。転生したのだから、子供なわけはないのだが、と思いつつも、俺は夢中になってグラタンに食らいついていた。

「ところで、お母さん、ちょっと訊ききたいんだけどね……」

　そう前置きをして、母さんは真剣な表情を浮かべた。

「ミーシャちゃんは、アノスちゃんのどこが好きなのかなぁ？」

「がはっ、がはっ……」

　迂う闊かつ。思いっきりむせた。

「あ、アノスちゃん、大丈夫っ？」

「お、おう……」

　ふむ。俺としたことが、グラタンを気管に入れてしまうとはな。

　というか、グラタンの美お味いしさに夢中になるあまり、母さんたちに本当のことを話すのをすっかり忘れていたぞ。

　魔王と呼ばれた俺に冷静さを失わせるとは、母さんのグラタンは、なんという恐ろしい魔力なのだ。

　この時代で俺に対抗できるのは、あるいは母さんなのかもしれぬな。

「それで、どこなのかなぁ……？」

　ミーシャは無表情でじっと考える。

「……優しいところ……」

　淡々と言葉が発せられた瞬間、母さんはぐっと拳を握った。

「そうっ、そうなのよっ！　アノスちゃんって本っ当に優しいのっ！　だってね、だってね、アノスちゃんは本当は一人でディルヘイドに来ようとしてたんだけど、お母さんが寂しいっていうのを知って、一緒に連れてきてくれたのよ!!」

　ふむ。なるほどな。これが親バカというものか。

　体験するのは初めてのことだが、なかなかに気恥ずかしいものだな。

「……親孝行」

「そうでしょそうでしょっ。ミーシャちゃんって、わかってるわ。さすがアノスちゃんが選んだだけのことはあるわね」

　よし。今だ。軽く訂正しておこう。

「あのな、母さん」

「あ。アノスちゃん、キノコのグラタンおかわりいる？」

「なにっ？　まだあるのか。もらおう」

　母さんがよそってくれたグラタンに、俺は夢中になって食らいつく。

「それでそれで、アノスちゃんとミーシャちゃんの馴なれ初そめって、どうなの？」

「……馴なれ初そめ……？」

「どんな風に出会ったの？　どっちから声をかけた？」

「……声をかけてきたのは、アノス……」

「もーっ、さすがアノスちゃんっ。女の子に自分から声をかけるなんて、この女たらしーっ！」

　母さんがひゅーひゅー、と口笛を吹いてくる。

　いったい、なんだというのだ。

「それで？　アノスちゃんはなんて声をかけてきたの？」

　俺の言葉を思い出しているのか、ミーシャは視線を上にやって考える。

「……お互い苦労するな……？」

「きゃあぁぁぁぁぁ、格っ好いい～っ!!　アノスちゃん、もうなにそれぇぇっ？　そんなこと言われたら、そんなこと言われたら、女の子は一発で落ちちゃうんだよぉーっ」

　なにが格好いいのかまったくわからぬが、親バカと化している母さんになにを言っても無駄だろうから、もう少し様子を見よう。

　なにせ、まだグラタンも残っている。熱いうちに食べなければ。

「それで？　ミーシャちゃんはなんて答えたの？」

「……ん、って……」

「もぉぉぉぉぉぉっ、以心伝心っ！　最初から相性ばっちり！　運命の恋ねぇ……」

　母さんはうっとりとした表情で自分の世界に入ったまま、まるで出てくる気配がない。

「じゃあ、じゃあ、あのね……その、二人は、もう……キスした？」

　ふむ。この質問をきっかけにして、本当のことを説明できそうだな。さすがにキスをしていなくては恋人同士というのさえ疑わしい。

「してない……」

「ええぇぇぇぇぇぇ、結婚までとっておくなんて、ロマンチックゥゥっ!!」

　……おのれ、そう来たか。

「でも、どうしようかしら？　アノスちゃんはまだ一ヶ月なのよ。結婚できる年になるまで、まだまだ時間がかかりそうだわ」

「……一ヶ月……？」

「そうなのよ、びっくりするでしょ？　アノスちゃんってすっごく賢くて、生まれたときから喋しやべれたのよ。それに魔法も使えて、《成長クルスト》でこんなに大きくなっちゃったの」

　ミーシャがじっと俺の方を見てくる。

　いくら魔族と言えども、一ヶ月で魔法を使えるようになるというのは、そうそうあることではない。

　つまり、俺が転生したという裏づけになる。だからといって、それで魔王だと信じられるわけではないだろう。魔王は赤子に転生するとは思われていないようだしな。

「……え？　あれ？　もしかして、ミーシャちゃん、年の差を気にするタイプ……？」

　母さんはまったく見当違いのことを考えている。

「気にしない」

「そう、そうよねぇ……年下の旦那様も、いいものよねぇ。アノスちゃんって、こんなに可愛かわいいしっ」

　ミーシャがまた俺の方を向く。

「……可愛かわいい……？」

「そんな目で見るな」

　そのやりとりに、母さんは両拳を上下に振った。

「きゃあああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ。ねえ、あなた、聞いた、今の、聞いたっ!?　『可愛かわいい？』『そんな目で見るな』ですってっ！　やだもうっ、なに、熟年夫婦？　熟年夫婦なのぉぉぉっ!?」

　興奮する母さん。父さんは酒を飲みながら、感慨深そうに一人うんうんとうなずき、遠くを眺めている。

　とりあえず、そのうち落ちつくだろうと思っていたが、母さんは終始テンション高めで、まくしたてるように喋しやべってくるので、ミーシャのことを訂正する隙はまったくない。

　あれよあれよという間に夕食は終わり、そのまま賑にぎやかに喋しやべり続けていると、すっかり遅くなってしまった。

　途中までミーシャを送るということで、俺たちは外に出た。

「手、出しな」

　ミーシャは素直に俺の手をつかんだ。

「《転移ガトム》で家まで送ってやる」

「……知らないのに……？」

「家の場所を思い浮かべてくれ。思念を読み取って送る」

「できる？」

「当然だ」

　ミーシャがじっと俺を見る。

「すごい」

　ミーシャが思い浮かべた家の場所が、つないだ手を通して俺の頭に伝わってくる。

「今日は悪かったな」

　ふるふるとミーシャが首を振る。

「楽しかった」

「なら、いいが。父さんと母さんが落ちついてから、朋ほう友ゆうだと訂正しておこう」

「……朋ほう友ゆう……？」

「ああ、この時代だと友達か」

　すると、ミーシャは自分を指さした。

「……友達……？」

「違ったか。ではなんと言うのだ、こういう関係のことを？」

　ミーシャは首を横に振り、それから、にっこりと笑った。

「嬉うれしい」

「そうか」

「……ん……」

《転移ガトム》を使うため、手に魔力を込める。

「また学校でな」

「さよなら」

　ミーシャの体が消えていき、彼女は転移した。














§10．【不適合者の烙らく印いん】






　数日後──

　俺はフクロウが届けてきた制服に身を包み、デルゾゲード魔王学院へ足を向けた。

　今日が初の登校日である。多くの生徒たちが正門をくぐり、ぞくぞくと校内へ向かっている。見れば、彼らが纏まとっている制服は二種類あった。

　俺が着ているのは白い制服だが、それ以外に黒の制服を身につけている者もいる。ぱっと見では半々といったところか。学年で分けられているわけでもないようだ。

　それから、校章に刻まれた印いんも何種類かある。

　俺の校章は十字だ。それ以外には三角形、四角形、五ご芒ぼう星せい、六ろく芒ぼう星せいといったものがある。見る限りでは俺以外に十字の校章を持った者はいないようだ。

　しかし、なんだ？　妙に視線を感じるな。

　俺に気がついた者の殆ほとんどが、興味深そうにこちらを見ている気がする。

　入学試験のときはこんなことはなかったのだが、まあ、深く考えても仕方あるまい。なにかあるのなら、じきにわかることだ。

　校内へ入ると、そこに大きな掲示板が出されていた。新入生のクラス分けが載っている。

　アノス・ヴォルディゴードの名前は二組の欄にあった。父さんと母さんの姓はライゼオだが、ディルヘイドで暮らす場合、魔族姓が申請できるため、それをヴォルディゴードとした。よって、母さんも父さんも、ここではヴォルディゴードを名乗る。

　二組の教室が第二教練場だというのを確認すると、勝手知ったる城の中、俺は階段を上がり、教室へ向かった。

　扉を開け、第二教練場へ入る。机と椅子がずらりと並んでいる。中にいる生徒たちが一斉に俺を見た。

　ふむ。やはり、注目を浴びている気がするな。

　しかし、まあ、これから同じクラスで共に過ごすのだ。あまりこういうことは慣れていないが、最初の挨拶が肝心とも聞く。ここは一つ、気さくな男を印象づけておくとしよう。

　満面の笑みを浮かべ、可能な限りの爽やかな声で、俺は言った。

「みんな、おはよう！　このクラスは俺が支配してやるぞ！　逆らう奴やつは皆殺しだ！」

　ふむ。こんなところか。

　心なしか、ドン引きといった空気が伝わってくるような気もするが、声に爽やかさが足りなかったか？

　俺としたことが、登校初日で少々気負ってしまったか。

　相も変わらず、こそこそとこちらを見てくる視線の中に混ざって、物もの怖おじしない堂々とした視線があった。白い制服に身を包んだプラチナブロンドの少女、ミーシャだった。

　俺は彼女の席まで歩いていく。

「よう」

　挨拶すると、ミーシャは無機質な目を向けた。

「おはよう」

「隣いいか？」

「ん」

　椅子を引き、ミーシャの隣に座る。ついでに訊きいてみようと思った。

「今の冗談、どうだった？」

　ミーシャは小首をかしげた。

「……冗談？」

「逆らう奴やつは皆殺しだ、というやつだ」

　まさか本気でそんなことを考えるわけがないからな。神話の時代では、これがけっこうウケた。「ご、ご冗談を……」とよく配下の連中が口にしていたものだ。

「……誤解されると思う……」

　く。やはり、そうか。これが時代の違いというやつだな。

　入学試験のときに、ジョークは自重しようと心に決めたはずが、つい口走ってしまった。

「もう少しクラスに馴な染じんでからにした方がいいか？」

「……ん……」

　しかし、まだ視線を感じるな。

「さっきからずっと見られている気がするが、なにか知ってるか？」

「噂うわさになってる」

「俺がか？　どんな噂うわさだ？」

「……怒らない……？」

「こう見えて、怒ったことはない方なんだ」

「……その印」

　ミーシャが俺の校章を指す。

「魔力測定と適性検査の結果を表してる」

「ああ、そういうわけか。どういう仕組みだ？」

「多角形や、芒ぼう星せいの頂点が増えるほど、優良」

　三角形よりも四角形、四角形よりも五芒星の方が魔力測定と適性検査を足した結果が良いいというわけか。

「俺の校章は芒ぼう星せいすらなく、十字だが？」

　三角形でも四角形でもない。

「魔王学院で初めての印。それは烙らく印いん……」

　烙らく印いん？　ふむ。よくないものという意味か？

「なにを表している？」

「不適合者」

　淡々とした口調でミーシャは言う。

「魔王学院は次代の魔皇を育てる学院。魔王族だけが入学を許可される」

　登校日まで暇だったので調べておいたが、魔王と書くのは始祖である俺一人で、それ以外は、魔皇という風に字を区別するらしい。また魔王族というのは始祖の血を引く魔族のことだ。

「これまで魔王族で魔皇の適性がないと判断された者はいない。アノスは初めての不適合者」

　一旦言葉を切り、改めて彼女は言った。

「だから、噂うわさになった」

　ふむ。魔皇の適性をどう判断しているのかはわからぬが、少なくとも正真正銘の始祖に不適合者の烙らく印いんを押すとは、検査方法が間違っているとしか言いようがあるまい。

　学院に入ってやれば、向こうから勝手に俺を見つけるとばかり思っていたが、なかなかどうして、考えていた以上にこの時代の魔族は退化してしまったようだ。

「魔力測定は俺の魔力が大きすぎて計れなかったからわかるが、適性検査は満点のはずだがな」

「……自信がある……？」

「ああ」

　なにせ始祖の名前を言えだの、始祖の気持ちを答えよだの、俺についての質問ばかりだ。

　万が一にも、間違えるはずがない。

　いや、待てよ？

「なあ、ミーシャ。始祖の名を言えるか？」

　ミーシャは無表情のまま、目をぱちぱちと瞬まばたかせた。

「始祖の名前は、恐れ多くて呼んではならない」

「俺の名前は？」

　小首をかしげながら、ミーシャは言う。

「アノス？」

「フルネームは？」

「アノス・ヴォルディゴード」

　なるほど。

「少しいいか？」

　俺はミーシャの頭に手をやった。

　彼女は特に嫌がるわけでもなく、不思議そうに視線を向けてくる。

「どうしたの？」

「始祖の名を思い浮かべてくれ」

「……ん……」

　次の瞬間、ミーシャの思念を読み取る。

　名前が浮かび上がった。

　──暴虐の魔王アヴォス・ディルヘヴィア──

「……誰だ、そいつは……？」

「おかしい？」

「この名は間違いだ」

　ミーシャは首を左右に振った。

「……これが正解。魔王の名前を間違える魔王族はいない……」

「始祖の名前は恐れ多くて口にしてはいけない、だったな？」

　ミーシャはうなずく。

「なるほど」

　つまり、だ。皆が皆、恐れ多くて口にしないようにしていたおかげで、二千年たった今、すっかり始祖の名前を忘れ、間違った名前が語り継がれたというわけか。

　なんというアホな話だ。

　よくよく考えてみれば、リオルグは起源魔法が命懸けだと言っていた。俺を起源にしているのに、俺の名さえ間違えているのだから、それは命懸けにもなるだろう。

　たかだか名前がこの調子では、適性検査の始祖の気持ちを答えよ、というのも正解自体が間違っていたとしか思えぬ。

　俺が寝ぼけて《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》をぶっ放したことも、魔族は誰一人死んでいなかったことも、恐らく伝わっていないのだろう。

　しかし、ならば俺の配下はどこへ行ったのか？　記憶を捨てて転生したか。あるいは転生の途中か。まあ、二千年経ったのだ。様々な可能性が考えられよう。

「魔皇の適性があるかどうかは、どのように判断してるのだ？」

「暴虐の魔王の思考や感情に近い魔族ほど適性が高い」

　なるほど。

「暴虐の魔王は、どんな奴やつだと言われている？」

「冷酷さと博愛を併せ持つ、完璧なる存在。常に魔族のことだけを考え、己の身を省みず戦った。欲はなく、崇高な心を持ち、その暴虐な振る舞いも、余人には計り知れない尊き心からくるものだった」

　誰なのだ、その完璧超人は。

　そんな奴やつがいるわけがないだろうが、馬鹿め。

　伝説や伝承として盛るのは一向に構わぬが、それを真実だと思い込んでどうするのだ？

　この体たらくでは、不適合者の烙らく印いんを押されるのも無理のない話だな。

　なにせ俺は、魔王の名前すら知らない、と判断されたのだから。

「ところで、烙らく印いんの意味はわかったが制服が二種類あるのはなぜだ？」

　この教室にも黒と白の制服を着た生徒は半々だ。

「黒服は特待生。純血の魔王族。皇族というのが一般的」

「というと、リオルグなどがそうか？」

「ん」

　魔王族は俺の血を引く魔族のことだ。それが純血というのは少々妙に思えるかもしれないが、理屈は簡単である。二千年前、俺は自らの血を使い、魔法で七人の魔族を生み出した。その七人の魔族は子孫を増やすために、やはり自らの血を元にして魔族を生み出していった。同じようにして俺の血を完全に受け継いだ魔族たちは増えていき、やがて魔法でなくとも純血同士で子を成すまでになったのであろう。

「特待生は入学試験を免除される」

「なら、あいつが試験を受けていたのはなぜだ？」

「受けたい人は受けてもいい」

　なるほど。大方、自分の力を誇示したい者が入学試験に出るのだろう。

　どうりで雑ざ魚こばかりしかいなかったわけだ。本当の強つわ者ものであれば、わざわざ力を誇示するまでもないからな。

　と、そのとき、遠くで鐘が鳴った。

「皆さん、席についてください」

　顔を上げる。教室に入ってきたのは黒い法ほう衣いを纏まとった女性だった。

　彼女は黒板に魔法で文字を書く。

　──エミリア・ルードウェル──

「二組の担任を務めます、エミリアです。よろしくお願いします」

　ふむ。教員というだけあって、魔力はまあまあだな。少なくとも、リオルグなどでは歯が立たないだろう。

「早速ではありますが、まず初めに班分けをします。班リーダーになりたい人は立候補してください。ただし、これから教える魔法を使えることが条件になります」

　いきなり授業が始まったのか、エミリアは黒板に魔法陣を描いていく。黒板は特注のものだ。魔法具だろう。そこに魔力を走らせることで、文字や起動している魔法陣を描くことができる。

　あの術式は、《魔ガ王イ軍ズ》の魔法か。

「初めて見たと思いますが、これは《魔ガ王イ軍ズ》という魔法です。簡単に言えば、術者を王として、配下の軍勢に特別な力を与えるものです。実践は授業で行います。今日は魔法陣を描き、魔法行使ができるかどうかのみ判定します。魔法行使ができた人には班リーダーの資格があります」

《魔ガ王イ軍ズ》の魔法特性から言えば、ここで班リーダーになった者とそうでない者とで、魔皇を目指す資格があるかどうかが振り分けられるのだろう。

「それでは、立候補したい方は手を挙げてください」

　迷いなく俺は手を挙げた。

　俺が魔王だとわからない無能どもばかりだが、まあ、責めはしない。なにせ、俺の子孫たちなのだからな。責任の一端は俺にあるようなものだ。

　たとえすぐにはわからずとも、要は実力で証明すればいいだけの話だ。

　とはいえ、案の定というべきか、クラスメイトたちの反応は芳かんばしくない。ぎょっとしたようにこちらを見ているのだ。

　やれやれ。いくら不適合者だからといって、立候補したぐらいでこの反応か。

「白服は立候補できない」

　ミーシャが小声で教えてくれた。

　確かに手を挙げているのは、俺以外は黒服だな。

　つまり、純血でなければならないというわけか。馬鹿馬鹿しい話だ。

「アノス君でしたか。残念ですが、あなたには資格がありません」

「なぜだ？」

「あなたが混血だからです」

「混血だからといって、純血に劣る理由にはなるまい」

　そう口にすると、エミリアはムッとしたように言った。

「それは皇族批判ですか？」

　どいつもこいつも、馬鹿の一つ覚えだな。

「くだらんことを言ってないで、純血が混血に勝ることを証明してみるのだな。できなければ、立候補させてもらうぞ」

　ふう、とエミリアはため息をつく。

「それはまったく逆です。証明は我らが魔王の始祖が行いました。もしも、混血が優れているというのでしたら、あなたが皇族に勝ることを証明することですね」

「ふむ。ではそれができれば、立候補しても構わないということだな？」

「できれば、の話です」

　ふっと俺は笑う。

「その言葉、《契約ゼクト》させてもらったぞ」

「え、そんな……いつの間に……魔法行使を……？」

　口約束を《契約ゼクト》の魔法で行うのは神話の時代では常識だったのだが、これに気がつかないとは教師失格だな。

　ともかく、俺は立ち上がり、黒板まで歩いていく。

「この《魔ガ王イ軍ズ》を開発したのは皇族か？」

「ええ」

　まあ、そう答えるだろう。俺が開発したのだからな。

「術式の欠陥を見つけた」

「まさか。ありえませんね。《魔ガ王イ軍ズ》の魔法術式は二千年もの間、この形で伝えられています。誰も欠陥など見つけたことがありません」

「ちょうど二千年前に見つけたのでな。転生している間は修正できなかった」

　俺は黒板に描かれた魔法陣の三箇所を描き換えた。

「これが完璧な形だ。教員だと言うのなら見ればわかるだろう？」

　エミリアは信じられないといった表情で魔法陣を見つめている。

「そんな……たった三箇所描き換えただけで、これは、魔力効率が一割も良くなって……魔法効果が一．五倍……？　こんなことって……」

　教室中からどよめきが漏れる。

「……あいつ……何者なんだよ……？」

「初めて見た魔法陣の欠陥を指摘して、描き換えるなんて……そんな話、聞いたこともないよ……大体、学生は魔法研究の基礎にだって触れてないのに……」

「しかも、魔力効率が一割増しで、魔法効果が一．五倍って……」

「世紀の大発見だろ、これ……」

　ふむ。これぐらいのことに驚いているとは、なんとも低レベルな話だ。

　しかも──

「惜しいな」

　エミリアが俺を振り向く。

「魔法効果は二倍だ。この魔力門が、三つの魔法文字と干渉を起こし、根源へ二度働きかける韻を踏む」

「あ……」

　ようやく気がついたか、エミリアは恥ずかしそうに身を小さくした。

「なんなら、俺が代わりに教師をやってもいいぞ」

「……り……」

「ん？」

「立候補を許可します……席に戻ってください」

　エミリアは小さな声でそう言うのがやっとの様子だった。








§11．【破滅の魔女】






　俺が自席へ戻ると、エミリアは口を開いた。

「立候補者は起立してください」

　先程挙手をした生徒たちが一斉に立ち上がった。

　俺を入れて五人か。特別興味もなかったのだが、一いち瞥べつしたところ、その中にいた少女が少し気になった。

　金髪碧へき眼がんでツインテールだ。気の強そうな表情をしているのだが、背格好といい顔立ちといい、ミーシャに似ている。なにより、魔力の波長がそっくりだった。

「それでは、班分けを始めます。班リーダーに立候補した生徒は自己紹介をしてください。それじゃ……サーシャさんから」

　先程のツインテールの少女が、勝ち気な表情で微笑ほほえむ。

「ネクロン家の血族にして、七魔皇老が一人、アイヴィス・ネクロンの直系、破滅の魔女サーシャ・ネクロン。どうぞお見知りおきを」

　スカートの裾をつかみ、サーシャは優雅にお辞儀する。

　それをミーシャはぼんやりと聞いているのだが、視線はまっすぐ彼女に注がれていた。

「ネクロンということは？」

「……お姉ちゃん……」

　なるほど。あれが仲が良いいのか悪いのかわからぬ姉か。

　サーシャは黒服だから純血なのだろうが、ミーシャは白服だ。

　ということは──

「母か父が違うのか？」

　尋ねると、ミーシャは首を横に振った。

「……両親は同じ……」

「それなら、ミーシャは純血のはずだろ？」

「白服になるのは血統以外が理由のこともある」

「なんだ？」

　ミーシャは一瞬黙り、そして言った。

「……家の人が決めた……」

「家の人というと？」

「ネクロン家」

　ふむ。純血の娘の片方だけ皇族ではないように扱うとは、どんな事情があるのやら？

　血統を大層なものとして扱うこの時代においては、不自然なことだろうにな。

「アノス君。あなたの番ですよ」

　ミーシャと話している間に順番が回ってきたようだ。

　まあ、おいおい聞くとするか。

　まずは自己紹介だ。俺は生徒たちに顔を向け、堂々と言い放った。

「暴虐の魔王アノス・ヴォルディゴードだ。言っておくが、貴様らの信じている魔王の名前は真っ赤な偽にせ物ものだぞ。本当の名はアノス・ヴォルディゴードという。もっとも、信じないのだろうが、まあ、責めはせぬ。ゆくゆくわかることだからな。よろしく頼む」

　俺の自己紹介に教室がシーンと静まり返る。

　リオルグも言っていたが、始祖を自称するというのはそれだけで偽にせ物ものであり、また不敬とされるのだろう。伝承されてきた始祖の名が違うと口にしては尚なお更さらといったところか。

　皆、ちらちらと俺に視線を向けてきては、ひそひそと不適合者がどうのこうのと話している。

　本来なら咎とがめる立場にいるであろうエミリアは、しかし、さっきのことがあったからか、軽くスルーして、説明を続けた。

「以上で全員の自己紹介が終わりました。それでは班リーダーに立候補していない生徒は、自分が良いいと思ったリーダーのもとへ移動してください。まだよく知らないでしょうから、第一印象で構いません。班には人数制限がありませんので、大人数の班になることもあります」

　その言葉で生徒たちは立ち上がり、自らが良いいと思った班リーダーのもとへ移動を始める。

「またいつでも班を変更することは可能です。ただし、班リーダーは班員を班に入れるかどうか選ぶことができます。また班員が一人もいなくなった場合、班リーダーは資格を失います」

　リーダーとしての器量を試す仕組みというわけか。

「なあ、おい。どうする？」

「やっぱり、サーシャ様の班だろ」

「そうね。破滅の魔女って言ったら、混こん沌とんの世代でも有望株よ。彼女こそ転生した始祖に違いないって噂うわさされてるもの」

「ええ、わたしもよく知ってるけど、とんでもない魔力と魔法の持ち主よ」

　ふむ。あのサーシャとかいう少女が、混こん沌とんの世代の一人か。

　まあ、始祖は俺なのだが、そう噂うわさされるからにはなかなか魔力があるのだろうな。その証拠に、生徒の大半はサーシャのもとへ移動している。

　隣にいたミーシャが立ち上がる。一瞬、サーシャの方へ視線をやり、次に無表情のまま俺を見た。

「姉のもとへ行きたいなら、行っていいぞ」

　ふるふるとミーシャは首を振った。

「……アノスの班がいい……」

「そうか？」

「ん」

「それは助かる」

　ほんの少し照れたようにミーシャは言う。

「……友達だから……」

「そうだな」

　しかし、これでようやく班員が一人か。一応班としては成立するのだが、さて、どうしたものか。

　班員を集めるぐらい、魔法を使えばどうとでもなるのだが、それでは面白味もないことだしな。などと考えていると、人混みをかき分けて、金髪の少女がこちらへ向かってくる。

　サーシャだ。

「ごきげんよう。アノス・ヴォルディゴードだったかしら？」
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「ああ」

　彼女は一瞬、ミーシャに視線をやった。

「あなた、まだ班員が一人しかいないようね。それも、そんな出来損ないのお人形さんを班に入れるなんて、どうかしてるんじゃないかしら？」

　ふむ。この俺にいきなり因縁をつけてくるとは、頭のおかしな女だな。

「出来損ないのお人形というのは、ミーシャのことか？」

「それ以外にあるのかしら？」

　ふふっと嘲あざ笑わらうかのようにサーシャは俺を見下してくる。

「知ってる？　その子ね、魔族じゃないのよ。でも、人間でもないの。さっき言った通り、出来損ないのお人形さん。命もない、魂もない、意志もない。ただ魔法で動くだけのガラクタ人形よ」

　魔法人形の類か。

　両親は同じだと言ったが、魔法で二人の血から生み出したのだろうか？

　まあ、魔法人形の作り方は千差万別だ。実際に魔族が産み落とすことで作られる魔法人形もあるし、よくできたものなら本当に生きている。

「それがどうした？」

「……どうしたって……」

「魔法人形に命も魂もないと考えるのは、魔法概念の理解が浅すぎる。もっと魔眼めを凝らして、深しん淵えんを覗くことだな」

　一瞬驚いたような表情を浮かべ、サーシャはそれでも不敵に笑った。

「そんな呪われたお人形さんと一緒にいたら、わるーいことが起きるんじゃないかしらって忠告してあげたのよ。ね。わかるでしょ？」

　ふっ、と思わず鼻で笑ってしまう。

「くくく、くはははは。なんだ、それは、脅しか？　この俺を？」

　すると、サーシャがキッと俺を睨にらむ。

「ねえ。あなた。死にたいのかしら？」

　サーシャの碧へき眼がんに魔法陣が浮かぶ。すると、こちらの様子を窺うかがっていた生徒が慌てたように言った。

「おい、やばいぞ、あいつ。サーシャ様とあんなに目を合わせたら……？」

「……どういうことだ？」

「知らないのか。サーシャ様の魔眼めは特別だ。《破は滅めつの魔ま眼がん》と言われ、その気になれば視界に映るすべてのものの破滅因子を呼び起こし、自壊させる。サーシャ様が破滅の魔女と呼ばれる所以ゆえんだ」

　なるほど。特異体質か。ミーシャといい、サーシャといい、ネクロン家は魔眼に特化した魔法特性を持っているようだな。

　だが、俺にはまるで効かない。

「……そんな……」

「どうした？　睨にらめっこはもう飽きたか？」

　俺はサーシャを睥へい睨げいする。瞳に魔力がこもり、魔法陣が描かれる。

「その魔眼……噓うそでしょ……？　あなた……」

「なんだ？　お前にできることが俺にできないとでも思ったか？　一つ言っておくがな。《破滅めつの魔ま眼がん》の使い方がなっていないぞ」

　なかなか良いいセンをいっていたが、やはりサーシャの魔法術式も未熟だ。

　後学のために、教えておいてやろう。

「見せてやろう。これが真の《破滅の魔眼》だ」

「……あ……あ……」

　教室にあるものはなに一つ壊れていない。サーシャも一見して無傷だ。俺が魔眼で破壊したのは、少々生意気だった彼女の心だ。

「信じられねえ……あいつ、サーシャ様と目を合わせて平然としてやがる……」

「……わたし、前にサーシャ様が《破滅の魔眼》を出していたときにうっかり目を合わせたら、それだけで一年は目が覚めなかったのに……」

「どういうことだよ？　あいつは白服で、しかも不適合者のはずだろ？　魔法術式の知識だけじゃなく、反魔法までズバ抜けてるなんて……」

　ふむ。教室がなにやら騒々しいな。

「……実は、箝かん口こう令れいが敷かれているからここだけの話なんだが、俺は入学試験で見たんだ。アノスがあのリオルグ様を瞬殺するところ……」

「ええっ……!?　あの、魔大帝を……瞬殺っ!?」

「その前にゼペスも軽く殺していた」

「殺したって？　本気で？　殺したのっ!?」

「ああ、その後、生き返らせたんだ」

「生き返らせたっ!?」

「それでまた殺したんだ」

「また殺した……」

「ゼペスは腐ゾ死ン者ビとかいうのになって、リオルグ様を消し炭にしたんだ」

「そ、そんなことが」

「……あれ？　でも、あたし、入学試験の後にリオルグ様を見た気がするけど……」

「結局、二人とも生き返ったんだ……」

「なにがなんだか、わからないわ……」

　まあ、このぐらいにしておくか。

「いつまで惚ほうけている。自壊したのは心の表層だけだ。気をしっかり持て」

　サーシャの頭を軽く撫なで、精神を起こしてやる。

　はっと気がついたように、彼女の目が俺を捉えた。

「……あなた、何者なの……？」

「自己紹介は済ませたはずだが？」

　不敵に笑ってみせる。彼女は悔しそうに俺を睨にらんだ。

「ところで、サーシャ。まあまあの魔力を持っているようだが、俺の班に入らないか？」

　思いもよらない台詞せりふだったか、彼女は目を大きく見開き、絶句したのだった。








§12．【《魔王軍》の魔法】






「……な、なに言っているのよ、あなた……意味がわからないわ……」

　ようやく口を開いたかと思えば、つまらない答えだな。

「俺の班に入れと誘っているのだ。なにがわからない？」

「そういうことじゃなくて。わたしは、班リーダーなのよ」

「やめればいい」

「はあっ!?」

　サーシャは口を開き、呆あきれたように俺を見てくる。

「馬鹿を言わないことね。わたしが班リーダーを辞める理由はないわ」

「俺の班に入れば、ミーシャと仲良くできるぞ」

　その言葉がかんに障さわったのか、サーシャはキッと睨にらんできた。

「そのお人形を妹だと思ったことなんて一度もないわ」

　言い捨て、サーシャは自席へ戻っていった。

「ごめんなさい」

　隣の席でミーシャが呟つぶやいた。

「お前が謝る必要はない。俺に因縁をつけてきたのはあいつだからな」

　ふるふるとミーシャは首を振った。

「……サーシャはいい子……」

　姉だから庇かばっているのか、それとも本当にそう思っているのか。

　ミーシャの無表情からは、いま一つ判断しにくいな。

「だから、わたしのせい」

　ふむ。ガラクタ人形などと言われておきながら、ミーシャは姉のことを憎からず思っているようだな。

「なら、言い直そう。いきなり《破滅の魔眼》で睨にらみ殺そうとしてくるあたり、元気がよくてなによりだ。お前のせいでもなんでもない」

　ミーシャはじっと俺を見た。

「優しい」

　とはいえ、少々気になるな。

「お人形というのは、どういうことだ？」

「…………」

　ミーシャは口を閉ざし、答えようとしない。

「……言わなきゃだめ……？」

　言いたくない、か。

　まあ、ミーシャが魔法人形だろうとなんだろうと俺にとって友達であることは変わりあるまい。

「構わぬ。訊きいてみただけだ」

　すると、安心したようにミーシャは微笑ほほえんだ。

「ん」

　そこで仕切り直すように、手を叩たたく音が聞こえた。

「はいはい。それじゃ、班が決まったみたいだから、説明を進めますよ。みんな、席に戻ってください」

　エミリアの声で生徒たちは自席に戻っていく。

「これから、しばらくは《魔ガ王イ軍ズ》の魔法を中心に授業を行います。どの魔法もそうですが、《魔ガ王イ軍ズ》は特に実戦ありきのものになります。一週間後にまずこのクラスで班別対抗試験を行いますから、そのつもりでしっかり勉強をしてください」

　そう言って、エミリアは《魔ガ王イ軍ズ》とそれを使った班別対抗試験の説明を始める。

《魔ガ王イ軍ズ》は集団を率いて戦う際、全体の戦闘能力を底上げするための軍勢魔法である。

　少し変わった魔法なのだが、術者とその配下には、七つのクラスというものが与えられる。

　魔王キング。築城主ガーデイアン。魔メ導イ士ジ。治療士ヒーラー。召喚士サモナー。魔剣士キヤバリエ。呪術師シヤーマン。

　この七つにはそれぞれ魔法によって付与されるクラス特性が存在する。

　たとえば、築城主ガーデイアンは城やダンジョンを建築する創造魔法、防壁や魔法障壁を構築する防御魔法に、魔法強化の恩恵が付与される。

　その一方で武器魔法や攻撃魔法には、魔法弱化の効果を強制される。

　このクラス特性を守る限り、集団での総合的な魔法力が向上するのが、《魔ガ王イ軍ズ》の魔法である。

　術者は必ず魔王キングとなり、配下の者たちに絶えず魔法効果を付与し続ける。また魔力を供給することも可能だ。

　魔王キングが死亡、あるいは魔力が枯こ渇かつすると、当然のことながら《魔ガ王イ軍ズ》の魔法は維持することができず、魔法効果は消える。

「それでは、先に班リーダーの立候補者が《魔ガ王イ軍ズ》を魔法行使できるか判定します」

　これで魔法行使できなければ、リーダーを選んだ班員も見る目がなかったということになるのだろうな。

　それぞれ順番に《魔ガ王イ軍ズ》の魔法を行使したが、立候補した班リーダー五人の内で失敗した者はいなかった。

　正直に言えば、実戦では使い物にならぬようなレベルの代物ばかりだったが、サーシャだけはなかなか安定した魔法行使を行っていた。混こん沌とんの世代と呼ばれるだけのことはあるのだろう。

「はい、けっこうです。では、《魔ガ王イ軍ズ》の詳しい説明を行います。まず始めに──」

　エミリアが授業を再開する。

　しかし、これは俺が開発した魔法だから、知っていることばかりだ。しかも、たまに間違っていることを堂々と説明している。まあ、いちいち指摘してはきりがない。スルーしておくとしよう。

　退屈な授業にだんだんと眠気を感じ、気がつけば、俺はうつらうつらと微睡まどろんでいた。

　やがて、ぼんやりとした意識の中、授業終了の鐘が鳴る。

「ミーシャ」

　刺とげ々とげしい声が耳を撫なでる。サーシャのものだ。

「それに伝えておいてくれるかしら？」

　それ、というのは俺のことか？

「……起こす……？」

「別にいいわ」

　すぐに用件を切り出すと思ったのだが、なぜか無言が続いている。

「ねえ。それはあなたのなに？」

　一拍おいて、ミーシャが言う。

「友達」

「そ。楽しいの？」

「……ん……」

「あ、そ。ふーん。よかったわね」

　サーシャの言葉は刺とげ々とげしいのだが、どことなく嬉うれしそうにも思えた。

　仲が良いいのか悪いのかわからない、と言っていたな。ミーシャがサーシャを嫌っていないということもある。あのガラクタ人形という発言にも、なにか事情があるのか？

　まあ、姉妹といえども、喧けん嘩かぐらいはするだろうしな。

「それで用件はなんだ？」

「きゃあぁっ!!」

　驚いたようにサーシャは後ずさった。

「い……いきなり起きないでくれるかしら？　びっくりするわ」

「魔力の流れで起きているかもわからないのか、情けない奴やつだな」

　そう言うと、キッとサーシャが睨にらんでくる。

「それで、どうした？」

　サーシャはその瞳に《破滅の魔眼》を浮かべる。

　俺の見たてでは、自分の感情の変化、激しさに伴って、自然と魔眼が出てしまうのだろう。

　つまり、制御ができていない。にもかかわらず綺き麗れいな魔眼めをしているものだ。その美しさは、才能の表れであろう。

「勝負をしましょう」

　思いもよらない提案だった。

　なにせ二千年前は、俺にそんな言葉を堂々と発するような勇気のある者は、魔族にも人間にも殆ほとんどいなかったからな。

「俺と？　どんな勝負だ？」

　くつくつと俺は声を出して笑う。どんな勝負であれ、負ける気はまったくしなかった。

「エミリア先生が言ってたでしょ。一週間後に《魔ガ王イ軍ズ》の班別対抗試験をするって。負けた方が相手の言うことをなんでも聞くってことでどう？」

　なるほど。

「それは面白そうだ」

「もしもあなたが勝ったら、班リーダーを辞めて、あなたの班に入ってもいいわ」

「お前が勝ったら？」

　微笑して、サーシャは言った。

「あなたをもらうわ」

「サーシャの班に入れと？」

「いいえ。そこのお人形さんと縁を切って、わたしのものになりなさい。わたしの言うことには絶対服従、どんな些さ細さいな口答えも許さないわ」

　高慢な表情で、サーシャは妹を見下した。

「ミーシャ、覚えておきなさい。あなたのものはぜんぶわたしのもの。友達もなにもかも、あなたにはなに一つだってあげないわ。こんな面白いオモチャ、あなたにはもったいないもの」

　やれやれ。妹へのあてつけか知らないが、俺をオモチャ扱いとは、なかなか見上げた度胸だな。

「まあ、別にそれでいいぞ」

「あら？　ずいぶんあっさり承諾するのね。いいのかしら？」

「どうせ俺が勝つ」

　ムッとしたようにサーシャが睨にらんでくる。

「さっきは油断しただけだわ。一週間後、首を洗って待ってなさい」

　くるりとスカートの裾を翻ひるがえし、サーシャは去っていった。

「同じ班になったら、仲直りできるかもな」

　ミーシャに言うと、驚いたように彼女は目をぱちぱちさせた。

「だから、サーシャを誘った……？」

「余計な世話だったかもしれぬが」

　ミーシャはふるふると首を横に振り、それから薄く微笑ほほえんだ。

「ありがとう」

　ミーシャはサーシャと仲良くしたいのだろうと思ったが、当たりのようだな。

　サーシャの方は一筋縄ではいきそうになかったが、まあ、どうとでもなるか。

「気にするな。班別対抗試験、ともに頑張ろう」

　こくり、とミーシャはうなずいた。

「……がんばる……」








§13．【班別対抗試験】






　一週間後──

　二組の生徒たちは、班別対抗試験のためデルゾゲード魔王学院の裏側にある魔ま樹じゆの森へ来ていた。

　薄気味悪さの漂う木々がどこまでも広がっており、渓谷や山が見える。広大な土地は、魔法の訓練をするのに最適だろう。

「それじゃ早速ですが、二班に分かれて、班別対抗試験を始めます。最初は、サーシャ班」

　エミリアがそう口にすると、サーシャが前に出る。

「皆さんにお手本を見せてあげてください」

「わかったわ」

　ふっとサーシャが微笑した。

「じゃ、相手の班は……」

　サーシャが俺をじっと睨にらんでくる。

　そんな顔をしなくとも、逃げるわけがないだろう。

「俺がやろう」

　ミーシャと一緒に前に出た。

「では、最初はサーシャ班とアノス班による班別対抗試験を行います。結果は成績に影響しますから、手を抜かず、しっかりやってください」

　そう言って、エミリアは他の生徒をつれて森から出ていく。

　監視は使い魔や大鏡を使って行うのだろう。軍勢魔法《魔ガ王イ軍ズ》を使う班別対抗試験は、言わば模擬戦争だからな。巻き込まれてはただではすまない。

「覚悟はいいかしら？」

《破滅の魔眼》で強気にサーシャが睨にらんでくる。俺はそれを堂々と受けとめた。

「誰にものを言っている？」

「相変わらず、偉そうな奴やつだわ。ちゃんと約束は覚えてるわよね？」

「ああ」

「口約束じゃ信用できないわ」

「それはこちらも同じことだ」

　俺が《契約ゼクト》をかけようとすると、サーシャは同意せずにそれを破棄した。

「信用できないと言ったのはそっちのはずだが？」

「あなたの《契約ゼクト》じゃ、どんな契約を割りこまされるかわかったものじゃないわ」

　ふむ。俺を不適合者と侮あなどらず、しっかり深しん淵えんを見据えているようだな。

「その子にやらせなさい」

　サーシャは俺の後ろにいたミーシャに視線を向ける。

《破滅の魔眼》に睨にらまれても、彼女は動じず、じっと姉を見返した。

「……わたしでいい……？」

「ああ、別に誰がやっても問題ない」

　ミーシャは手の平をかざし、《契約ゼクト》の魔法陣を展開する。

　魔法文字で条件を記すと、サーシャはそれに調印した。両者の同意がない限りは、決して違たがえることのできない魔法契約が結ばれる。

「陣地はどちらがいいかしら？」

「好きに決めればいい。どこでも同じだ」

「そ。じゃ、東側をもらうわ」

　必然的に、俺の陣地は西側となる。

「ねえ。覚えてなさい。その傲慢な態度、後で後悔させてあげるわ」

　ぷいっと振り返り、サーシャは班員たちを引き連れて、魔ま樹じゆの森の東側へ去っていった。

「俺たちも行くか」

「ん」

　適当に歩き、森の西側に辿たどり着つく。

　そこで、しばし待機した。

「さて、そろそろといったところか」

　上空を飛ぶフクロウから、《思リ念ー通ク信ス》が送られてくる。

「それではサーシャ班、アノス班による班別対抗試験を開始します。あらゆる魔法具、魔法の使用を許可します。魔王キングが戦闘不能、あるいは《魔ガ王イ軍ズ》を維持できなくなれば決着です。試験区域は魔ま樹じゆの森全域、ここから出た生徒はギブアップと見なします。始祖の名に恥じないよう、全力で敵を叩たたきのめしてくださいっ!!」

　始祖の名に恥じぬよう、か。

　別段、俺は好き好んで敵を叩たたきのめしていたわけではないのだがな。

　神話の時代は今のように平和ではなかったし、単にそうすることで最も成果を上げられるから、そうしたまでのことだ。

　本来は平和主義者なのだが、どうもその辺りをこの時代の連中は誤解しているようだ。そもそも俺が好戦的な性格だったら、不適合者の烙らく印いんなどを押されて黙っているはずがないだろうに。

　まあ、今に始まったことではないか。

「作戦は……？」

　ミーシャが淡々と尋ねてきた。

「といっても、二人ではな」

　サーシャ班はクラスの半数、ざっと三○人はいる。

「ミーシャの意見は？」

　尋ねると、無表情で彼女は考え込む。

「……わたしのクラスは築城主ガーデイアン。《創ア造イ建リ築ス》の魔法が得意……」

　すでに《魔ガ王イ軍ズ》の魔法は使用済みだ。配下にはクラスを自由に割り振ることができるが、ミーシャは《創ア造イ建リ築ス》の魔法が得意ということで、築城主ガーデイアンにした。

　築城主ガーデイアンのクラスは城やダンジョンを建築したり、防壁や魔法障壁を構築する魔法に、正の魔法補正がかかる。《魔ガ王イ軍ズ》の術者である俺の魔力によって、更にその力を底上げすることも可能だ。

「《創ア造イ建リ築ス》で魔王城を建築する。魔王城は加護により魔王キングの能力が底上げされる。籠ろう城じようには有利」

　妥当な戦術だな。俺とミーシャの力が最大限に発揮される。

「だが、恐らくサーシャはそう来るだろうと読んでいるぞ」

「じゃ、どうする？」

　まあ、正直な話、戦術は考えるだけ無駄だ。なにをどうやったところで、俺が負けるわけがないのだからな。

　とはいえ、どうせならサーシャの慌てふためく顔が見たい。

「向こうが絶対に予想していない戦術で裏をかく」

　ミーシャは無表情でじっと俺を見返す。

「どんな？」

「魔王キングのクラスは配下に魔力を分け与える分、単独では弱くなる。魔王城を建て、加護を利用するのが定石だ」

　魔王城にいる場合に限り、魔王キングのクラスは普段よりも強い力を発揮することができる。

　もっとも、築城主ガーデイアン次第ではあるがな。

「だから、こちらの魔王城は囮おとりにして、俺が単独で向こうの魔王城に乗り込む」

「…………」

　ミーシャは表情を変えないが、驚いたように黙りこくっていた。

「どうだ？」

「……無謀……」

　はは、と俺は爽やかに笑った。

「向こうもそう思うだろう。だからこそ、裏をかける」

「……大丈夫？」

「普通ならば、こんな作戦で裏をかいたところで、魔法の集中砲火で蜂の巣にされるのがオチだろうがな。それも、戦術が有効なほど力が拮きつ抗こうしていればの話だ」

　心配しているのか、ミーシャは無表情のまま固まっている。

「不安か？」

　尋ねると、ふるふるとミーシャは首を振る。

「不安は不安……でも、アノスは強い」

　なかなかミーシャはわかっているようだな。彼女は、俺の根源を、その深しん淵えんを二つの魔眼めでしっかりと見つめている。

「囮おとりは任せたぞ」

　ミーシャはこくりとうなずく。

「気をつけて」

「ああ、手加減は得意じゃないからな」

　すると、ミーシャが目をぱちぱちさせた。

「アノスが」

「俺に？　気をつけてだと？」

　思わず訊きき返していた。

　ミーシャは小首をかしげる。

「……おかしい……？」

「いや」

　くく、と腹の底から笑いがこみ上げる。

　まさか戦闘で俺が心配されるとは思ってもみなかったな。これが友達というものか。いやいや、なかなかどうして、新鮮な感覚だ。

　しかし、存外に悪くない気分だぞ。

「ミーシャも気をつけろ」

「ん」

　手を振って、ミーシャと別れ、俺はまっすぐサーシャ班の陣地である東側の森へ向かった。

　しばらくすると、後方から大きな魔力が流れ出す。

　振り向けば、西の森の三箇所に巨大な城が建っていた。ミーシャの魔法だろう。恐らくは囮おとりのためのハリボテだろうが、この短時間であれだけ巨大な魔王城を三つも建設するとは、彼女の魔力はクラスでも群を抜いている。

　俺を除けば、の話だがな。

「さて。向こうの反応は……？」

　魔眼を働かせて、《思リ念ー通ク信ス》を傍受する。すぐに声が聞こえてきた。

「サーシャ様。敵陣に三つの城が建てられました」

「恐らく二つは罠わなね。残りの一つに、向こうの魔王キングが潜んでいるはずよ」

「一つずつ城を破壊しますか？」

「いいえ。この短時間じゃ、ミーシャでも完全な魔王城は創造できないわ。時間を稼いで、その間に堅けん牢ろうな魔王城にするつもりでしょう。その前に叩たたくわ」

「了解。ご指示をください」

「魔剣士キヤバリエ、治療士ヒーラー、治療士ヒーラー、召喚士サモナーの部隊編成で、それぞれの魔王城に向かってちょうだい」

「了解しました！」

　なるほど。魔剣士キヤバリエ、治療士ヒーラー、治療士ヒーラー、召喚士サモナーの部隊が三つか。ということは一二人がこっちの魔王城に向かっているというわけだな。

　半数以上を自分の陣地に残すとは、思ったよりも手堅い戦術をとるものだ。

　さて──

「ふむ。ようやく城を建てたか」

　予想よりも時間がかかったが、向こうの陣地に巨大な魔王城が出現している。目的地がなければ、さすがの俺も移動できないからな。

　だが、これで──と、俺は《転移ガトム》を使った。

　視界が真っ白になり、次の瞬間、目の前にサーシャ班の建てた魔王城があった。

　傍受した《思リ念ー通ク信ス》が、頭の中にうるさく響いた。

「さ、サーシャ様っ!?」

「どうかした？」

「き、魔王キングが、アノス・ヴォルディゴードがいきなりこの城の前に現れましたっ!?」

「はあっ!?　いったいどうやって……？」

「わかりません。呪術師シヤーマンが注意深く自陣の魔力の流れを見ていましたが、本当にいきなり現れましたっ!!　なにか我々の知らない魔法を使ったとしか思えませんっ!!」

　サーシャがはっと息を飲む音が聞こえた。

「……まさか……失われた魔法《転移ガトム》……？　そんなわけ……でも、それ以外に……」

　ふむ。実際に見ていないのに感づくとは、頭は柔軟なようだな。

「いいわ。どのみち、魔王キングが単独で乗り込んでくるなんて、殺してくれって言ってるようなものだもの。裏をかいたつもりかもしれないけど、ただの無謀と戦術をはき違えていることを教えてあげなさいっ！」

「それはどうかな？」

《思リ念ー通ク信ス》に割り込むと、サーシャ班は慌てふためいた。

「な……どういうことだ？　なぜ《思リ念ー通ク信ス》に奴やつの声が聞こえているっ!?」

「わ、わかりません。魔法陣にもなんの問題もなく、聞こえるはずがありませんっ！」

「だが、実際に聞こえているだろうっ!!　早く原因を解析しろっ!!　《思リ念ー通ク信ス》が傍受されている可能性があるぞっ!!」

　やれやれ。騒がしいことだな。

「原因は組み立てた魔法術式だ。魔法陣の再現率八九％というのは、全体的に低次元すぎて、傍受しろと言っているようなものだったぞ」

「馬鹿な……再現率八九％なら、国家レベルの秘匿通信だぞっ！　それが傍受できるだとっ!?」

　魔法陣には魔法を使うための魔法術式が組み込まれており、それには理論術式と実効術式が存在する。理論術式はその魔法を使うために最適化された魔法術式なのだが、いざ実践となれば、なかなかこの理論魔法陣をそのまま再現することは難しい。使い手や環境に従い、劣化してしまうのだ。それが実効術式と呼ばれるものである。理論術式の何割ぐらいの効力があるのかを示す値が再現率、あるいは実効値という場合もある。

　この時代では、理論術式、実効術式、どちらの意味でも魔法術式が低次元だ。もっとも理論術式の方は一朝一夕では理解できぬだろうから指摘しないが。

「奴やつの言葉に騙だまされるなっ！　なにか他に原因があるはずだっ！」

　丁寧に教えてやったというのに、信じぬとはな。

「問題ないわ」

　サーシャの一声で、配下の者たちは冷静さを取り戻した。

　まあまあのカリスマと言えよう。

「いくら《思リ念ー通ク信ス》が傍受されても、向こうは魔王キング単独だもの。築城主ガーデイアン七人がかりで創造したこの魔王城を、第一層すら突破できるはずがないわ」

　築城主ガーデイアンが七人か。なかなか堅けん牢ろうな作りなのだろうな。城の中にはいくつもの異界、いくつものトラップ、そして魔王キングを強化するため、いくつもの加護が備わっているだろう。

　しかし──

「ずいぶんと軽そうな城だな」

　俺はまっすぐ魔王城へ歩いていき、その壁に手をやる。

「無駄よ。反魔法も多重にかけられているわ」

「魔法ばかりを警戒するとは、戦闘というものをわかっていない」

　ぐっと壁に爪を立てる。俺の指が城にめり込んだ。

「覚えておけ。城とはもっと重く作るものだ」

　ガ、ガガガ、ドオオォォォッと魔王城が地面から抜けていく。

「な、なにが起きているのっ!?　呪術師シヤーマンっ？」

「し、信じられませんっ。奴やつは……アノス・ヴォルディゴードはこの城を持ち上げようとしていますっ!!」

「な……そ、そんなことができるわけが……!!」

　魔王城が地面から完全に抜け、俺はそれを片手で持ち上げていた。

「……噓うそ……。加護も受けていない魔王キングにどうしてこんな力が……どうやって……？」

「確かに《魔ガ王イ軍ズ》を使えば、その力をクラスに左右される。だが、言っておくが、そもそも俺とお前らとでは地力が違うぞ」

　ゆっくりと体を回転させる。持ち上げた魔王城はそれに伴い、ゆらりと回る。

　次第に遠心力がついていき、魔王城はどんどんと高速で振り回されていく。

「きゃ、きゃああああああああああああああああああぁぁぁぁぁっ!!」

「ば、化け物かぁっ！　城を持ち上げただけじゃなく、振り回しているだとっ!?」

「や、やめろぉぉっ！　なにをする気だっ、やめろぉぉぉぉっ!!」

　ふむ。これしきで情けのない。

　反魔法は十全に練っていたが、物理は無警戒だったようだな。

　そもそもこの時代の連中は、平和になれすぎて体の鍛え方がなっていない。術式だのなんだのを練る前に、強い魔法を使うには、まず体力が必要なのだ。

「そら、うまく受け身をとれ。でないと、死ぬぞ」

　遠心力をつけた魔王城を俺は思いきり投げ捨てる。風を切りぶっ飛んでいく巨大な魔王城は、ズガアアアアアアアァァァァァンッと地面に叩たたきつけられた。








§14．【桁違いの魔力】






「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁっっっ[image: ]」

　傍受した《思リ念ー通ク信ス》から、サーシャの悲鳴が聞こえてくる。

　ふむ。少々、手加減がすぎたか。思ったよりはまだ余裕がありそうだな。地面に叩たたきつけてやった魔王城も半壊止まりといったところか。

　まあ、いいだろう。まだ戦えるダメージとはいえ、どう出る？

　魔王城へ向かい、俺がゆるりと歩いていくと、《思リ念ー通ク信ス》を通して決意したような声が聞こえてきた。

「……《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》を使うわ」

　ほう。面白いことを言ったな。

「し、しかし、サーシャ様。《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》は魔王城の加護と、魔メ導イ士ジ隊の魔力を結集しても、成功率は二割もありませんっ！」

「それに失敗すれば、今の状態の魔王城は確実に崩壊しますっ！」

「怖おじ気けづいている場合じゃないわっ！　敵の力を認めなさい。いくら雑種、いくら不適合者と言えども、アノスは城を投げるような化け物よ！　生半可な魔法で撃退できると思って？」

　サーシャの指摘に、弱音を吐いていた班員どもが押し黙る。

　やはり、なかなかのカリスマだ。まだまだ未熟ではあるが、敵にしておくには惜しいな。

「炎属性最上級魔法《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》でもなければ、アノス・ヴォルディゴードは倒せない。そうでしょ？」

　班員どもの声はない。だが、《思リ念ー通ク信ス》から伝わる魔力の微細な流れが、俺に彼らの決意を教えてくれる。

「向こうは一人、こっちは二○人もいるのよっ！　これで負けたら、恥もいいところだわ。死力を尽くして臨みなさい。あなたたちの生涯最高の魔法を、皇族の誇りをあの雑種に見せつけてあげなさいっ！」

　その叱しつ咤たに、班員たちは声をあげた。

「「「了解っ!!」」」

　その瞬間、魔王城に魔力の粒子が立ち上る。立体魔法陣だ。魔王城そのものを巨大な魔法陣と化し、大魔法を行使するつもりなのだろう。

　築城主ガーデイアン七人が発動困難な立体魔法陣を構築、維持し、魔メ導イ士ジ一○人がそこにありったけの魔力を注そそぎ込こむ。残り二人の呪術師シヤーマンは照準を制御する役割を担になっている。

　肝心要の大魔法の術式を組んでいるのは、サーシャ・ネクロン。破滅の魔女と呼ばれるだけのことはあり、その才能は希け有うなものがある。仲間の力を借りたとはいえ、これだけ大がかりな魔法を展開するのは決して簡単なことではない。

　リスクをバネに膨大な力を得られる起源魔法などと違い、炎属性最上級魔法《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》は純粋に魔法技術の研けん鑽さんがあってこそ成せる技だ。

　サーシャ一人の魔力では到底不可能。つまり、《魔ガ王イ軍ズ》を教わった後、約一週間の間に修練を積み、実戦で魔法行使が可能なレベルまで練り上げてきたのだろう。

「覚悟はいい？　みんなの力、みんなの心、わたしに預けて」

「はい」

「信じています、サーシャ様」

「俺のありったけの魔力を使ってください」

「勝ちましょう……」

「俺たち、皇族の力を」

　二○人の意志が、魔力が一点に集中する。

　これが、《魔ガ王イ軍ズ》の真骨頂だ。それぞれのクラス特性を生かし、発動する集団魔法は各おの々おのの魔力を足し、一○倍以上に引き上げる。格上の相手にさえ、一いつ矢し報いることができるであろう。

　しん、と空気が張りつめた。

　次の瞬間、サーシャは声を上げた。

「行くわよぉぉっ!!　《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》っっっ[image: ]」

　魔王城の正面に砲門のような魔法陣が浮かび上がり、そこに魔力が集中する。極限まで溜ためられた魔力が一気に爆発するように、それは黒い太陽と化し、彗すい星せいのように俺めがけて降り注いだ。

　ふむ。成功率二割と言っていたが、この土ど壇たん場ばでここまで完璧な《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》を放つとはな。

「見事だ。褒ほう美びをくれてやろう」

　襲いくる《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》に向かって俺は手をかざす。魔法陣が浮かび上がり、そこに小さな赤い炎が現れた。

　思えば、この時代で攻撃魔法らしい攻撃魔法を使うのは初めてだな。

「行け」

　俺が放った小さな炎は、《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》に衝突する。次の瞬間、漆黒の太陽に穴が空き、それがみるみる炎に包まれ、飲まれていった。

　一瞬の出来事だ。巨大な《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》が跡形もなく燃やし尽くされていた。

「……噓うそ……《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》が相そう殺さいされた……」

「さ、サーシャ様っ！　相そう殺さいではありませんっ！　向こうの《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》はまだ……!!」

　俺の放った火炎はそのまま魔王城へ突っ込んでいき、そして弾はじけた。

　城が炎に包まれ、焼け落ちる。壁や天井が崩れ、ガラガラとけたたましい音を立てながら、瞬またたく間まに崩壊していった。

　間一髪、《飛行フレス》の魔法で城から脱出したサーシャと、魔メ導イ士ジ二人は、もう魔力が底をついたか、ふらふらと俺の目の前に不時着した。

「……まさか、たった一人で《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》を使えるなんてね……」

　ふむ。神話の時代では、《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》は一人で使うのが当然だったのだが、そこは指摘しても仕方あるまい。

　今、言うべきことは一つだ。

「術式をちゃんと見ておくんだったな。俺が使ったのは《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》ではないぞ」

「……え……？」

　驚いたようにサーシャが目を丸くする。

「だけど、《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》より上の炎属性魔法なんてないはずだわ……」

　続けて、魔メ導イ士ジが言った。

「まさか……き、起源魔法かっ!?　皇族のみに伝わる命懸けで行使する禁呪、確かにあれなら、《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》に対抗することもできるっ!?」

　やれやれ、まるでわかっていない。

「残念だが、今のは起源魔法でもない」

　サーシャたちはじっと俺を見つめている。

「《火炎グレガ》だ」

「な……グレ……ガって……？」

　炎属性魔法は、威力が強力な順に挙げれば、《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》、《灼グ熱リ炎ア黒ド》、《魔炎グレスデ》、《大グ熱ス火ガ炎ム》、そして──《火炎グレガ》だ。

「……そんな……炎属性の最低位魔法で……俺たちの……サーシャ様の《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》を焼き尽くし、魔王城を炎上させたというのか……!?」

　絶望的な声が上がる。

「あ、ありえない！　そんなことはありえないぞ……！　なにか秘密があるはずだ……《火炎グレガ》を進化させた秘密が……」

　ふむ。隠すほどのことではない。教えてやるとしよう。

「秘密は、魔力の差だ。俺とお前たち二○人の魔力にそれだけの差があるというだけのことだ」

　魔メ導イ士ジはガツンと頭に衝撃を受けたような顔をした。

「な……ん……だと……？」

「そんなことが……」

「別におかしな話ではないだろう。魔力に差があることによって、《魔炎グレスデ》と《大グ熱ス火ガ炎ム》が拮きつ抗こうするところぐらいは見たことがあるはずだ。その魔力の差がとんでもなく大きく開けば、こういうこともあるというわけだ」

　そう言って一歩足を踏み出すと、魔メ導イ士ジたちはびくっと体を震わせた。

　絶望に打ちひしがれ、すっかり戦意を喪失した彼らは放っておき、俺はサーシャのそばまで歩いていく。

「……桁違いだ……化け物め……」

　背中から、そんな呟つぶやきが聞こえた。

「約束は覚えているか？」

　そうサーシャに話しかける。

「…………」

　ぐっと唇を嚙かみ、サーシャは屈辱に染まった表情を浮かべた。

「どうして殺さなかったの？」

　そう言われてもな。なにも戦争しているわけではないのだ。たかだか授業で殺す必要もないし、大体生き返らせるのが面倒ではないか。

　とはいえ、そんなことを言っても締まらぬしな。

「お前は見込みがある。殺すのは惜しい」

　そう言って、サーシャに手を差し出す。

「俺の配下に加われ」

　サーシャはしばらく考えた後、怖おず怖おずと俺の手を取ろうとし、寸前でキッと睨にらんだ。

　彼女はその《破滅の魔眼》を全力で叩たたきつけてきた。

「死になさいっ!!」

「断る」

　サーシャの《破滅の魔眼》を、俺は真っ向から見返す。

「だったら、殺しなさいっ！」

「断る」

　サーシャに差し出した手を更に突き出す。

「強情な奴やつだな。いいから、俺の配下に加われ」

「……こんな屈辱、絶対に忘れないわ。いつか強くなって、そうしたら、きっとあなたを殺すわよ……」

　ふっと俺は笑った。

「言っておくが、サーシャ。殺したぐらいで死ぬなら、俺は二千年前にとうに死んでいるぞ」

　サーシャは呆あつ気けにとられたような顔になった。

　そうして、どこか諦めたように言った。

「変な雑種だわ……」

　はあ、と彼女はため息をつく。

「……いいわ。今のわたしじゃ、あなたに敵かないそうもないし、かといって、《契約ゼクト》には逆らえないものね」

　そう言い訳をしてから、サーシャは俺の手にちょこんと指先を置いた。

「でも、覚えていてちょうだい。これは契約。あなたに心まで売った覚えはないわ」

「ああ。よろしくな」

　そう笑いかけると、サーシャは目を丸くした。

「ねえ。もう一つ聞くわ」

「なんだ？」

「わたしを誘ったのは、あの子のため？」

「まあ、そうだな。ミーシャがお前と仲良くしたそうにしていた」

「そ。ふーん」

　興味がなさそうに彼女は俺から手を放した。

「ああ、それともう一つ」

「なによ？」

「お前の魔眼めが綺き麗れいだった」

　途端に、サーシャの顔が真っ赤に染まった。

　彼女は逃げるようにくるりと身を翻ひるがえす。

「言っておくが、本当だぞ。そんな綺き麗れいな魔眼は見たことがない」

　神話の時代においても、ここまで静せい謐ひつで穢けがれのない魔眼めの持ち主はいなかった。俺の魔眼めが確かなら、彼女は相当な魔力の才能を秘めているだろう。

　まあ、今はまだ未熟にもほどがあるがな。

「聞いているのか？」

　そっぽを向いたままのサーシャにそう言うと、彼女はまたこっちを向いた。

「……聞こえないわよ、馬鹿……！」

　俺に褒められて照れたのか、弱々しく言うばかりだった。








§15．【ネクロンの姉妹】






　今日の授業はつつがなく終わった。

　眠たいだけの魔法概念や魔法技術の説明と違い、班別対抗試験は軽い運動になっていい。

　しかし、この一週間、デルゾゲードへ通い続けているが、人間の襲撃も、精霊の悪戯いたずらも、神々の陰謀さえ、まるで兆候がない。

　いざとなれば、俺がディルヘイドを守らなければと一応の警戒はしていたのだが、これでは拍子抜けもいいところだ。まあ、これだけ弱くなった魔族が今日まで繁栄してこられたのだ。俺が動くまでもないのだろう。

　まさか魔族の国にこれだけの平穏が訪れるとはな。平和というのは退屈ではあるが、しかし、悪いものではない。まだそれほどの実感はないがな。

「というか──」

　デルゾゲード魔王学院の門を出たところで、後ろを歩いていたサーシャが不服を訴えた。

「どうして、わたしがあなたたちと一緒に帰らなければならないのよ？」

　ミーシャは目をぱちぱちとさせ、小首をかしげる。

「同じ班になったからには親睦を深めようと思ってな」

「あなたの配下には入ったけれど、友人になると言った覚えはないわ」

「まあ、嫌なら帰っていいぞ」

「そ。じゃ、帰るわ。ごきげんよう」

　くるりと踵きびすを返かえし、サーシャは俺たちとは別方向へ歩いていく。

「…………」

　その背中をミーシャはじっと見つめている。

　無表情ではあるものの、恐らく寂しいのだろう。

　仕方のない。

「班別対抗試験で、俺がお前の城の前に急に現れただろ」

　ピタリ、とサーシャは足を止めた。

「なんの魔法を使ったか、見せてやろうか？」

　ツインテールをふわりと揺らし、サーシャは振り返った。

「《契約ゼクト》を使うわよ」

　やはり、興きよう味み津しん々しんのようだな。

「好きにすればいい」

　サーシャが使った《契約ゼクト》の魔法に俺は調印する。

「そら」

　と、俺はサーシャに手を差し出す。

「なによ……？」

「見せると言っただろう。どうせなら体感した方が早い」

「だからって、どうしてわたしがあなたと手をつながなければいけないの？」

「さっきは素直につないだだろ」

　すると、サーシャは顔を真っ赤にして言った。

「あ、あれは、そういう場面だっただけでしょ。これだから、雑種は……」

　ぶつぶつとよくわからぬ言い訳をする。

「どちらでもいいが、手をつながなければ見せられないぞ」

「…………」

　渋々といった風にサーシャは俺と手をつなぐ。

「ミーシャ」

「ん……」

　反対の手をミーシャとつなぐ。

「ミーシャとサーシャも手をつないでくれ」

「はあっ!?　どうしてよ？」

　ころころと忙せわしなく表情が変わる奴やつだな。

「見せてほしくないのなら別にいいが、お前が見ないのも契約に背くぞ」

　サーシャは大人しくなって、ミーシャに手を差し出した。

「はい、どうぞ」

「…………」

　ミーシャが怖おず怖おずとサーシャと手をつなぐ。

「もっとしっかり握ることだ」

「こうかしら？」

　サーシャはぎゅっと俺の手を握る。

　ミーシャも俺としっかり手をつないでいるが、サーシャとは手を触れている程度だ。

「もう。ほら、もっとちゃんとつなぎなさいよ。これじゃ、魔法が使えないわ」

　サーシャはミーシャの手をぎゅっと握る。

「……ん……」

　ミーシャもその手を握り返した。
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　心なしか、いつも無表情な彼女の顔が、嬉うれしそうに綻んでいるような気がした。

　よかったな、と思っていたら、ミーシャが目でありがとうと訴えてきた。

　気にするな、と笑ってやる。

「ねえ。あなたたち、なに目で会話してるのよ？」

　じとー、とサーシャが睨にらんできた。

「なんだ？　まざりたいのか？」

　サーシャに目を合わせてやる。すると、かーっと彼女の顔が赤くなった。

「ふむ。さてはサーシャ、お前、《破滅の魔眼》のせいで人と目を合わせるのに慣れていないな」

「な……そ、そんなわけ……ないわ……」

　語尾は今にも消え入りそうだった。

　図星か。《破滅の魔眼》の制御が不安定なら、無理もない話だがな。迂う闊かつに目を合わせれば、うっかり殺してしまうかもしれぬ。

「いいからっ、さっさと例の魔法を使いなさいよ」

「わかったわかった。そううるさくするな」

《転移ガトム》の魔法を使う。視界が真っ白に染まり、次の瞬間、目の前には俺の家、鍛冶・鑑定屋『太陽の風』があった。

「……やっぱり、失われた魔法《転移ガトム》……空間と空間をつなげている……間違いないわ……」

　サーシャはぶつぶつと呟つぶやき、魔力の残ざん滓しから魔法を解析しようとしている。

　まあ、さすがに無理だろうが。

「ここが俺の家だ。ついでに寄ってくか？」

「そんなことよりっ、今の魔法、《転移ガトム》でしょ？　雑種のくせに、こんな失われた魔法の術式をどこで習ったの？　教えなさいよっ！」

　余程興味があるのか、サーシャがぐいぐいと俺に詰め寄ってくる。

「知りたければ、俺の家で遊んでいくんだな」

「……どうしてわたしが雑種の家なんかに……」

「遠慮するな」

　キッとサーシャが俺を睨にらむ。瞳には魔法陣が浮かんだ。

「してないわっ！」

「そうか、帰るのか。じゃあな、また明日」

　サーシャに背を向け、ミーシャに言った。

「ミーシャは寄ってくだろ？」

「ん」

「行こう。今日は失われた魔法の話でもするか」

　これみよがしにそう言って、家のドアに手をかける。

「ま、待ちなさいよっ！」

「ん？」

　俺が振り向くと、気まずそうにサーシャは呟つぶやいた。

「……わ、わたしも……」

　そこまで言い、彼女はバツが悪そうに俯うつむく。

「なんだ？」

「……だから、い、行っていい……かしら……？」

　弱々しい語尾に、思わず俺は笑った。

「ああ」

　サーシャはほっと胸を撫なで下おろす。

「遊びたかったのだな」

「違うわよ！　いい？　わたしの目的は《転移ガトム》。それだけだわっ！　邪推はやめてくれるかしら」

　実際そうなのだろうが、ここまでムキになって否定するということは、意外と遊びたいと思っていたのかもしれぬな。まあ、つつかないでおくか。意地を張って来なくなってはミーシャが落ち込む。

　俺がドアを開けると、カランカランと音が鳴る。

　店番をしていた母さんがこちらに気がつき、小走りに寄ってきた。

「おかえりなさい、アノスちゃん。今日の班別対抗試験、どうだった？」

　母さんは緊張した面持ちで訊きいてくる。

「勝ったよ」

　途端に、母さんはキラキラした笑みを顔に貼りつけて、俺にぎゅーっと抱きついてきた。

「すごいわっ、アノスちゃんっ！　天才っ！　まだ一ヶ月なのに、大きいお友達に勝っちゃうなんて、すごすぎるよっ！　今夜はご馳ち走そうにするわねっ！」

　これでもかというほど頰ずりされ、俺としたことが戸惑ってしまう。

「お、おう……」

　相も変わらず母さんの勢いはすごい。

「ああ、それと、また客人をつれてきたのだが……？」

「あら？　またミーシャちゃん？　もう。アノスちゃんたちってラブラブなんだからぁ」

　がしがしと母さんが肘で脇腹をつついてくる。

　それから、俺の後ろにいたミーシャに言った。

「いらっしゃい、ミーシャちゃん……と、あれ？」

　予想外にも二人いたので、母さんの頭には疑問が浮かんでいるようだ。

「初めまして、お母様。わたしはサーシャ・ネクロン。以後お見知りおきを」

　サーシャがスカートの裾を持ち上げ、優雅にお辞儀をする。

　ふむ。礼儀正しいことだな。母さんもサーシャの言う雑種だろうに、魔王学院の生徒でなければ差別する理由もないということか。

「……お義か母あ様さまって……そんな……!?」

　母さんはなにやら衝撃を受けているようだ。

「あ、アノスちゃんが……アノスちゃんが……」

　母さんが顔色を真っ青にして叫んだ。

「アノスちゃんが、二人目のお嫁さんをつれてきちゃったよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっっっ[image: ]」

　母さんのあまりの取り乱しように、サーシャもただ呆ぼう然ぜんと見るばかりだ。

「ええと……どういうことかしら？」

「あのね、あのね、サーシャちゃん、落ちついて聞いてくれる？」

　サーシャの両肩をがしっとつかみ、母さんは切実な表情で訴える。

「大丈夫。わたしは落ちついてるわ」

　サーシャは母さんの方が落ちついていないと言いたげだ。

　そんな彼女に、まるで言い聞かせるような言葉がかけられた。

「アノスちゃんはまだ一ヶ月だから、なにも知らないの。悪気はなかったのよ。でもね、もうミーシャちゃんっていうお嫁さんがいるのよ」

　一瞬動揺したか、僅かな間があった。その後に、彼女は言った。

「ふーん。そ。でも、わたしには関係ないわ」

　冷静な返事だな。

　これならさすがの母さんも我に返るだろう。

「関係ないって……関係ないって……愛人でも良いってことぉぉっ！　アノスちゃんってば、アノスちゃんってば、どうしてそんなにモテモテなのぉぉっ!?」

　さすが母さん、斜め上の返しには定評がある。

「ちょっと待ってくれるかしら。そんなわけないでしょ」

「ええぇぇぇぇっ、じゃ、略奪愛狙いってことぉぉっ!?」

「…………」

　サーシャは困ったように俺の方を見る。

　面白いからもう少し放置してみよう。

「だから、その、ミーシャの姓を知ってるかしら？」

「ネクロンよね？」

「わたしは、サーシャ・ネクロン」

「あ、じゃあ……」

　母さんははっとした。

「そ。姉妹だから、たまたま知り合っただけで──」

「姉妹でアノスちゃんを奪い合っちゃってるんだぁぁぁぁぁっ!!　どうしよう？　どうしようーっ!?　アノスちゃんが男前すぎて、仲良し姉妹の絆きずなを引き裂いちゃうよぉぉぉっ!!」

　そのとき、バタンとドアが開き、また面倒な男がやってきた。

　俺の父だ。

「アノスッ。父さんはな、父さんは昔これでもけっこうやんちゃだったんだ。剣術なんか使ったりしてな。ははっ」

　ふむ。父さんも初しよっ端ぱなから全開だな。いったい全体、なぜいきなり、昔話を始めているのだ？

「だから、お前の気持ちはよくわかる。男の子だから多少のやんちゃはするだろうし、父さん、大抵のことは理解してやれるつもりだった。でもな」

　父さんは真剣そのものの表情で言った。

「お前、二人なんて、そんな羨ましい！」

　ふむ。父よ。本音が駄々漏れではないか。

　俺たち親子に呆あきれたような視線を注ぎ、はあ、とサーシャはため息をついた。

「ちょっと、アノス。責任取りなさい」

「結婚すればいいのか？」

　サーシャの顔が真っ赤になった。

「そ、そんなわけないでしょうが、馬鹿なのっ!!」

　騒がしい奴やつだな。

「ちょっと、ミーシャ。あなたもなにか言いなさいよ」

　ミーシャは考え、そして言った。

「……サーシャはアノスが好き……？」

「馬鹿なのっ!!」

　ふむ。ガラクタ人形だのなんだのと言っていたわりに、なかなかどうして、仲は悪くないようだな。








§16．【最初で最後の──】






　班別対抗試験に勝ったお祝いということで、母さんが腕によりをかけてご馳ち走そうを作ってくれた。

　いつもの食卓に二人も増えるというのはなかなか賑にぎやかで悪くない。もっとも、騒がしくなるのは主に俺の両親ではあるのだが。

　サーシャは負けたのに祝勝会に参加するのは腑ふに落ちないなどとぼやいていたが、母さんの手料理を口にした途端に黙り込んだ。

　やはり、この時代においても母さんの手料理はかなり美お味いしい部類のようだ。

「それでそれで？　アノスちゃんはなんて言ってサーシャちゃんを班に誘ったの？」

　結局、母さんの誤解を解くのは難しく、ミーシャのときと同じようにサーシャは質問責めに合っていた。

「別に普通だわ。俺の配下になれって、それだけ」

「いやあああああああぁぁぁぁぁぁぁっ!!　配下になれっ？　配下になれって、なにそれなにそれっ？　そんな不器用な男っぷりを見せつけられたら、女の子はイチコロなんだよぉぉっ!!」

　母さんの黄色い悲鳴を聞き、サーシャは手に負えないといった表情を浮かべている。

「理由は？　アノスちゃんがサーシャちゃんを誘った理由ってなにっ？」

「……別にないわ。ただ戦力になるからでしょ」

「あ、なあに？　今の間、怪しいぞー。ミーシャちゃん、どうなの？」

　ミーシャはもぐもぐと野菜サラダを飲み込んだ後、淡々と言った。

「……お前の魔眼めが綺き麗れいだった……？」

「そっ、そんな殺し文句言っちゃったら、絶対惚ほれちゃうよぉぉぉぉぉぉぉぉぉっっっ!!　もうっ、アノスちゃんの天然ジゴロォッ。不器用からのギャップすごすぎ。このこのぉ」

　そういえば、ミーシャも《思リ念ー通ク信ス》で聞いていたか。まあ、《魔ガ王イ軍ズ》を使う際の定石だからな。意識せず、自然と使っていた。

「もう、ミーシャ。余計なことを言わないでくれるかしら？」

「だめだった？」

　訊きき返され、サーシャははっとしたように顔を背ける。

「別に」

　ふむ。喧けん嘩かをしていたのに、うっかり口を利きいてしまったといった表情だが、そんな二人の様子を母さんは完全に誤解し、ハラハラしたような様子で見守っている。

　そうかと思えば、父さんがさりげなく俺に視線を飛ばし、達観したような顔でうんうんとうなずいてくる。もはや、お前に教えることはなにもないと言わんばかりだ。

　やれやれ。ミーシャのときも、落ちついてから説明しようと思ったのだが、特に嫁ではないことを伝えようとすると別れてしまったのだの、なんだのと、母さんは泣きそうな顔になるので質たちが悪いのだ。まあ、折を見て説明することにしよう。

　誤解していたところで死ぬわけでもないしな。

　そんなこんなで賑にぎやかな食事の時間はあっという間に過ぎ去り、サーシャたちを送っていくことになった。

　工房にいた父さんと少し話をした後、店へ戻ってくると、帰り支度をしたサーシャとミーシャが二人並んで立っていた。

「…………」

「…………」

　無言である。ミーシャは元々口数が多い方ではないからわかるが、サーシャは黙っていられない性格だろうに。なにも喋しやべらないというのは違和感があった。

　ガラクタ人形などと口にしていたから最初は仲が悪いのかとも思ったが、時折、見せるサーシャの態度は必ずしもそうではないような気がした。

　まあ、ゼペスとリオルグの件もあることだ。俺にはなんともわかりかねる話ではある。ただ、なにか事情があるのかもしれぬな。

　もう少し待ってみようと思い、物陰から二人の様子を窺うかがった。

　十数分ほどは無言が続いた。しかし、そのうちに我慢できなくなったか、サーシャがぼそっと呟つぶやいた。

「遅いわ」

「……ん……」

　しばらく、また無言が続く。

「ねえ」

「ん」

「……今日は珍しく話したわね」

「ん」

「ミーシャは、あれが好きなの？」

「……あれ……？」

「だから……アノスよ」

　しばらくミーシャは考える。

「……好き……」

「ふ、ふーん。どこがいいの？」

「優しい」

「どこがよ？　班別対抗試験では悪魔みたいだったわ」

　かなり優しくした方なのだがな。

「……敵には厳しい……」

「そ。一貫性のない奴やつだわ」

　またしばらく無言が続く。

「……サーシャは……？」

「なにがよ？」

「アノスが好き？」

「はぁっ!?　そんなわけないでしょ。ありえないわ」

　顔を真っ赤にしてサーシャは全力で否定した。

「……そう……」

「そうよ」

　ミーシャは、サーシャの目をじっと見る。

　興奮したからか、彼女の瞳には《破滅の魔眼》が浮かんでいた。

「でも……」

　サーシャが小さく呟つぶやく。

「……わたしの目をまっすぐ見られるのはアノスぐらいだわ……」

　独り言のように、彼女は言った。

「……ん……」

「ほんと、頭おかしいわ。わたしの魔眼が綺き麗れいなんてね。視界に映る物を勝手に壊そうとする呪いの魔眼なのに。だけど──」

　一旦言葉を切り、またサーシャは口を開いた。

「同じ魔眼を持っている人に、初めて会ったわ」

　ほんの少しだけ、彼女は微笑ほほえむ。

「それだけ」

「……わかった……」

　サーシャはじっとミーシャを見つめる。

　ミーシャも目を逸そらそうとはしなかった。

「そういえば、ミーシャも同じだったわね」

「同じ……？」

「わたしの魔眼めをまっすぐ見られるわ」

　こくりとミーシャはうなずく。

　彼女の魔眼も強い。サーシャの《破滅の魔眼》に対して、抵抗力があるのだ。

「覚えてる？　小さい頃、わたしはこの魔眼めを制御できなくて、なにも壊さないように、魔法で作った牢ろう獄ごくに閉じ込められてた」

「……覚えてる……」

　サーシャは俯うつむき、思い出すように言った。

「誰もわたしの視界に入ろうとしない中、ミーシャだけがわたしのそばにいてくれた」

「一緒に練習した」

　懐なつかしむようにサーシャは笑う。

「そうね。おかげで、目を合わせさえしなければ、うっかり誰かを傷つけることもなくなったわ」

「サーシャはがんばった」

　言葉はなく、サーシャはただうなずいた。

「ねえ。さっき、懐なつかしかったわ」

「……手……？」

「そ」

「わたしも」

　恐る恐るといった風に、サーシャは言う。

「また、いい？」

「ん」

　二人は手をつなぐ。

「昔はいつもこうしてたわ。わたしが牢ろう獄ごくの外に出られなくて、泣いているとき、ミーシャが手をつないで、笑いかけてくれた」

　ミーシャがうなずく。

「ほんと、どっちがお姉さんだかわからないわ」

「サーシャがお姉ちゃん」

　それを聞き、サーシャは苦笑する。

「ミーシャ。一度しか言わないわ」

　こくり、とミーシャはうなずく。

「……ごめんね……許してくれる……？」

　ふるふるとミーシャは首を横に振った。

「怒ってない」

　驚いたようにサーシャは目を丸くする。

「そう」

「……ん……」

　二人は見つめ合い、ぎゅっと互いの手を握り締めた。

　ふむ。いったいどんな事情があったのかまるでわからぬが、どうやら仲直りはできたようだな。むしろ、喧けん嘩かをしていたのが、謎すぎるぐらいではある。

　まあ、血気盛んな年頃だ。くだらない理由で争うこともあるだろう。

　俺は二人に声をかけた。

「悪いな、待たせて。送るぞ」

「いいわ。歩いて帰る」

　ミーシャを見ると、彼女もこくりとうなずいた。

「わざわざ時間をかけて歩くのか。奇特な奴やつらだな」

「いいでしょ、別に。じゃ、ごきげんよう」

　二人は手をつないだまま、家を出ていき、そのままなにを話すでもなく、並んで歩いていく。

「で、なんでついてきてるの？」

「送っていくと言っただろう。一度口にした言葉は守る」

「それって《転移ガトム》の話でしょ。歩きよ？」

「たまには無駄を楽しむのも一興だ」

「ふーん」

　サーシャが変わった奴やつだと言わんばかりの視線を向けてくるが、俺はそれを軽く受け流しておいた。

　しかし、結局、《転移ガトム》のことはなにも説明しなかったが、サーシャの頭からはすっかり抜け落ちているようだ。

　たぶん母さんのインパクトが強すぎたのだろう。

「そういえば知ってるかしら？」

「当然だ」

　そう口にすると、《破滅の魔眼》で白けた視線を向けられる。

　まったく物騒な奴やつだ。俺でなければ、良くて意識を失っているぞ。

「あのね。まだなにも言ってないわ」

「俺が知らぬことなどあるはずがない」

「そ。じゃ、知ってると思うけど、今年は魔王が転生する年でしょ。だから、明日の大だい魔ま法ほう教きよう練れんの講師は、七魔皇老のアイヴィス・ネクロンなんだって」

「ふむ。そうなのか。知らなかった」

「だったら、初めからそう言いなさいよっ！」

「そう興奮するな。ただの冗談だ」

　しかし、七魔皇老か。気になっていた単語の一つだ。

「サーシャ。その七魔皇老というのはなんだ？」

「呆あきれたわ。あなた、知らないことなどないって言っておきながら、七魔皇老も知らないの？　さすが不適合者ね」

「それで、なんなのだ？」

「二千年前、魔王の始祖は自らの血を使い、七人の配下を生み出したわ。始祖の血を引く最初の魔王族を」

「それなら知っている」

　なにせ俺がやったのだからな。

「じゃ、もうわかったようなものじゃない。その七人の配下を、七魔皇老って呼ぶのよ」

「なに……？」

　なんだ、あいつらが七魔皇老か。そういえば、生み出したはいいものの、名前をつけていなかったな。壁やら転生やらのゴタゴタがあったから、その余裕もなかった。

「七魔皇老はデルゾゲード魔王学院で、次代の魔皇の育成を始めたわ。いつか始祖が転生するから、そのときのためにっていうのもあったみたいね」

「なるほど」

　ならば、七魔皇老に会えば、俺が始祖だということは簡単にわかりそうだな。

　しかし、少し妙だな。あいつらは仮にも神話の時代に生まれた魔族だ。それにしてはデルゾゲード魔王学院の運営は杜ず撰さんすぎる。

　なにより、俺のことを知っているはずだ。ならば、なぜ俺が不適合者になったのか？

　魔族が血統主義に陥り、無能になってしまったからだと思っていたが、もしかすれば、他の理由があるのかもしれぬな。

　しばし、そのことをぼんやりと考えながら、ミーシャたちの隣を歩いていく。

　やがて──

「……アノス……アノスッ……？」

　気がつけば、サーシャが俺を呼んでいた。

「どうした？」

「どうしたじゃないわ。着いたの。わたしたちの家」

　目の前には門があり、その奧おくには立派な豪邸が見えた。

「七魔皇老の話をしてから、ずっと黙り込んでたけど、どうしたの？」

「いや、なんでもない」

「そ。じゃ、わざわざありがとね。ごきげんよう」

　くるりと踵きびすを返かえし、サーシャは去っていく。

「さよなら」

「また明日な」

「ん」

　ミーシャも門の奧おくの豪邸へ向かった。

　しかし、不適合者について考えたはいいものの、情報が足りなさすぎるな。いくつか可能性はあるが、どれも推論にすぎない。

　まあ、明日、七魔皇老の一人に会えば、それも少しはわかるだろう。特段、急ぐことでもない。ゆるりと待つとしよう。

　帰るか。

　そう思ったら、門の向こう側からサーシャが戻ってきた。

「どうした？」

「……別に……」

　ならば、なぜ戻ってきたのだ？

「……アノス……」

「ん？」

「あのね」

　ぷいっとそっぽを向き、恥ずかしそうに顔を赤らめながら、サーシャは言った。

「……ありがとう……」

「なにがだ？」

「……だから……あなたのおかげで、ミーシャと仲直りできたわ……」

　なんだ、サーシャも仲直りをしたかったのか。

　意地を張りそうな性格だしな。

「別に大したことはしていない」

「そんなことないわ。わたしに配下になれなんて、そんな命知らずなことを言う人はいないもの」

　なぜか嬉うれしそうにサーシャは笑う。

「あなた以外ね」

　ふむ。別段、俺にとっては命懸けでもなんでもないからな。

「ところで、なぜ喧けん嘩かをしていた？」

　サーシャの表情が曇る。

「くだらないことよ。本当にくだらないこと……でもね、どうしても譲れないものがあったの。それだけだわ」

「それは解決したのか？」

「……うん……そうね……」

　サーシャの歯切れは悪い。

「あなたに訊ききたいんだけど」

「なんだ？」

「もしも、運命が決まっていたら、あなたはどうする？」

　俺は即答した。

「まあ、気に入らなければ変えるが、どうでも良ければ気にしないな」

　きょとんとした表情を浮かべた後、サーシャは訊きいた。

「運命が変えられると思うの？」

「ああ、簡単だ」

「どうするの？」

「ぶち壊せばいい」

　サーシャは目を丸くして、それからふふっと微笑した。

「ねえ。ちょっとこっちへ来なさい」

「断る」

「……な、なんで断るのよ。いいから、来なさい」

「命令されるのは好きじゃないな」

「もう。わがままね」

　はあ、とサーシャは呆あきれたようにため息をつく。

「こっちへきてくれるかしら？」

「いいぞ」

　俺はサーシャのそばによる。

「もっとよ」

「なにをす──」

　一歩足を踏み出すと、サーシャが俺の唇にキスをしていた。
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　俺は条件反射で《思リ念ー通ク信ス》を使い、彼女の心を読み取ろうとした。口づけを条件に、発動する呪いの類があるからだ。

　サーシャの心が流れ込んでくる。




　──これが、最初で最後のキス──




　敵意はない、か。しかし、悲壮な決意を感じる。

　まあ、いいだろう。

　どのぐらいそうしていたか、彼女はさっと身を離す。

「……と、友達のキスだから。ただのお礼だからねっ……」

　恥ずかしそうに顔を赤らめ、サーシャは俯うつむく。

「……でも、あなた以外にはしたことないわ……」

　なにを考えているか知らぬが、恥をかかせるわけにはいくまい。

「ふむ。それは貴重なものをもらった。ありがとう」

　びっくりしたようにサーシャは目を瞬まばたかせ、「変な雑種」と呟つぶやく。

「じゃ、また明日ね」

「おう」

　手を振って、《転移ガトム》の魔法を使う。

　風景が真っ白に染まる直前、

「……ねえ、アノス……あなたに会えてよかったわ……」

　そんな声が耳に響いた。








§17．【大魔法教練】






　その翌日──

　俺がデルゾゲード魔王学院の第二教練場へやってくると、自席の右隣にいつもと違う顔があった。

「おはよう」

　当たり前のような表情を浮かべ、サーシャがそう挨拶する。

「お前の席はそこだったか？」

「代わってもらったのよ。班員同士で固まってた方が楽でしょ」

　確かになにかと移動する手間は省けるな。

　俺は席に座り、左隣にいたミーシャに声をかけた。

「よう」

「おはよう」

　いつも通りの淡々とした声でミーシャは言った。

「そういえば、あなた、わたしの班員だった人たちはどうしたの？」

「どうしたというと？」

「わたしがあなたの班に入ったから、一緒に班に入ろうとした人がいたはずだわ」

　確かに、何人かには声をかけられたな。

「断った」

「はあっ!?　なんでよ？　班別対抗試験は人数が多ければ多いほど有利なのよ？」

　なんでと言われてもな。

「気分じゃなかった」

　サーシャは啞あ然ぜんとする。

「特に困らないだろう。俺とお前たち二人がいれば勝てる」

　もっと言えば、俺さえいれば勝てる。

「班別対抗試験はそれでいいかもしれないけど、クラス対抗試験は五人以上、学年別対抗試験は七人以上いないと参加できないわ」

　なるほど。そんな決まりがあるのか。いくら俺でも参加できなければ勝てぬな。

「それは知らなかった」

「どうするのよ？」

「まあ、まだ時間はあることだ。その間に考える」

「悠長なことね」

　呆あきれたようにサーシャは言った。

　ちょうど授業開始の鐘が鳴り、ドアが開く。エミリアが入ってきた。

　その後ろに、法服と外がい套とうを纏まとい、帽子を被かぶった男がいる。男というには多少の語弊があるか、外見は骸骨なのだ。

　確か、七人の配下のうち一人は、不死者アンデツドにしておいたが、そいつがアイヴィス・ネクロンを名乗ったということか。

　七魔皇老と呼ばれ、この時代では相当な力と地位があるのだろうな。普段は騒がしい生徒たちも、アイヴィスが姿を現した途端に静まり返った。

　いや、これは奴やつから発せられる魔力によるものか。その強大すぎる魔力にあてられ、知らず知らず畏怖してしまうというわけだ。

　俺の魔力でも同じことが起こりそうなものだが、しかし、この時代の魔族はあまりに弱すぎる。

　俺の魔力にあてられた場合、畏怖するどころか、魔眼などの魔力感覚が麻ま痺ひしてしまい、逆にまったく力を感じられないのだ。

　まあ、俺の魔力を感知できてしまえば、反魔法の弱い連中はそれだけで死ぬだろうからな。生物の防衛本能という奴やつだろう。

「この前お話しした通り、本日は大魔法教練を行います。七魔皇老アイヴィス・ネクロン様による、二度とは聞けない魔法の深しん淵えんに迫る授業になりますから、心して聞いてください。特に」

　エミリアは俺の方をじっと見る。

「アノス・ヴォルディゴード君。くれぐれも失礼のないようにお願いしますね」

　まったく、わざわざ釘くぎを刺してくるとはな。

　まさかこの俺が礼儀知らずだと思っているわけではあるまいな。

「言われなくとも、それぐらいはわかっている」

「なら、いいのですが……」

　やれやれ、なにを心配しているのやら。

　ああ、ついでだ。とりあえず、挨拶をしておくか。

　俺はすっと立ち上がった。

「よう、アイヴィス、久しぶりだな」

「…………!!!?」

　エミリアは顎が外れそうなぐらいに口を開き、驚きをあらわにした。

「あ、あ……あぁぁ……アノス・ヴォルディゴード君っ！　あなた、アイヴィス様に……なんという気安い口の利きき方をっ!!」

　ひそひそと生徒たちの話し声が聞こえる。

「……やばい……やばいぞ、あいつ、今度こそ確実に死んだ……」

「ああ、さすがに七魔皇老はやりすぎだろ……」

「ていうか、アイヴィス様が怒ったら、俺たちまで巻き込まれるんじゃ……」

「ちょ、勘弁してくれよ、不適合者……」

　雑音は気にせず、俺はアイヴィスに魔眼を働かせる。

　確かに覚えのある魔力を感じるな。俺の血から作った配下の一人に違いないだろう。ほぼ、ではあるが。

「あ、アイヴィス様っ。も、申し訳ございませんっ！　アノス・ヴォルディゴードはただちに除名処分にいたしますのでっ……!!」

「よい」

　アイヴィスは鷹おう揚ようにそう言った。胸元に不気味な口の飾りがついているが、声が発せられたのはそこからだ。

「久しぶりだと言ったな」

　アイヴィスが俺に視線を向ける。その瞬間、生徒たちが反魔法を張り巡らせつつも、ガタガタガタッと一斉に机の下に避難した。

　いったいなにを脅おびえているのやら？

「ああ、二千年ぶりだ。覚えていないか？」

「二千年。なるほど。どうりで」

　合点がいったように、アイヴィスがうなずく。

「残念ながら、我は二千年前の記憶を失ってしまった。覚えているのはただ一つ、我が主、暴虐の魔王のことのみだ」

「ならば、俺のことを覚えているはずだが？」

「……そなたは、始祖に縁のある者か？」

　ふむ。なるほど。

　暴虐の魔王のことは覚えている。だが、俺が何者かはわからない。

　つまり、暴虐の魔王を俺ではない他の誰かだと信じているわけか。

　記憶を失ったことが関係しているのかもしれぬが、やはり、妙な話だな。魔王学院のトップは七魔皇老。仮にアイヴィスが本当に記憶を忘れていたとしても、七人全員が記憶を忘れていなければありえない。さすがに偶然ではあるまい。

　何者かに記憶を改かい竄ざんされたか？

　それとも覚えていないフリをしているのか？

「確かに、そなたの魔力には懐なつかしさを感じる」

「そうか？」

「ああ、知ち己きであったことは間違いないであろう」

　いずれにしても、会話だけではわからぬな。

「我になにか用か？」

「なに、用というほどのことでもないが、忘れているのなら思い出させてやろうと思ってな」

　生徒たちやエミリア、サーシャとミーシャが心配そうに見守る中、俺はまっすぐアイヴィスのもとへ歩いていく。

　そして、おもむろにその髑髏どくろの顔面をわしづかみにした。

　瞬間、教室中がパニックに陥った。

「ちょっ、ちょ、ちょちょちょ、アノス君っっ[image: ]」

「やっちまったっ！　あいつ、やっちまったぞっ!!」

　後ろでぎゃーぎゃーと騒がしい生徒たちの言葉が響く中、俺は手の平に魔法陣を描いていく。

「思い出せ。自らの主を。我が名はアノス・ヴォルディゴードだ」

　発動した魔法は《追憶エヴイ》。どんな遠い過去の記憶をも思い出させる。

　だが、手応えがない。

「……無駄だ。この頭に記憶は残っておらぬ。思い出せぬのではない。消えたのだ。完全に失われたものは、《追憶エヴイ》でも戻せない」

「ならば、これでどうだ？」

　多重魔法陣を展開し、起源魔法《時レ間バ操イ作ド》を使う。それを《追憶エヴイ》と重ねがけした。

「……これは……なにをしているのだ……？　我の頭に記憶が……映像が入り込んでくる……」

「貴様の頭から記憶が完全に消え去っているのなら、《時レ間バ操イ作ド》で局所的に時間を遡り、二千年前のお前の記憶を《追憶エヴイ》で引っ張り出す」

「……馬鹿な……！　時間を遡るだと……？　時をも超越する大魔法が存在するというのか……!?」

「起源魔法の一種だ。使い勝手はかなり厳しいがな」

　二千年前のアイヴィスの記憶と魔王アノスを起源として、それを遡ることで、時間を逆行する《時レ間バ操イ作ド》を成立させた。

　アイヴィスの頭には、二千年前の体験が走そう馬ま燈とうのように流れただろう。

「……確かに我は記憶を二千年遡った……」

　だが、なかった。

　二千年前にも、アイヴィスの頭には魔王アノス・ヴォルディゴードの記憶はない。

　無論、《追憶エヴイ》で引っ張り出した記憶はアイヴィスの頭に流れるのみで、俺が読みとれるのはその表層ぐらいだ。

　それでも名前ぐらいはわかるものだが、どこを探しても俺の名はなかった。

　代わりに何度も記憶に現れたのは、暴虐の魔王アヴォス・ディルヘヴィアという存在のみだ。

「なぜ、記憶が戻らぬ？」

「お前の記憶は二千年前に遡って綺き麗れいに消されたということだ。いつの時点でかはわからぬがな」

　簡単に言えば、過去が改かい竄ざんされた。アイヴィスの頭には、初めから魔王アノスの記憶がなかったことにされたのだ。

　何者かの魔法によって。

　やれやれ、厄介な話だな。《時レ間バ操イ作ド》で記憶をどれだけ遡っても、過去が変わる前のものには辿たどり着つけない。なにせ、変えられる以前の過去は存在自体が消えてなくなるからな。アイヴィスの記憶も、時間の空白に飲まれて消えた。

「なるほど。しかし、礼を言おう、アノスとやら。それがわかっただけでも収穫だ。我に敵対する何者かがいるということだからな」

　本気で言っているのか。それとも、とぼけているのか？

　自分自身で過去を改かい竄ざんしたということもあり得る。俺に悟られぬように。

「なに、気にするな。それより、授業を始めてくれ」

　俺が席に戻っていくと、生徒たちがひそひそと話す。

「ど、どういうことっ……!?」

「いや、俺だって、もうだめかと思って全然聞いてなかったけど、七魔皇老にいきなりつかみかかって、なんか知らないけどお礼を言われてたみたいだぞっ……!!」

「なんでつかみかかったら、お礼を言われるのっ……!?」

「つかまれたかったとかっ……!?」

「どういうことっ……!?」

「ていうか、七魔皇老にお礼って、どんだけだよぉっ……!?」

「あいつ……本当に不適合者なのかっ……!?」

「……すげぇえっ……!!　なんか全然わからないけど、すごすぎて、なにも言えねえっ……！」

　椅子を引き、座る。隣のミーシャが言った。

「無事でよかった……」

　反対側から、サーシャが言う。

「あなたって、信じられないことするわ」

　ふむ、相も変わらずつまらぬことで騒ぎすぎだな。

　しかし、アヴォス・ディルヘヴィア、か。

　俺の名が誤って伝わっただけかとも思っていたが、どうにも雲行きが怪しくなってきた。

　七魔皇老のことも、魔王学院のことも、俺が不適合者になったことも。

　すべては意図されたことなのかもしれない。

　まだ断言はできないが、もしかしたら、いるのかもしれぬな。




　アヴォス・ディルヘヴィア──この俺に成り代わろうという何者かが。








§18．【ネクロンの秘術】






　先刻の騒動に引きずられることなく、アイヴィスは低い声を発した。

「本日は我がネクロン家の秘術、融合魔法についての講義を行う」

　アイヴィスが黒板に融合魔法の基礎魔法術式を描いていく。

　月光を魔法陣として用いる自然魔法陣のようだ。使われている魔法門や魔法文字も神話の時代に近いもののようで、なかなか大がかりな術式である。

　生徒たちは魔法術式を模写するのもやっとという様子だったが、俺にとっては大したものではない。

　しかし、神話の時代の魔族が研究してきた魔法だ。そういった意味では、なかなか興味深い。

　普段の授業もこれぐらいやってもらえると、眠気を感じずに済むのだがな。

「ちょっと、アノス。ノートに書くなり、記録水晶に保存するなりしなくていいの？」

　隣からサーシャがそんなことを言ってくる。

「記録ならしてる。ここにな」

　俺はこめかみを人差し指で叩たたく。

「……噓うそ、よね……？　こんな複雑な魔法術式を見ただけで暗記できるわけないわ……」

　驚き半分、疑い半分でサーシャは呟つぶやく。

「お前こそ、なんの記録も取ってないようだが？」

「ネクロン家の秘術だもの。わたしは直系だし、基礎なんかとっくの昔にマスターしたわ」

　そういえば、そうだったな。

「直系ということは、アイヴィスと親しいのか？」

「まさか。七魔皇老は雲の上の存在だわ。直系って言っても、わたしは一六代目だもの。一番下だし、アイヴィス様と話をしたことなんて……一回しかないわ」

　魔族は寿命が長いことだしな。サーシャ以外の直系もまだ生きているだろう。

「──今説明した通り、融合魔法の利点は魔力と魔力の融合にある。波長の違う別種の魔力を結合させることにより、強い魔法反応を生み、元の魔力を十数倍に引き上げることができる。これが初級融合魔法《混合同化ジエ・グム》だ」

　アイヴィスの講釈が続く中、サーシャが小声で話しかけてくる。

「ねえ。本当に覚えたの？　適当なこと言ってないわよね？」

「疑うたぐり深い奴やつだな」

「だって、わたし、この術式を理解するのに、一ヶ月もかかったのよ」

「おかしなことを言う。お前が一ヶ月なら、俺が一秒で計算は合っているだろうに」

　サーシャがムッと睨にらんでくる。どうやら俺の方が理解が速いというのが不服らしいな。瞳には《破滅の魔眼》が浮かんでいる。

「証拠を見せようか」

「どうやってよ？」

　ちょうどアイヴィスの説明に一区切りがついた。

「質問のある者はいるか？」

　教室内には恐縮した雰囲気が漂っている。恐れ多くて、誰も手を挙げられないのだろう。

「一ついいか」

　緊張を打ち破るように、俺はすっと手を挙げた。

「うむ、よかろう」

　立ち上がると、生徒たちのひそひそ話が聞こえてくる。

「あいつ……今度はなに言うつもりだよ……？」

「ていうか、よく七魔皇老に手を挙げられるわね……」

「ほんと、信じられないわ。どういう心臓してるのよ……」

「的外れなことを言ったら、殺されかねないぞ……」

　やれやれ。この時代の魔族は引っ込み思案だな。俺の子孫とは思えないほどだ。

「その《混合同化ジエ・グム》の魔法陣、というか、融合魔法の基礎魔法術式だが、構造に致命的な欠陥があるぞ」

　しーん、と物音一つない静寂が訪れた。

　ふむ。どうやら俺の一言で教室の空気が凍りついたか。

「あ、ああ、あいつ……もうだめだっ……今度の今度こそ終わりだよっ！　エミリア先生のときとはわけが違うぞっ……!!」

「ネクロンの秘術に欠陥があるって、つまり七魔皇老のミスを指摘してるってことでしょ？　やばいなんてもんじゃないわよ……」

「大体、七魔皇老が開発した術式構造に欠陥なんてあるわけないだろうが……」

　ざわざわと騒がしい生徒たちとは裏腹に、アイヴィスは冷静に声を発した。

「欠陥とは？」

「この基礎魔法術式なら魔力の融合はできる。魔法反応によって、十数倍に魔力は引き上げられるだろう。だが、術式構造からいって、この融合は長くもたない」

　ぐっと身構えるように生徒たちは魔法障壁と反魔法を展開していた。

　今にもアイヴィスが攻撃魔法で、教室を殲せん滅めつせんと言わんばかりである。

「初見でそれに気がつくとは大したものだ」

　教室中が肩すかしを食らったような雰囲気になった。

「た、大したものってどういうことっ……!?」

「すごいって意味じゃないっ……？」

「初見ってっ……!?」

「落ちつけ、お前。普通の言葉が理解できてないぞ……！」

　アイヴィスが黒板に融合可能時間などを書き加えていく。

「確かに融合魔法は持続時間が著しく短いという欠陥がある。基礎魔法術式の構造によるもののため、上級魔法になろうとも、この欠陥自体を消すことはできないのだ」

　俺は加えて指摘した。

「並の使い手なら、融合時間は約三秒から五秒。これだけ派手な術式を組んで、それでは覚える価値のある魔法とは言えまい」

　アイヴィスが鷹おう揚ようにうなずく。

「確かに融合魔法に優位性がある場面というのは限られている。殆ほとんどのケースでは、他の魔法で代用した方が良いいだろう。しかし、更に深く深しん淵えんを覗のぞけば、あるいは化けるかもしれぬ魔法でもある」

　ふむ。さすがは俺の血から生み出した配下だ。術式を完成させることはできずとも、その魔眼めは到達点をしっかりと見据えていたか。

「同感だ。俺が深しん淵えんを覗のぞいたところ、真の融合魔法の基礎術式がわかった」

　その台詞せりふに、さすがのアイヴィスも驚いたように魔力を震わせた。

　教室中のノートというノートがパタパタとめくれ、ペンが落下する音が響く。

「……あっあぁぁっ！　終わりだぁぁっ。殺される、殺されるぞぉぉっ……！」

「……い、嫌だぁ……死にたくない……！　どうして不適合者なんかと同じクラスになっちまったんだ……！」

　生徒たちはまるで死を覚悟したかのように、ガタガタと震えている。

「この術式構造を改良できるというのか？」

　低い声に僅かな驚きが混ざる。

「簡単だ」

「……我が千年以上もの時を費やしてきた魔法術式なのだぞ……」

「まあ、見ていろ」

　俺は立ち上がる。

「……ちょっと……融合魔法は、ネクロン家の秘術よ……。《魔ガ王イ軍ズ》の魔法は見たことあったかも知れないけど……」

　サーシャが俺を引き止めるように言った。

「たかだか授業で、なにをそんなに心配している？」

「……べっ、別に……心配してるわけじゃないけど……」

　ぷいっとサーシャはそっぽを向く。

「見ていろ」

　俺は黒板の前へ歩いていき、魔力を発して、魔法術式をさっと描き変えた。

「どうだ？」

　アイヴィスはそれを見た瞬間、息を飲んだ。

　数瞬遅れ、彼の体がわなわなと震え出す。

　黒板に描かれた魔法術式というのは、実際に魔力が入っている。構造を理解するのにはそれなりの魔眼めと頭が必要だが、術式が成立しているかどうかは、一目瞭然なのだ。

「……これは……なんということだ……？　融合時間が数百倍に……そうか、起源魔法の術式を組み込んだのか……。だが、起源魔法の術式を他の術式に組み込ませるなど、いったいどうやって……？」

　必死に魔法術式を解読しようとするアイヴィスに、俺はこともなげに言った。

「簡単なことだ。融合魔法の術式を応用して、魔法術式同士を融合させただけだからな」

「な……!?」

　アイヴィスは絶句した。思いもよらなかったのだろう。

　だが、誰もが見ていながら、誰も気がつかなかったことに気づく。

　言われてみれば、実際に目にしてみれば、なんだこんな簡単なことだったのかと思う。

　魔法研究とはそういうものなのだ。

「……なんという発想だ。アノス・ヴォルディゴード……と言ったな。まさか、我よりも先に融合魔法を研究している者がいるとは思ってもみなかったぞ」

「ああ、なるほど」

　少々誤解させてしまったらしい。

「いや、アイヴィス。これはお前の成果だ」

「なに……？」

「俺が融合魔法の術式を見たのは今日が初めてだ。お前の研究なくしては、この魔法術式は完成しなかった。俺は最後の一押しをしたにすぎない」

　アイヴィスは驚きよう愕がくしたような声を漏らす。

「なんだと……？　初めて見た融合魔法の術式をここまで完璧に理解し、この僅かな間に完成させたというのか……!?」

「なに、早い遅いはものの数に入らない。あと千年もあれば、お前も気づいたはずだ」

　証明が済んだため、俺は席へ戻ることにした。

「……なぜお前のような化け物が学院なんぞに通っている？　教えることなどなにもないぞ、アノス・ヴォルディゴード……」

　俺の背中にアイヴィスが畏怖をもって呟つぶやいた。

　途端にまた教室中がざわざわと騒ぎ始めた。

「ど、どうなったのっ……!?」

「生きてるっ……!!」

「生きてるのはわかってるよぉっ……!!」

「ぜ、全然理解できないけど、なんか、アノスが融合魔法の魔法術式を完成させたみたいだ……！」

「……あいつ、なんなんだよ……不適合者じゃなかったのかっ……!?」

「不適合者って、天才って意味だっけっ……!?」

「お前、驚きすぎて、また普通の言葉がわからなくなってるぞ……！」

　自席の椅子を引き、着席すると、口を開いたまま俺を見ているサーシャに言う。

「見ての通りだ。ちゃんと理解している」

「……もう、なんて言っていいかわからないわ……」














§19．【ダンジョン試験】






　大魔法教練が終わり、昼休み。

　俺は廊下でアイヴィスと話をしていた。

「──つまり、お前が我が主、暴虐の魔王だというのか？」

「ああ、暴虐の魔王の名はアノス・ヴォルディゴード。それが何者かによって、アヴォス・ディルヘヴィアと書き換えられた」

　頭ごなしに否定することなく、アイヴィスは訊きいた。

「何者かというのは？」

「まだわからないが、貴様の記憶を消した奴やつだろうな」

「なるほど」

　アイヴィスは考え込むように口元に手をやった。

「確かに我の記憶が消されたことも、その説明で納得がいく。だが、アノス、記憶を消したのはお前の仕業ということはないか？」

　殺気を込めた魔眼めで、アイヴィスは俺を洞察する。

「残念だが、やってない証拠は見せられぬ」

「お前は有能だ。だが、その有能さ、暴虐の魔王に仇あだなすものだとすれば、捨ておくことはできぬ」

　アイヴィスは馬鹿ではない。記憶のない奴やつの立場からすれば、俺が本物かどうか見分ける術もないだろう。だとすれば、敵である可能性を疑うのも当然だ。なにせ奴やつが知る限り、《時レ間バ操イ作ド》の魔法を使えるのは俺だけなのだ。

　二千年前に遡り、記憶を初めからなかったことにできる候補の一人ということである。記憶を消し、暴虐の魔王に成り代わろうとしている者が、味方を装よそおい近づいてきた俺なのではないか、と思ったところで不思議はあるまい。

「しかし、今のところは中立としておこう。そなたには、懐なつかしさを感じる」

「そうしてくれれば助かるがな」

「さらばだ」

　アイヴィスは去っていった。

「……今の人、七魔皇老のアイヴィス・ネクロンでしょ……？」

「……ほんとだ……あたしたち黒服でもアイヴィス様と口を利きくことなんてできないのに、あの白服の生徒、いったいなんなの……？」

「ねえ、もしかして例の不適合者じゃない……？」

「どうして不適合者が七魔皇老と……」

　二組ではない連中か。しかし、ここの生徒は噂うわさ好きだな。

　人のことなど気にしていても仕方がないだろうに。

「アノス君」

　声をかけられ、振り向くとエミリアがいた。

「落とし物です。渡しておいてください」

　エミリアから校章を受け取る、刻まれた印は六ろく芒ぼう星せいだ。俺のものではない。

「誰のものだ？」

「あなたの班の班員ですよ」

　サーシャかミーシャだが、校章の芒ぼう星せいの数は見ていなかったな。

「どっちだ？」

「……サーシャさんではない方です」

　妙な言い回しをする。ミーシャと言えばいいだろうに。

「しかし、俺を使いっぱしりにするとは、怠慢ではないか。自分で渡せばいいだろう」

　ムッとするかと思ったが、エミリアは困ったような表情を浮かべるばかりだ。

　まあ、いいだろう。ミーシャもこれを捜しているだろうしな。

「渡しておく」

　踵きびすを返かえすと、俺の背中にエミリアは言った。

「午後はダンジョン試験がありますから、教練場ではなく、地下ダンジョンの入り口に集合してください」

「わかっている」

　その場を後にする。ミーシャの魔力を追い、デルゾゲードの中庭へやってきた。

　人だかりができている。その中心にはサーシャとミーシャがいた。

「残念だけど、わたしにはどうしようもないわ。班に入りたいのなら、アノスに言ってちょうだい」

「ですが、サーシャ様。あの不適合者、まったく取り合う気がないんです。サーシャ様の方から、何なに卒とぞお口添えを……」

「そ。じゃ、仕方ないわ。わたしが言っても聞かないもの」

　サーシャの元班員たちか。どうやらサーシャと一緒に俺の班に入りたいようだな。なにやら、必死にとりなしてもらおうとしている。

　隣にミーシャもいるのだが、しかし誰も話しかけようとしない。俺の班に入りたいなら、ミーシャにとりなしてもらう手もあるだろうに。最初からいたミーシャの方が、途中で班に入ったサーシャよりも、俺と親しいと考えるのが道理だ。

　そうしないのは、ミーシャが白服だからか？　単純にミーシャとは接点がないから頼めないのか？

　そういえば、ミーシャが他の魔族と話しているところは見たことがない。まあ、自分から話しかけるような性格でもないし、いつもは大抵俺といるからかもしれないが。

「サーシャ様。あんな不適合者の班員のままで満足なのでしょうか？　なにかお考えがあるのではないですか？」

　サーシャはうんざりといった表情を浮かべている。

「契約だから仕方がないわ。それに、アノスをただの不適合者と侮あなどりたいのなら、融合魔法を完成させられる者だけがそうしなさい」

　途端に、生徒たちは沈黙した。ぐうの音も出ないといった様子だ。

「もういいでしょ。いきなさい」

　渋々と言った風に生徒たちは去っていった。

　はあ、とため息をつくサーシャに俺は声をかける。

「俺の配下らしい、なかなか痛快な断り文句だったな」

　俺がいると思っていなかったのだろう。サーシャは目を丸くした後、そっぽを向いた。

「……うるさいわね……あいつらがうっとうしかっただけだわ……」

　弱々しくサーシャが言う。

「ミーシャ、落とし物だ」

　校章を差し出す。

「ありがとう」

　ミーシャは校章を受け取り、制服につけている。

「迎えに来た？」

「なんのことだ？」

「午後はダンジョン試験」

　エミリアも口にしていたが、この後はダンジョン試験というものがあるらしい。

　簡単に言えば、デルゾゲードの地下深くまで設けられた迷宮に挑む試験のことだ。班別対抗試験同様、班で行動することになる。ダンジョンに置かれた魔法具や武器、防具などを集め、その得点を競う。

　迷宮探索の技術を訓練するのがどうのこうのと講釈を垂れていたが、早い話がただの宝探しだ。

「そういうわけではなかったが、ちょうどいいか」

「ん」

　集合場所がダンジョンの入り口になるため、少し早めに移動しなければならない。

「ところで、アノス。あなた、ちゃんと試験の説明聞いてたかしら？」

「ああ。最下層の祭壇に供えられた王おう笏しやくを手に入れれば満点なのだろう。簡単なことだ」

「全然聞いてないじゃない。満点だけど、絶対に無理だわ。最下層には生徒どころか、教師だって行ったことがないんだもの。本当に王おう笏しやくがあるのかもわからないし、そもそも最下層が存在するのかさえ怪しいところだわ」

「なら、なぜ評価項目にある？」

「……そんなことわたしに言われても知らないわ。地下に王おう笏しやくがあるっていう伝承があるからでしょ」

　まったく、どうしてこの学院はこう適当なのか。

「王おう笏しやくは《魔ガ王イ軍ズ》の魔法を強化する杖つえという話だったな？」

「ええ。始祖が作った魔王の杖つえと言われているわ」

「それならある。誰かが持ち去っていなければな」

「……また適当なこと言って。まあ、いいわ。そろそろ行きましょ。時間だもの」

　歩き出すと、隣に来たミーシャがじっと俺を見上げた。

「どうしてわかる……？」

「俺の城だぞ」

　ミーシャが小首をかしげる。

　あそこに入るのも久しぶりだなと思いながら、俺は地下ダンジョンの入り口へ向かった。

　すでにそこには二組の生徒たちが集まっていた。

　俺たちが所定の位置につくと、ちょうど授業開始の鐘が鳴る。

「それでは、これからダンジョン試験を始めます。なお、ダンジョンで班員が手に入れたアイテムの所有権は、班リーダーにあります。制限時間は明日の朝九時まで。早めに戻った生徒は帰宅して構いません。ギブアップする者は《思リ念ー通ク信ス》で先生に伝えてください」

　エミリアは地下ダンジョンの扉を開く。

「あなたたちに始祖の祝福があらんことを」

　合図とともに、各班の生徒たちが一斉になだれ込んでいく。

　俺は特に急ぐことなく、ゆるりと歩いていた。

「ちょ、ちょっと、アノスッ。先を越されるわよ？　ダンジョン試験は早い者勝ちの勝負なんだから、こんな悠長に歩いている場合じゃないわっ！」

「大丈夫だ」

「大丈夫って……」

「行きたいなら先に行ってもいいぞ」

「一人で行っても仕方ないわ」

　ぷいっと振り返り、サーシャはほんの少し先を歩いていく。試験には魔物が配置されているそうなのだが、先陣を切った生徒たちが倒してくれているため、俺たちはのんびりとダンジョンを進むことができた。

「そこを右だ」

「なんでわかるのよ？」

「来たことがあるからだ」

　今一つ信じられないといった表情をしながら、それでもサーシャは渋々俺の言う通りに歩いていく。

　十層ほど降りたところで、ミーシャが言った。

「訊きいてもいい？」

「どうした？」

「……誕生日は、なにをあげたらいい？」

　ミーシャが前を行くサーシャの背中を見つめる。

「サーシャのか？」

　こくりとミーシャはうなずいた。

「……明日……」

　なるほど。急な話だな。

　まあ、仲直りしたのが昨日なのだから仕方あるまい。

「サーシャ」

「なによ？」

「お前、今欲しいものはあるか？」

「そんなの、この試験で一番になることに決まってるわ」

　なんとも色気のない答えだな。

「だそうだが？」

「……困った……」

「一番ならプレゼントしてやれるがな」

　ミーシャは首を左右に振った。

「……一生忘れないものがいい……」

　それはまたずいぶんとハードルが高いな。

「お前が考えたものなら、なんでも喜ぶのではないか？」

「そう……？」

「仲直りできて嬉うれしそうにしていたからな」

　ミーシャは無表情でじっと考える。

「洋服がいい」

　服か。ちょうどダンジョン最下層の宝物庫にいいものがあったな。

「サーシャが喜びそうなものがあるぞ」

「ほんと……？」

「ちょうどここの地下にな。まだ残っていたら、お前にやる」

　すると、ミーシャは珍しく微笑ほほえんだ。

「ありがとう」

「ところでお前の誕生日はいつだ？」

「……明日……」

　そうか。双子なのか。確かによく似ているからな。

「なにが欲しい？」

　ミーシャはしばらく考える。

「……いらない……」

「遠慮はいらぬ」

「……明日は……会えないから……」

　別に明日会えなくとも、誕生日プレゼントぐらいはいつあげてもいいだろう。

　それとも、本当に欲しいものがないのか？

　まあ、押しつけてやればいいか。

「ミーシャはいくつになるのだ？」

「……明日で一五……」

　ということは、サーシャも一五か。

　彼女が生まれたのは一五年前、魔王の始祖が転生するのは今年。

　それでも、サーシャは始祖の生まれ変わりと噂うわさされている。やはり、魔王の始祖は赤子として生まれるのではなく、すでに生まれており、力を持った強い器に転生すると考えられているのだろう。あるいは、転生後、しばらく経たった後に目覚めるといったところか。

　俺がどういった形で転生するかは特に伝えていなかったが、もしかすると、赤子に転生したことは逆に伝承とは違うと思われているのかもしれぬ。

　そう考えれば、魔王学院は始祖を捜すためのものではなく、逆に俺を始祖と認めないために作られているといった可能性もある。

「アノスッ？　ここ行き止まりだわ」

　突き当たりでサーシャが振り返った。

「ああ、隠し通路だ」

「そんなわけないわ。魔眼で見てみても、なんにもないもの」

「魔眼ではわからぬように対策してるからな」

　そう言って、俺は突き当たりの壁に向かい、まっすぐ進む。

「え……ちょっと、アノス……？」

　ドガンッ、と俺の頭が壁に当たり、壁が破壊される。俺がそのまま力任せに歩いていくと、壁はドドドドド、ゴゴゴゴゴと俺の体の形に破壊されていく。

「はぁっ……!?」

「……頑丈……」

「確かに馬鹿みたいに頑丈だし、すごいはすごいけど……あれ、隠し通路って言うのかしら？」

「魔眼じゃわからない……」

「魔法の仕掛けもなんにもないものね……」

　啞あ然ぜんとした表情を浮かべ、立ちつくすサーシャとミーシャに俺は言った。

「早く来い」

　狐きつねにつままれたような顔をしながらサーシャは歩き出した。

「ただ壁をぶっ壊してるだけだわ」

「……ん……」








§20．【魔王城の宝物庫】






　壁を突破し続けると、やがて目の前に広い空間が見えた。最下層へ続くダンジョンの隠し部屋である。

　それを目にして、サーシャは驚いたような表情を浮かべていた。

「壁を壊した先に、部屋があるなんて……」

「魔法の仕掛けがある隠し通路は、意外とバレやすい。魔力の痕跡を辿たどればいいだけだからな。魔法を使わないシンプルな隠し通路が、実は盲点だったりする」

　通る度に《創ア造イ建リ築ス》の魔法などでいちいち穴を空けた壁を直さなければならないのが難点だがな。

「でも、デルゾゲードの地下ダンジョンは生徒以外立ち入り禁止だわ。いつこの隠し通路を見つけたの？」

「俺が作ったと言ったら？」

　サーシャは不服そうに唇を尖とがらせる。

「そうやってはぐらかす。言いたくないならいいわ」

　事実なのだが、まあ、信じぬだろうな。

「行くか。この部屋が最下層につながっている」

　歩き出してしばらくすると、一ひと際きわ明るい部屋に辿たどり着ついた。

　天井は高く、ダンジョン内にもかかわらず、木々の緑で溢あふれている。水路があり、水面にはキラキラと光が反射していた。

「……太陽の光……」

　ミーシャが呟つぶやく。

「ああ。昼間は太陽の光が、夜は月光が、外から取り込める作りになっている」

「……自然魔法陣の発動のため、かしら？」

　ネクロン家の秘術である融合魔法は自然魔法陣を使う。それに習熟したミーシャとサーシャは、一目でこの部屋が魔法を使うための触媒だと気がついた。

　しかし、二千年前と少し様子が変わっているな。

　太陽光の差し込む位置が違う。誰かが魔法を使うために調整したか？

　もっとも、地下ダンジョンは俺だけではなく、配下の者も使っていたので、珍しいことではないのだが。

　ふと俺は天井を見つめる。無論、なんの代わり映えもしない天井で、そこになにがあるわけでもない。

「……どうかした……？」

「いや、気のせいだ」

　自然魔法陣の部屋を後にして、俺たちは先へ進む。長い下り階段を延々と降りている途中、サーシャが言った。

「ねえ。アノスはここに来たことがあるんだったら、《転移ガトム》で移動できないの？」

「この地下ダンジョンは《転移ガトム》を乱す反魔法がかかっているからな。使えるは使えるが、どこに転移するかわからぬ」

　反魔法を解除することは容易たやすいが、そうするとダンジョン自体が崩壊する仕組みになっている。

　俺だけ《転移ガトム》が使えるようにした場合は、結局、抜け道を作るようなものだからな。自分でも《転移ガトム》が使えない仕組みにするのが、侵入者を阻はばむ最適な手段だ。

「もう二時間以上歩いてるけど、どこまで降りれば着くのかしら？」

「見て」

　ミーシャが前方を指さす。階段の終わりが見えていた。

「ふむ。最下層に着いたようだな」

「ほんとに？」

　サーシャは一足先に階段を駆け下りていく。

　そして、目の前にあるものを見て、呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

　俺とミーシャが追いつく。

　そこには、巨人のものと見み紛まがうばかりの巨大で豪ごう奢しやな門があった。

「祭壇の間の扉だ」

　ミーシャが魔眼を働かせ、じっとその扉を見る。

「反魔法」

「ああ。魔法で壊して入ろうとする輩やからがいるからな」

　ミーシャは更に魔法の深しん淵えんを覗のぞく。

「……《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》級でも破壊できない……」

「……はぁっ!?　じゃ、これ、どうやって中に入るのよ……？」

　まだ誰と一緒にいるかわかっていないようだな。

「少しは頭を使え。壊そうと考えるから、行き詰まる。魔法が効かぬなら、魔法以外で開ければいい」

　悠然と前に出て、巨大な門に手をやる。

　ぐっ、と力を込めると、ギギィと重たい音を立て、扉が開いていく。

「そら、開いた」

　サーシャは啞あ然ぜんとした後、ぼやくように言った。

「わたしの魔王城を持ち上げたときも思ったけど、あなたの体、どうなってるのよ……？　なんでこんな馬鹿でかい扉が開くわけ？」

　サーシャは扉を押してみるも、当然のことながらうんともすんとも言わない。

　可愛かわいいことをするものだ。

「ま、日頃の鍛え方だな」

「鍛え方どうこうの次元じゃないわ」

　サーシャはじっと考えながら、「こんなに力の強い血統があったかしら……？」などと呟つぶやき、自問している。

「そんなことより、目当てのものがあそこにあるぞ」

　開け放たれた部屋の奥には、祭壇があり、そこに禍まが々まがしい杖つえが立てられていた。

「あれ……王おう笏しやくよね……？」

　魔眼で見れば、あの杖つえに絶大な魔力が込められているのが一目でわかるだろう。

　ゼペスが持っていたなまくらな魔剣とは違う。正真正銘、神話の時代の産物だ。

「これでダンジョン試験の満点は確実だな」

　誰かが持ち出していたら、とも思ったが、残っていてなによりだ。

「ねえ……触ってもいいかしら……？」

　ダンジョン試験で手に入れたものは班リーダーの所有物になる。だが、あれだけの魔法具は神話の時代でも、そうそうお目にかかれるものではない。サーシャほどの魔眼の持ち主なら、興味を抱いて当然と言えよう。

「いいぞ」

「ありがとう」

　嬉うれしそうに祭壇に駆けより、そしてサーシャはそっと王おう笏しやくを手に取った。

　見たこともないであろう魔法具の神秘に、彼女は心を奪われたように、じっと見つめている。

　ふむ。ちょうどいい。しばらくはあれに夢中だろう。

「ミーシャ、こちらに来るといい」

　ミーシャに声をかけ、祭壇の間の脇に設けられた扉の前まで移動する。

「……なに……？」

「宝物庫だ」

　部屋の中へ入る。一見するとただのがらんどうだが、「姿を見せよ」と声を発すると、魔法のヴェールが外され、魔剣や魔ま導どう甲かつ冑ちゆうなどの魔法具が次々と現れていく。神話の時代に俺が集めたものだ。

　その中には、魔ま糸し竜というドラゴンから獲とれる稀き少しような魔ま糸しに、月の光を練り込んで編み上げた《月織つきおりのドレス》や、世界一美しいと言われる黄金の獅し子しシリウスの金毛で織った《金きん獅じ子しのローブ》など、数多くの煌きらびやかな衣装も取りそろえられていた。

「サーシャに似合うものを選ぶといい」

　ミーシャはじっと宝物庫の衣装を見つめる。

　なかなかわかっているな。彼女が注視しているのは、服の見てくれではなく、その深しん淵えんだ。

　神話の時代の魔法具は自ら持ち主を選ぶ。自分が使う物ならいざしらず、他人に贈るものを選ぶとなれば、簡単なことではないのだが、さてどうか？

　しばらくして、ミーシャは歩き出した。

「これがいい」

　彼女が手にしたのは、神鳥フェニックスの羽毛を編んで作った《不ふ死し鳥ちようの法ほう衣い》である。身に纏まとったものに不死なる炎の恩恵をもたらす反面、相応ふさわしくないものは焼き尽くしてしまうという曰いわく付きの代物だ。

「見た目はまあ綺き麗れいだが、着るとなるとなかなか大変だぞ」

「ん」

　理解しているということか。なかなかどうして、やはりミーシャは見る魔眼めがある。確かにサーシャにはこの《不死鳥の法衣》が相応ふさわしいだろう。

「なら、渡してやるといい」

　嬉うれしそうに微笑ほほえみ、ミーシャは《不死鳥の法衣》を大事そうに両手に抱えた。

　そのまま彼女はサーシャのもとへ行こうと扉へ向かう。だが、その途中、台座に置かれてあったリングに目を奪われた。

《蓮はす葉は氷ごおりの指輪》である。その冷気が、七つの海を蓮葉氷で埋め尽くすということから、この名がつけられた。

　ミーシャがその指輪を目にしたのは偶然ではないだろう。魔法具と所有者は惹ひかれ合う。今回のケースで言えば、《蓮葉氷の指輪》に呼ばれたのだ。

「欲しいか？」

　ミーシャは無表情でじっと指輪を見つめたままである。

「ミーシャも明日が誕生日だろ」

　すると、彼女は首を左右に振った。

「……大丈夫……」

　逃げるようにミーシャは宝物庫を出ていく。

「ふむ」

　なにやら事情があるのかもしれぬが、まあ、本心ではあるまい。俺は《蓮葉氷の指輪》を手に取ると、すぐミーシャを追いかけて宝物庫くらを出た。

「あ！　アノス、ミーシャ、どこ行ってたのよ？　気がついたら、いなくなるんだもの。心配したわ」

　王おう笏しやくを手にしたサーシャがこちらへずんずんと詰め寄ってくる。

「悪かったな。心細かったか？」

「し・ん・ぱ・い・したって言ってるの」

　なにを照れているのか、心細いならそう言えばいいだろうに。

「その顔、やめてちょうだい。見下されているような気になるわ」

「なにを言う。見下すなどという言葉は俺の辞書にないぞ」

「鏡を見てから言ってちょうだい」

　意味のわからぬことを言う。

「ところで、もうここには用はないのかしら？」

　くるり、と踵きびすを返かえし、サーシャは祭壇の間を眺める。

　ダンジョン試験については後はもう戻るだけで終わりなのだが、もう一つの用を先に済ませておいた方がいいだろう。

「それを渡しておくといいのではないか？」

　俺の背中に隠れているミーシャに言った。

「……今……？」

「それとも、隠したまま持って帰るか？」

　ミーシャは少し考えた後、ぶるぶると頭を振って、俺の背中から一歩前へ出た。

「サーシャ」

　サーシャが振り返る。

　そして、ミーシャの手にある《不死鳥の法衣》を見て、驚いた。

「それ、どうしたのよ、ミーシャ？」

「……見つけた……」

「ここで？」

　こくり、とミーシャはうなずく。

「あげる」

「……え、と……。わたしに？　でも、いいの？　だって、これ……とんでもない魔法具よ……」

《不死鳥の法衣》に秘められた莫ばく大だいな魔力がわかったのだろう。サーシャは魔眼でじっとそれを見つめている。

「明日、誕生日だから」

　彼女がそう口にすると、サーシャは柔らかく笑った。目尻には、うっすらと涙が浮かんでいる。

「わたし、なんにも用意してないわ」

「……わたしはいらない……」

　サーシャが困ったように微笑ほほえむ。

「ありがとう、ミーシャ。すごく嬉うれしいわ。一生、大事にするからね」

　ミーシャが嬉うれしそうに笑った。

「……ん……」

《不死鳥の法衣》を見つめるサーシャの瞳に魔法陣が浮かぶ。

《破滅の魔眼》だ。ここで使う意味はないから、感情が高ぶり自然と出たのだろう。

　だが、妙だな。喜びが溢あふれて出たのなら、誕生日だと言われた直後のはずだ。

《不死鳥の法ほう衣え》を見ているうちになにかを思いつき、そして感情が高ぶったといったところか。しかし、いったいなにを思いついたのか？

「着てみてもいいかしら？」

　ミーシャはこくりとうなずき、《不死鳥の法衣》をサーシャに手渡した。

　彼女は制服のボタンに手をかけ、そしてはっと気がついたように俺を見た。

「着替えるんだけれど……」

「ああ、後ろを向いていよう」

「そんなんじゃだめに決まってるわっ！　そこの部屋に入ってなさい!!」

　まったく、手間をかけさせる奴やつだな。仕方のない。

　言うことを聞いてやり、俺は宝物庫くらの中へ入る。

　扉を閉めようと思ったら、そこにひょっこりとミーシャが顔を出した。

「……喜んでもらえた……」

「よかったな」

「……アノスのおかげ……」

「選んだのはお前だ」

　ミーシャがはにかむ。

「……今日が人生で一番嬉うれしい日……」

「大げさなことを言う」

　ふるふるとミーシャは首を横に振った。

「ありがとう」

　俺はうなずき、そっと扉を閉めた。
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　宝物庫の壁にもたれかかり、俺はぼんやりと宙を眺めていた。

　……それにしても、暇だな。

　かれこれ一○分は経たっているはずだが、たかだか着替えるのにどれだけ時間がかかるというのか。

　催促するように扉を叩たたいてみたが、しかし、返ってくるのは静寂ばかりだ。

「……妙だな」

　サーシャならともかく、ミーシャは扉を叩たたけば返事ぐらいするだろう。まさか俺をおいて、帰ったわけでもあるまいし。

　それとも……？

「ミーシャ、いるか？　開けるぞ」

　返事がないので、俺は扉を開けた。

　祭壇に目を向ける。さっきまでとは明らかに印象が異なる。

　赤いのだ。

　祭壇の前には、水たまりのように溢あふれた血があり、その中心にミーシャが項うな垂だれるように膝をついている。右胸にはナイフが突き刺さっていた。

　見たところ生きてはいるようだが、すぐに治療ができないようにか、ご丁寧にミーシャの周囲には魔法障壁が張り巡らされていた。

「あら？　ようやく出てきたの。ずいぶん素直に言うことを聞いたものだわ」

　祭壇とは反対側、入り口にいたサーシャが声を発した。《不死鳥の法衣》を身に纏まとい、王おう笏しやくを手にしている。

「ふむ。なんの真ま似ねだ、サーシャ」

　すると、サーシャは嘲笑するように言った。

「ふんっ、馬鹿みたいだわ。ちょっとぐらい仲良くしてやっただけで簡単に騙だまされるんだもの。このわたしが、本当にそんなガラクタ人形と仲良くしたいとでも思った？　ぜんぶこのダンジョン試験で一位になるためのお芝居に決まってるじゃない」

　芝居、か。ミーシャと仲直りしたのも、それを喜んでいたのも、誕生日プレゼントに涙したのも、ぜんぶ噓うそだったと？

「男なんて単純だわ。ちょっとキスしてあげたぐらいで、コロッと騙だまされるんだもの。わたしがあなたみたいな雑種を好きになるとでも思ったのかしら？」

「ずいぶん演技が上う手まいんだな、サーシャ」

　そう口にすると、サーシャは若干怯ひるんだように俺を睨にらみ返した。

「……どういう意味かしら？」

「なに、演技が上手そうには見えなかったからな」

「そ。名演技でしょ」

「だが、裏切るにしてはどうも手ぬるい。やるならミーシャは殺し、蘇そ生せいが難しいように肉体を細切れにして、その肉片を一つずつ岩の中に封印し、捜し出せぬよう世界中にバラまいて、まあようやく序の口だ。そうしなかったのはなぜだ？」

　サーシャは顔をしかめる。ドン引きといった雰囲気だな。やはり、非情に徹しきれていない。

「ナイフで胸を撫なでた程度の悪戯いたずらで、なにを粋がっている？」

「……うるさいわ。ダンジョン試験で一位になればそれで目的は達成なだけよ」

　それも妙な話だ。

「王おう笏しやくを持っていっても、お前が俺の班員である限りは無駄なはずだが？」

　手に入れたアイテムの所有権は班リーダーにある。

　だが、サーシャはにっこりと笑い、魔法陣を展開した。

「《契約ゼクト》を破棄するわ」

　そう口にすると、ミーシャとサーシャの間で交わされた《契約ゼクト》の効力が消えた。

　確かにこれで俺の班員になる契約は無効だから、いつでも抜けることができる。

　しかし、ミーシャは《契約ゼクト》の破棄に同意していない。《契約ゼクト》は原則、両者の合意がなければ、破棄することができないはずだ。たとえ、相手が死んだとしてもその効力は続くのである。

　サーシャに、《契約ゼクト》を強引に破棄するほどの魔法が使えるとも思えない。

　いくつか考えられることはあるにはあるが、妥当そうなのは一つか。

「なるほど。興味深いな」

　俺がそう感想を漏らす。

　それだけで優位に立っていたつもりのサーシャが、逆に追い詰められたような顔になった。

「あなた……頭がおかしいんじゃないかしら？　その子放っておいたら死ぬわよ。そんなに余裕ぶっている状況じゃないのが、わからないの？」

「ふむ。この状況がなにか問題か？　見たところ、普段となにも変わらぬ、退屈で眠たい午後の授業だろうに」

　俺の言葉に、ますますサーシャが視線を険しくする。

「まあ、少し姉妹喧げん嘩かがすぎるようだがな」

「そのガラクタ人形を妹だと思った覚えはないと言ったでしょ！」

　怒気を込めて、サーシャは言った。

「いい？　それはね、わたしに利用されるためだけに生まれてきたの。使うだけ使って、役に立たなくなれば、ボロ雑巾のように捨てられる。哀れで、惨みじめな、魔法人形だわ」

　吐き捨てるように、憎しみを込めるように、サーシャはただただ論あげつらう。

「ふふっ、あははっ、あははははっ！　許してなんて言葉、本当に信じるなんてね。何度騙だまされれば気がすむのかしら。本当に馬鹿なお人形さん。わたしとあなたが仲良くできるとでも思っているのかしら？　ああ、でもよかったわ。もう使い道もないと思っていたけれど、その雑種を騙だますのに役立ってくれた」

　彼女の視線は俺ではなく、まっすぐミーシャを射抜く。

「ねえ。ミーシャ、まだ生きてるの？　最さい期ごだから言っておくわ。何度騙だまされたって、そうやって信じてくる、あなたのその良い子ぶりっ子なところが、わたしは虫むし酸ずが走るぐらいに大嫌いだったわ！」

　感情を高ぶらせ、刺すようにして発せられたサーシャの言葉。

　だが、その瞳に、《破滅の魔眼め》は浮かんでいない。

　さっきから、ただの一度さえ。

「それで？」

　一歩、サーシャの方へと、足を踏み出す。

「本音のところはどうなんだ？」

　そう問うと、サーシャは俺をキッと睨にらむ。

　今度はその瞳に《破滅の魔眼め》が現れた。

「どうした？　見透かされて怒ったか？」

　サーシャは俺を睨にらみ続け、しかし、途中でふっと微笑した。

「あら？　もしかして、あなた、わたしが《破滅の魔眼め》を制御できないと思っているのかしら？」

　そう言って、サーシャは静かに目を閉じる。

　ゆっくり目が開かれると、彼女の瞳からは《破滅の魔眼》が消えていた。

「ほら、ご覧の通りよ、こんなのを制御するぐらいなんでもないわ」

　サーシャはどこかほっとしたようにも見えるが、さて実際のところはどうか？

「俺の思い違いと言いたいわけか。なるほど。それで──」

　もう一歩、俺は足を踏み出す。

「本音のところはどうなんだ？」

　サーシャはきゅっと唇を引き結ぶ。

　俺が迫ってくるのを警戒しているからか、それとも？

「あなたもそのお人形さんと同じね。聞いたわよ、ゼペスとリオルグの話。兄弟は仲良くしろなんて、押しつけがましいにもほどがあるわ。あなたみたいに平和で、のんきで、世間知らずな馬鹿ばかりじゃないの」

　俺が世間知らずか。まあ、この時代に限っては、そうなのだろうな。しかし、平和とは言ってくれる。

「ちょっとぐらい力があるからって、なにも知らないくせに、良いい人ぶって好き勝手口を出さないでちょうだい！」

「断る」

　即答すると、サーシャは絶句した。

「俺は言いたいときに、言いたいことを言う。訊ききたいときに、訊ききたいことを訊きく。誰からも指図は受けぬ」

　もちろん、それなりの礼儀は弁わきまえているつもりだが、しかし、今言葉を引く理由はなにもあるまい。

「サーシャ。俺の配下でありながら、俺の友達に手をあげておいて、まさか、ただで済むとは思っていないだろうな」

　俺はまっすぐサーシャのもとへ歩いていく。

　彼女は身構えるように王おう笏しやくを強く握り締めた。

「いいのかしら？　わたしにちょっとでも危害を加えれば、あの子は死ぬわよ」

　連動魔法《条件レント》か。

　サーシャに危害を加えると、それが連動魔法《条件レント》となり、連動するようにミーシャの周囲に張り巡らせた魔法障壁が縮小し、彼女を押し潰す。ナイフが更に深く突き刺さり、絶命する仕組みだろう。

　死んだところで《蘇生インガル》を使えばいいだけなのだが、試験のときの話は聞いていないのか？

　まあ、死者が蘇よみがえることのない時代だ。生き返る魔法があると耳にしたところで、易やす々やすとは信じられぬか。ましてや、即座に順応できるものでもないだろう。

「先にあっちをなんとかすることね。いくらあなたでも、魔法障壁を壊して、ミーシャを治すのに一○秒はかかるでしょ。それだけあれば十分だわ」

《飛行フレス》の魔法で、サーシャの体が浮かび上がった。彼女はダンジョンの中を低空で飛び、この場から離脱する──

　──だが、それよりも遙はるかに速く、俺は地面を蹴り、サーシャに接近していた。

　彼女の手をつかむと、驚きのあまり、サーシャは目を丸くするしかなかった。

　同時に条件が満たされ、《条件レント》の魔法が発動する。

　しかし、ミーシャは無事だった。魔法障壁にはなんの変化もない。

「……どういうことよ……？　《条件レント》は確かに発動したのに……」

　サーシャは魔眼をミーシャに向ける。

　よく深しん淵えんを覗のぞけば、その魔法障壁と胸のナイフ、そして血が、俺の幻影魔法で作った偽にせ物ものだということがわかるだろう。

　ミーシャはとっくに回復魔法《治癒エント》によって、傷が治っている。

　連動するべき魔法障壁が壊されていては、《条件レント》が発動してもなにも起こるわけがない。

「《幻ラ影イ擬ネ態ル》の魔法……噓うそでしょ……いつの間に……？」

「見た瞬間に決まっているだろう。友達が死にかけているというのに、放っておいては良い奴やつぶることもできぬからな」

　その後、サーシャがなにか企たくらんでいるのだろうと思い、《幻ラ影イ擬ネ態ル》でしばらく泳がせたというわけだ。

「さて。あっちは〇．一秒でなんとかなったが、お前が逃げるまでの残り九．九秒、いったいなにに使うべきだと思う？」

　ほんの少しだけ、握った手に力を入れる。

　サーシャは苦痛に顔をしかめた。

「……待って……」

　祭壇の方から、声が聞こえた。

　サーシャの手をつかんだまま、そこを振り返る。《幻ラ影イ擬ネ態ル》を解除すると、ミーシャが立っていた。

「……許してあげて……」

　ふむ。らしいことを言う。

「まあ、許すのは構わぬがな。なにを考えているか洗いざらい話してもらった方がいいと思うぞ。こんな手ぬるい裏切り、猿芝居だと言っているようなものだ」

　ミーシャはふるふると首を横に振った。

「無理矢理はよくない」

　やれやれ。いつになく切実な目で訴えてくるな。

「……だめ……？」

　まあ、いいだろう。

　指図は受けぬが、願いなら話は別だ。特に友達の頼みぐらいは快く引き受けるものだ。

「ミーシャに感謝するといい」

　手を放す。すぐにサーシャは逃げるように空を飛んだ。

「ミーシャ。あなたって、本っ当に馬鹿ね。それでわたしがお礼を言うとでも思った？　おあいにくさま。あなたの人生、ぜんぶわたしに利用されるためにあったのよ。せいぜい最さい期ごの瞬間に、後悔するといいわ！」

　言った瞬間、サーシャは《飛行フレス》の制御を失う。

　床に落下し、派手に転がった。

「……痛……なによ、これ……？」

「ああ、悪い。見逃してやったというに、お前がやけにはしゃいでいるものだからな。ついつい飛べぬよう、魔力場を乱してしまった」

　屈辱的な表情を浮かべる少女に、俺は不敵に笑ってみせた。

「敗者は敗者らしく、せいぜい地べたを這はって、帰ることだ。でなければ、俺も気が変わるかもしれんぞ」

「……偉そうな奴やつ……覚えてなさいよ……」

　くはは、と思わず爽やかな笑いが漏れた。

「そういう台詞せりふが聞きたかったのだ。やれば、できるではないか」

　キッと睨にらんできながらも、踵きびすを返かえし、とぼとぼ歩いてサーシャが帰っていく。

　その背中に、俺は声をかけてやった。

「サーシャ。配下の裏切りに俺は寛容だ。ましてや、その程度の悪戯いたずらではな。相応の礼を尽くせば、許してやるぞ」

　サーシャは振り返りもせず、そのまま去っていった。
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「さて、ミーシャ」

　祭壇を振り向く。ミーシャは俺の近くまで歩いてきていた。

「今度は聞かせてくれるか？」

　じっと彼女は俺を見つめてくる。

「……サーシャのこと……？」

「お前のことだ」

　そう口にするとミーシャは無表情のまま黙り込む。

「……知りたい……？」

「友達だからな」

　ミーシャは僅かに俯うつむいた。

「言いたくないか？」

　ふるふるとミーシャは首を横に振った。

「言いたくなかった」

　なかった、ということは、

「気が変わったか？」

　こくり、と彼女はうなずく。

「アノスは友達。それに優しい」

「そうか」

「……ん……」

　ミーシャは無感情な目を俺に向けた。

「……一五歳の誕生日、午前零時に、わたしは消える……」

　淡々とした口調で、彼女はそんな告白をした。

「魔法人形と呼ばれていたことと関係があるのか？」

　そういう術式を組んでいればとくに驚く話でもない。

「魔法人形というのは正しくない」

　比喩だという意味か。

「ミーシャ・ネクロンは存在しない」

　ふむ。なるほど。そういうことか。

　これまでの経緯で大方の事情は読めたな。

「つまり、お前は元々サーシャだったというわけか」

　そう口にすると、驚いたようにミーシャが二度瞬まばたきをした。

「……どうしてわかった……？」

「《契約ゼクト》の契約を一方が強制破棄するのはまず不可能だ。莫ばく大だいな魔力の差があれば別だが、お前とサーシャの魔力は似たり寄ったりだからな。にもかかわらず、あいつは《契約ゼクト》を代償も支払わずに破棄した」

　考えられることは一つしかない。

「《契約ゼクト》を使った者同士の合意によって、契約は破棄された。お前とサーシャが同一人物であるなら、どちらか片方の判断で簡単にそれができる。自分自身で調印した《契約ゼクト》の破棄が容易たやすいようにな」

「……アノスは賢い……」

　褒められるほどのことではないのだが、まあ、この時代の者は一人の人物を二人に分ける魔法があることなど知るまいか。

「《分魂分体デイエルガ》か、それに類する魔法だな。分けられた体と根源は、次第に本来あるべき形に戻っていく」

　こくり、とミーシャはうなずいた。

「わたしは魔法で分けられた疑似人格、本来は存在しない。一五歳の誕生日にサーシャに戻るだけ。だから、あの子はわたしを魔法人形と呼んだ」

　仮初めの命だから魔法人形、か。どうりで同じ魔力、同じ血統でありながら、ミーシャを白服にしているわけだ。

　すぐに消えることが予あらかじめわかっていたのだ。

「アイヴィス・ネクロンの仕業だな？」

　またしてもミーシャは驚く。

　どうやら、図星のようだな。

「……どうして……？」

「《分魂分体デイエルガ》は簡単な魔法ではない。この時代にそれが使える者は限られている。また胎児のときでなければ成功率が低くなる。お前たちはアイヴィスの血族だしな。奴やつがやったと考えるのはそう的外れではあるまい」

　それに奴やつには理由がある。

「《分魂分体デイエルガ》と一緒に、お前たちに融合魔法を施しているのだろう。魔力と魔力を融合させる融合魔法だが、その術式には融合時間が有限という欠陥がある」

　俺が改良した融合魔法の術式とて、二つの魔力を永遠に融合させておくことはできない。

「だが、本来一つのものを二つに分ければ話は別だ。ミーシャとサーシャが一人の人物に戻ろうとする力を利用し、融合魔法の欠点をなくすことをアイヴィスは思いついた」

《分魂分体デイエルガ》で二つに分け、融合魔法で魔力を増幅させれば、本来の人物よりも何十倍、あるいは何百倍といった魔力が得られるだろう。本来は一つのものであったため、融合魔法の欠点により再び分離してしまうということもない。

　もっとも、どう考えても、かなりの無茶をしている。術式の複雑さはもとより、魔法行使の難度、そしてサーシャへのリスクは莫ばく大だいなものになっているだろう。

　身に余るだけの魔力を得て、体がもつかどうか。あるいはその前に精神がやられるかもしれぬ。

　まあ、アイヴィスは腐っても、俺が直接生み出した魔族だ。その辺りはうまくやったのだろうな。

「それ以外にも可能性は考えられるが、どうだ？」

　ミーシャはうなずく。俺の推測が正しいという意味だろう。

「《分離融合転生デイノ・ジクセス》」

「それがサーシャにかけられた魔法か？」

　こくり、とミーシャはうなずいた。

《分魂分体デイエルガ》と融合魔法の術式を組み合わせて作った魔法だろう。

　恐らくは、より強い魔族を生み出すために開発したに違いない。元々、融合魔法を研究していたのも、それが目的なのかもしれぬな。

「だから、誕生日には会えぬと言ったのか」

　ミーシャは首を縦に振る。

「……ごめんなさい……」

「なにを謝る？」

「……黙ってた……」

「そんなことを気にするな。言いたいときに、言いたいことだけ言えばいい」

　ミーシャは目を伏せ、呟つぶやくように言った。

「普通に過ごしたかった」

　俺が視線で問いかけると、続けて彼女は言う。

「わたしが生まれたときから、運命は決まっている。わたしは消えて、サーシャだけが残る。それでも、いいと思った。一五年がわたしの一生」

　人間ですら短すぎる寿命だ。

　魔族であれば、一瞬とも思えるほど僅かな生だろう。

「その分だけ、思い出が欲しかった。でも、わたしに話しかける魔族はいない。ネクロンの片割れは、存在しないことになっているから。それは魔王学院でも同じ」

　ふむ。確かにミーシャが他の魔族と話しているところを見たことはないな。エミリアでさえ、事務的なやりとりしかしようとしない。

「そう思ってた」

　ミーシャの目が強く、まっすぐ、俺を見つめる。

「アノスが話しかけてくれた。友達になってくれた。家に連れていってくれて、ご両親と楽しくお話しした」

　ミーシャは笑う。

　くだらない、ただそれだけの思い出を、大切に抱えるように。

「わたしの一生には、奇き蹟せきが起きた」

　俺がただ気まぐれに誘っただけのことが奇き蹟せきだという少女が、これまでどんな過去を歩んできたのか、それは想像に難かたくない。

　この時代は確かに平和だ。それでも、悲劇がないわけではない。

「アノス」

　彼女が俺を呼ぶ。

「わたしの名前を呼んでくれてありがとう。嬉うれしかった」

　まるで明日が来るまでに言っておきたかったとばかりに、そんな馬鹿なことを宣のたまうミーシャの頭に、俺はそっと手をやった。

「どうしたの？」

「いいのか、それで？　本当に満足か？」

　ミーシャはうなずく。

「怖いものはない」

　初めて会ったときも、そんなことを言っていたな。

「わたしは初めから、どこにもいないから」

　やれやれ、まったく、困ったものだ。

「お前はここにいる。俺が認めた初めての友達だ。まさか、俺が友を見殺しにするとは思っていないだろうな？」

　一瞬、ミーシャは目を丸くする。

　けれども、すぐに首を横に振った。

「……アノスでも無理……。わたしは初めから存在しない。それが元に戻るだけ。死ぬわけじゃなくて、消える。生き返らせることはできない」

《蘇生インガル》は死んだ後も残る魂、もっと深しん淵えんを覗のぞくなら魔力の源であるその根源を元にして蘇そ生せいを行う。

　だが、ミーシャの根源は、そもそもサーシャのものなのだ。ミーシャが消えた後に《蘇生インガル》を使おうとしても、蘇そ生せいの元となるミーシャの根源はどこにも存在しない。

「根源と体をずっと二つに分けておくことはできない」

　本来は一つのものを、魔法で二つに分ける。その限界が一五年だ。一五年経たち、元に戻らない根源と体は、生き続けることはできない。

　そもそも、今のサーシャとミーシャに分かれた状態が不自然なのだ。

　魔法というのは一時的に不自然なことを起こせるし、不自然な状態を元に戻すこともできる。

　だが、その不自然を魔法で維持し続けることはできない。もしも、そうすれば、必ずどこかに歪ゆがみが生じる。

「ありがとう」

「なぜ礼を言う？」

「アノスが優しいから」

　わからぬな。

「優しいというのは良いい言葉だ。だが、それで救えるものなどない」

　ふるふるとミーシャは首を振る。

「わたしは救われた。だから、大丈夫」

　なにが大丈夫だというのか。

　そう思っていたら、ミーシャは背伸びをし、俺の頭を撫なでた。

「よしよし」

　わけのわからぬことをする。

「それは、なんのつもりだ？」

「悲しそうだった」

「悲しい？　俺がか？」

　悲しいのはミーシャだろうに、彼女は俺の問いにうなずいた。

「わたしと友達になって後悔した？」

「なぜそんなことを訊きく？」

　一瞬、口を噤つぐみ、それから彼女は言った。

「……ミーシャ・ネクロンは存在しない……」

　無表情でただ淡々と告げる彼女は、自分が消えることよりも、俺が消えてなくなる友達と仲良くなってしまったことを案じている。

　馬鹿め。この大馬鹿者め。

　俺はその細い体に手をやって、思いきり抱きよせた。

「……アノス……？」

「俺には知らぬことが二つある」

　強く、強く、ミーシャを抱きしめる。

　お前は確かにここにいると訴えるように。

「……なに……？」

「後悔と不可能だ」
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　俺に抱きしめられながら、ミーシャはその無機質な瞳を向けてくる。

「言っただろう。俺は魔王の始祖だ。お前の願いを叶かなえてやる」

　ミーシャは無表情のまま考える。戸惑っているようにも思えた。

「仲直りがしたい」

　サーシャと、ということだろう。

「それが、わたしのお願い」

　この期に及んで出てくるのがそれか。まあ、俺が始祖だと信じることはできないのだろうな。

　俺の言葉が噓うそにならぬように、俺に後悔をさせぬように、気遣っているのだ。

「……難しい……？」

「心配するな。不可能は知らぬと言ったはずだ」

　ミーシャから手を放す。

　祭壇の間の大扉へ向かい、俺は歩き出した。

「どこへ行く？」

「サーシャのところだ。仲直りするのだろう？」

　俺が笑いかけると、ミーシャはほんの少し嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「……ん……」

「ミーシャ。一つ約束をしないか？」

　ミーシャが俺に目を向ける。

「最さい期ごの瞬間まで明日があると思って生きよ」

　彼女は沈黙する。

「普通に過ごしたいんだろ？」

　そう口にすると、ミーシャはうなずき、言った。

「わかった」

「よし。なら、とっととサーシャを捕まえるか」

　俺たちは元来た道を引き返す。

　ぼーっと前を見つめ、とことことミーシャは歩を進める。

　怖いものはない、と彼女は言った。

　自分は存在しないのだから、と。

　果たして、本当にそうか？

　お前はもう諦め、受け入れたのかもしれぬがな。

　しかし、見ているがいい。




　──俺は、アノス・ヴォルディゴードだ。








§23．【二度目の勝負】






　地下ダンジョンの上層へ向かい、俺とミーシャは階段を上っていた。

「追いつく？」

　ミーシャが尋ねてきた。

　サーシャが《飛行フレス》の魔法を使えないようにしてあるとはいえ、同じペースで歩いていては当然追いつかない。向こうは走っているかもしれぬしな。

「大丈夫だ」

　俺は僅かに足を上げ、トン、と踊り場の床を踏み鳴らす。

　ガガッ、ドドドドドォ、と地下にあるダンジョンが大きく揺れ始めた。立っているのさえ難しいほどの震動だ。

「つかまれ」

「……ん……」

　俺の手にしがみつき、ミーシャは震動になんとか耐える。

　約一分ほど続いたか、ようやく揺れは収まった。

「もう放してもいいぞ」

　ミーシャはそっと手を放した。

「なにをした？」

「少し地形を変えて行き止まりを作った。これで嫌でも追いつく」

　俺たちは先へ進む。やがて階段を上り終えると、目の前に明るい空間が現れた。来たときに通った自然魔法陣の部屋だ。

　そこにサーシャがいた。

　途方に暮れたように、立ちつくしている。来たときはあったはずの通路がどこにもないためだろう。先程、俺が足を踏み鳴らしたことで、地形が大きく変わり、行き止まりとなっていた。

「よう、サーシャ」

　声をかけると、びくっと体を震わせ、彼女は振り向いた。

　王おう笏しやくを握り締め、身構えている。

「これも、あなたの仕業かしら？」

　部屋が行き止まりになっていることを言っているのだろう。

「さて、裏切り者に教えてやると思うか？」

　サーシャが視線を険しくする。俺の狙いが読めず、警戒しているようだ。

「王おう笏しやくが欲しいなら、わたしを殺せばいいわ」

「なに、ミーシャがお前と仲直りをしたいと言うのでな」

　サーシャは目を丸くし、そして苛いら立だちを露あらわにした。

「馬鹿じゃないの。あなた、ついさっきわたしになにをされたか、もう忘れたの？」

　鋭く発せられた言葉。

　けれども、ミーシャはただまっすぐサーシャを見返すばかりだ。

「呆あきれたわ。本っ当に馬鹿なお人形さん。アノス、あなたもよ。こんな子の言うことを真に受けるなんてね。いい？　あなたがずいぶんと入れ込んでいるその子は存在しないの。命も根源もない。明日になれば消えるだけの、ただのガラクタ人形よ」

「ふむ。それは先程聞いたが、だからなんだ？」

　俺の言葉が予想外だったか、サーシャは返事に窮する。

「……そう、話したの。お人形さんのくせに、ずいぶんと生きているみたいに振る舞うじゃない。消えるのが怖くなったのかしら？」

　サーシャが論あげつらうように言う。

「違う」

「なにが違うのよ？」

「わたしが消えるのは決まってる。怖いものはない」

　淡々とミーシャは言った。

「でも、その前にサーシャと仲直りしたい。それだけ」

　キッと彼女はミーシャを睨にらみつける。

「本当のことが知りたい」

「なによ？」

　珍しく躊ちゆう躇ちよしたように、ミーシャは怖おず怖おずと訊きいた。

「…………サーシャは、わたしのこと…………嫌い……？」

　その質問にサーシャは答えなかった。

　彼女は俺の方を向き、こう言った。

「ねえ。もう一度、勝負しないかしら？」

　なにを言い出すかと思えば、懲りない女だな。

「どんな勝負だ？」

「わたしがこれから魔法陣を描くわ。その魔法陣を初見で魔法行使できればあなたの勝ち。できなければ、わたしの勝ち」

　他人の構築した魔法陣を使い、魔法行使するのは難しい。それも、なんの魔法かわかっていなければ、初見で術式を完全に理解しなければならない。普通なら、魔法陣を描く側が圧倒的に有利な勝負だろう。

　相手が俺でなければな。

「いいのか？　そんな俺に有利な方法で。もっとハンデをつけてやってもいいぞ」

「問題ないわ。あなたにだって絶対にできないもの」

　ふむ。自信がある、というわけか。面白い。

「なにを賭ける？」

「あなたが勝ったら、あの子の質問に答えてあげる」

「お前が勝ったら？」

「わたしの命令に従って、魔法を一つ使ってもらうわ」

　奇妙な条件だな。

「なんの魔法だ？」

「あら？　確かめないと、怖くて勝負もできないのかしら？」

　ほう。なかなか煽あおり方を弁わきまえた奴やつだな。

　自分の命令には絶対服従という範囲の広い条件ではなく、あえて魔法を一つ使ってもらう、としたのはそれだけ《契約ゼクト》の拘束力を高めるためだろう。

　元々《契約ゼクト》は生半可な代償で破棄できるものではないが、それだけ俺の魔力の高さを警戒しているというわけだ。条件をシンプルに、限定的なものにした方が、《契約ゼクト》の拘束力は強く働く。

「構わぬ。受けて立とう」

　サーシャは満足そうに微笑し、《契約ゼクト》の魔法を使った。内容を確認し、俺はそれに調印する。

「それで？　その魔法陣とやらは？」

「これから描くわ」

　サーシャは踵きびすを返かえし、歩き出す。彼女が立ち止まったのはちょうど部屋の中心だ。静かに瞳を閉じ、まっすぐ立てた王おう笏しやくを両手で持った。

　魔力の粒子が立ち上り、彼女の足元に魔法陣になる原形の魔力円が浮かんだ。その円は次第に大きく広がっていき、部屋全域に及ぶ。

　かなりの規模の魔法陣だ。本来のサーシャの力では少々手に余る、といったところだが、王おう笏しやくと《不死鳥の法衣》が彼女の魔力を底上げし、魔法陣の構築を補助していた。

　魔力円に魔法文字が浮かんでいき、次々と魔力門が現れていく。

　十数分が経過した。サーシャは未いまだ魔法陣の構築を行っているが、俺にもまだなんの魔法なのかがわからない。

　理由は二つある。

　一つは、この魔法を俺が知らぬということだ。

　神話の時代にあった、どの魔法にも似ていない。二千年の間に、新たに開発された魔法というわけだ。あるいはサーシャの自信からして、彼女自身が開発したものかもしれぬな。

　もう一つは、魔法陣がまだまったくの未完成だからである。見たところ、一割もできていない。これでは選択肢が多すぎて、さすがの俺も、どんな魔法なのか絞り込むことは不可能だ。

「いつまでかけるつもりだ？」

「心配しなくても、明日の零時までには間に合うわ。その子が消えるまでにはね」

　魔法陣の構築ペースから考えれば、完成は明日の零時ぎりぎりといったところか。

　なるほど。大方、俺の時間を奪う作戦なのだろう。ミーシャが消える前に魔法行使を行おうとすれば、焦あせって失敗するかもしれない、とでも考えたか。

　あるいは、それ以外にもなにか企たくらんでいるのかもしれぬな。

「あら？　ちょっとは焦あせってきたかしら？」

「俺に勝負を挑むのだから、せいぜい万全を期すがいい。どんな小細工を弄そうと、無駄なことだ」

「大した自信ね。見てなさい。今度ばかりはわたしが勝つわ」

　班別対抗試験であれだけ実力差を見せてつけてやったというのに、どこからその自信が出てくるのか。サーシャは俺の力がわからぬわけでもないのだからな。

「面白い。その無謀な勇気に免じて、魔法陣が完成するまで見ないでおいてやろう」

　俺はその場に座り込み、魔眼めを閉じる。

《魔力時計テル》の魔法を使い、時間がわかるようにしておいた。

　サーシャは魔法陣の構築に集中している。これだけの規模だ。少しでも間違えれば、時間に間に合うまい。そして、それは彼女の誇りが許さないだろう。

　なかなかの集中力でサーシャはミスなく魔法陣を描き続ける。

　やがて日が暮れ、この部屋に月明かりが差し込んでくる。

　ミーシャはじっと姉の姿を見ていた。

　必死に魔法陣を構築する、その光景を、目に焼きつけようとするように、瞬またたきすら惜しみ、視線を注ぎ続けている。

　そうして、刻一刻と時は過ぎ、《魔力時計テル》が、夜の一一時四五分を示した。








§24．【噓うそ】






　サーシャは言った。

「アノス」

　ようやくか。

　俺はゆるりと身を起こし、部屋中に描かれた魔法陣に魔眼めをやった。

　だが、未完成だった。

「まさか、間に合わなかったと言うんじゃないだろうな？」

「そんなわけないじゃない。これで完成よ」

　サーシャは手をかざす。

　発動した魔法は部屋に注そそぎ込こんでいた月明かりを無数の光に枝分かれさせ、魔法陣の足りないピースを一気に埋めた。

　完成したのは、部屋一帯を埋め尽くす巨大な自然魔法陣である。

　俺はすぐさま魔眼を働かせ、その魔法術式の解析を始めた。

　何十万と描かれた複雑な魔法文字を正確に解読するのは、この時代の術者ならば、丸一日は要したかもしれない。しかし、俺は見た瞬間に難なくそれを看破していた。

　魔法行使は造作もない。

　だが──

「く、くくく。くははははっ。なるほど。なるほどな、サーシャ。初めからお前は勝負に勝つつもりなどなかったというわけだ」

　俺の言葉に、サーシャは微笑した。

「自分の力ぐらい弁わきまえているもの。こんな勝負、いくら負けたっていいわ。でも、わたしは運命にだけは負けたくないの」

　運命に負けたくない、か。

「お察しの通り、わたしの目的はこの大魔法をあなたに行使してもらうことよ」

「よく考えたものだ。俺が勝負に勝つには、この魔法を発動しなければならぬ。そして、勝負に負ければ、お前はこの魔法を発動しろと命じる」

《契約ゼクト》がある以上、いずれにしても俺はこの魔法陣を使い、魔法行使を行わなければならない。勝負に勝とうと負けようと、サーシャは目的を果たせるというわけだ。

　無論、俺の力をもってすれば抜け道がないわけではないが……それも無粋か。

「いいだろう。お前の知恵と勇気に敬意を表し、勝ちを拾わせてもらおう」

　俺は魔法陣に向かって、手をかざす。

　サーシャと魔力の波長を同調させ、魔法陣を起動する。

「初めて見るが、なんという魔法だ、これは？」

「《根ゼ源ク同シ調ズ》。わたしが開発した魔法よ」

《根ゼ源ク同シ調ズ》の術式を解読したところ、その魔法効果は魔力の波長を他者と同調させるというもの。今俺がやったように魔法行使を行う表面上の波長ではなく、その根源から別人のように変えてしまうのだ。

《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》級の高難度魔法である。サーシャはこの術式を構築するまではかろうじて成し遂げたものの、自ら魔法行使するまで力が及ばなかったのだろう。

　それゆえ、俺に魔法を使わせたかったというわけだ。

《根ゼ源ク同シ調ズ》の対象者はサーシャ本人、同調する相手はミーシャになっている。

「その覚悟、存分に示すがいい」

　俺は《根ゼ源ク同シ調ズ》を発動する。

　青い粒子が蛍のように飛ひ翔しようし、魔法陣の中心にいたサーシャの体が光り輝く。ますます光は強くなっていき、部屋全体が蒼あおく染まった後、ふっと視界は元の色を取り戻した。

「……終わったの……？」

「ああ、勝負は俺の勝ちだ。わかっているだろうな？」

　サーシャはうなずく。

「噓うそをつけないように、《思リ念ク領ノ域ス》を使わせてもらうぞ」

《思リ念ク領ノ域ス》はその範囲内にいる者の思考を術者に伝える。反魔法で防げなくもないが、俺が相手ではまず不可能だ。

「構わないわ」

　ミーシャに視線をやると、問題ないというようにうなずいた。

　俺は《思リ念ク領ノ域ス》を発動する。

「ミーシャ」

　広大な部屋の中央で、ネクロンの姉妹は向かい合う。

　月明かりが幻想的に降り注いでいた。

「あと一〇分ちょっとであなたは消えるわ」

　ミーシャはこくりとうなずく。

「どんな気分かしら？」

　いつものように淡々とミーシャは答えた。

「怖いものはない」

「そ」

　まっすぐサーシャは妹を見つめる。

「本当のことが知りたいんだったわよね？」

「……ん……」

「いいわ。これが最後だもの。答えてあげる」

　すっとサーシャは息を吸い込む。

《思リ念ク領ノ域ス》に意識を傾ければ、その魔法を通し、彼女の思考が伝わってくる。




　──これが、最後──




　──あなたは、初めから存在しない。

　──ただわたしは元の形に戻るだけ。

　──自分と似たような存在が、いつもそばにいるほど、目め障ざわりなことはない。

　──ああ、そんな風に思えたら、どれだけよかったんだろう。

　──子供の頃、わたしがまだ《破滅の魔眼め》をまったく制御できなかった頃……──

　──あなただけがわたしのそばにいてくれた。

　──あなただけがわたしの目を見てくれて、あなただけがわたしに笑いかけてくれた──

　──あなたが練習につき合ってくれたおかげで、わたしは目を合わせさえしなければ、誰かを傷つけることがないようにまでなれた──

　──外に出て、他の魔族たちと笑うことができるようになった。

　──でも、存在しないあなたは、必要なときに使用人がつけられるだけで、殆ほとんどいつも独りぼっちで過ごしていた──

　──一五年、わたしは十分に楽しく生きた。

　──だから、もういい。もういいんだ。

　──残りの人生はあなたにあげるわ。

　──運命だからとあなたは言うけれど、わたしはそんなもの認めない。

　──わたしたちの魂と体は二つに分かれたもの。

　──わたしがオリジナルだけど、それを変える術があるはずだと思って、ずっと魔法を研究していた──

　──《分離融合転生デイノ・ジクセス》が、わたしとあなたを区別しているのは、魔力の波長。

　──だから、《根ゼ源ク同シ調ズ》を使ってわたしの魔力の源である根源を、あなたとまったく同じにすれば、どちらがオリジナルかわからなくなる──

　──わたしだけの力じゃ無理だったけれど、アノスのおかげで間に合った。

　──あとはもう一つの魔法、《主格交代デルト》で《分離融合転生デイノ・ジクセス》に働きかけ、あなたを本物にしてあげる──

　──きっと、できるわ。

　──《主格交代デルト》を使うための最後のピースは、あなたがあなたであることを自覚すること──

　──わたしを、サーシャ・ネクロンを拒絶すること。

　──そのために、ずっと今日まで準備をしてきたんだもの。

　──ずっと、あなたに嫌われる準備を──

　──大丈夫。できるわ。

　──これで、最後だけど──

　──ごめんね、ミーシャ。わたしは本当のことなんか言わないわ。

　──たとえ、《契約ゼクト》の代償を支払うことになっても、どうせわたしは消える。




「ねえ、お人形さん」




　──ねえ、ミーシャ──




「わたしはあなたのことが、ずっとずっと、大嫌いだったわ」




　──わたしは、あなたのことが、ずっとずっと、大好きだったわ──




　サーシャが契約に背く。

　俺はその瞬間、《契約ゼクト》を破棄していた。

「だから」




　──だから──




「ごきげんよう」




　──さようなら、ミーシャ。大好きな、わたしの妹。




　サーシャは妹を抱きしめる。

　悟られぬよう、気がつかれないよう、嘲笑しながら。




　──うまく笑えているかしら？

　──わからないけど、この状態なら顔も見えない。

　──変えてみせる。あなたが死ぬなんて、そんな運命、ぶち壊してやるわ。

「……《主格交代デルト》……」




　──元気でね、ミーシャ。ばいばい──




　サーシャが魔法を唱えた瞬間、二人は目ま映ばゆい光に包まれる。

　その輝きが次第に収まっていき、光に飲まれた二人の影が見え始める。

　十数秒が経過し、やがて光は完全に消えた。

　そこにあったのは、変わらない二人の姿である。

　驚いたような表情で、半ば呆ぼう然ぜんとしながら、サーシャは妹の顔を見つめる。

「…………そんな……」




　──ずっと、準備をしてきたのに。

　──万全を期して、絶対に間違えないように、完璧に計画を練ってきた。

　──それなのに……。




　そんな心の呟つぶやきが溢あふれ出でた。

　彼女は絶望に染まったような声で、小さく、言葉をこぼす。

「…………どうして……？」

　サーシャの魔法は失敗したのだ。

　彼女は今にも泣き出しそうだった。

「なんの魔法？」

　ミーシャが尋ねるも、サーシャは悔しそうな顔を浮かべるばかりだ。

　そんな姉をじっと見つめた後、ミーシャは言った。

「サーシャは噓うそが下手」

　それは淡々とした口調で、けれどもとても優しくて、

「どうして噓うそをつくのかわからない」

　その瞳は、姉への好意だけが溢あふれている。

「でも、わたしは不器用なサーシャが好き」

　サーシャは唇を嚙かみ、ぐっと涙を堪えた。

　だが、我慢しきれず、ぽたぽたと頰に雫しずくがこぼれ落ちる。

　ミーシャが彼女を拒絶しなければ、《主格交代デルト》の魔法は成立しない。

　サーシャが立てた計画は、確かに完璧だったのだろう。

　それでも、一つ誤算があった。

　ミーシャは思った以上に姉のことが好きで、そしてサーシャも演技で取り繕えないぐらい妹のことが大好きだったのだ。

　悲しいかな、サーシャがミーシャを助けたいという想おもいそのものが、その計画に破綻をもたらしたのだ。

「……馬鹿……」

　絞り出したような声が、ただ響いた。

「……馬鹿よ、あなた……あんなに……あんなに、わたし、ひどいことをしたのにっ……！」

　サーシャは訴える。

「ひどいことを言ったのに……あなたを傷つけたのに……どうして……どうして……？」

　絶望に打ちひしがれるように膝をつき、サーシャは妹の胸に顔を埋めた。

「……お願い……ミーシャ、わたしを嫌いになって。拒絶して……」

　涙をこぼしながら、懇願するようにサーシャは言う。

「じゃないと、あなたを助けられない。わたしはあなたの代わりに消えてもいいから」

　ミーシャは姉の頭にそっと手をやり、優しく撫なでた。

「よしよし」

　サーシャの肩を抱いて、ミーシャは言う。

「気にしないで。最初からいなかったのはわたし」

「そんなの、そんなの関係ないわっ！　だって、ミーシャはここにいるでしょ！　わたしは守りたいのっ！　大好きで、大切な、妹だからっ。こんな運命、ぶち壊してやりたいのっ!!」

　ぎゅっとサーシャはミーシャにしがみつく。

「……お願い……いなくならないでよ……わたしをおいていかないで……」

　困ったようにミーシャは微笑ほほえむ。

「わたしはいなくならない。サーシャになるだけ。ずっとあなたのそばにいる」

　もう時間は殆ほとんどない。

　ミーシャがミーシャでいられるのは僅かだった。

　泣きじゃくるサーシャを撫なでながら、彼女は満足そうな顔をした。

「仲直りができた」

　ミーシャが俺を振り向く。

「アノスのおかげ」

「よかったな」

　こくりと彼女はうなずく。

「他に願いはあるか？」

　ふるふるとミーシャが首を振る。

「思い残すことはなにもない」

　まっすぐ、俺を見据え、彼女は言った。

「もう仲直りできないと思った。でも、わたしの人生には、二度も奇き蹟せきが起きた」

「なにを言う」

　不思議そうにミーシャは視線で問いかける。

　俺は言った。

「本当の奇き蹟せきは、これからだ」

　手をかざし、《魔ガ王イ軍ズ》の魔法を展開した。








§25．【始祖の答え】






「いつまで泣いている？　立て、サーシャ」

　俺が言葉を発すると、彼女は泣き腫らした赤い目をゆっくりと向けてきた。

「諦めるのはまだ早い」

「……ミーシャの代わりにわたしを消すことができるの？」

「できるかできないかで言えば、できる。《主格交代デルト》だったか？　ミーシャの拒絶をトリガーにしなければならないのはお前が未熟だからだ。俺ならば、《根ゼ源ク同シ調ズ》すらいらぬ」

《主格交代デルト》はサーシャとミーシャにかけられた《分離融合転生デイノ・ジクセス》の魔法術式に働きかけ、ミーシャを本物と判定させる。《根ゼ源ク同シ調ズ》で二人の根源を同調させたのも、成否がミーシャの意志に委ねられているのも、サーシャの魔力と魔法技術が不足しているため、条件を限定することで魔法を成立させようとしたにすぎぬ。

「それはだめ」

　ミーシャが訴えるような視線を向けてきた。

「安心しろ。そんなことをするつもりはない」

　今度はサーシャが言った。

「お願いっ！　アノスッ。わたしを消して！　わたしはもう十分生きたわ！　残りの人生はミーシャにあげる」

「元々いなかったのはわたし。サーシャが犠牲になるのはおかしい」

　サーシャとミーシャは俺に訴える。互いに庇かばい合い、自分が消えるべきなのだ、と。

　やれやれ、まったく、なんと健けな気げなことか。だが、残念ながら二人の主張はどちらも俺の流儀ではない。

「そういえば、適性検査でこんな質問があったな」

　入学試験の内容を振り返り、俺は言った。

「力はあるが魔王の適性に乏しい娘と、力はないが魔王の適性に長たけた息子がいたとする。あるとき二人は神の呪いを受け、死にかける。呪いを解くための聖杯は一つ。どちらを救うべきか。このときの始祖の考えを述べよ」

　二人に向かい、俺は問いかけた。

「正解はなんだ？」

「適性に長たけた方」

　答えたのはミーシャだ。

「なぜだ？」

「どれだけ力があっても適性のない魔族に、魔王は転生しない」

　なるほど。この時代らしい考え方だ。血統や適性を重視する現在では、それが正解とされているのだろう。

「それは間違いだ」

　ミーシャはじっと俺を見る。

「力がある方に転生する？」

　前者を選ぶなら、力のある者こそが魔王だという考えになるだろう。

　だが──

「それも間違っている」

　ミーシャは、わからないといった風に目をぱちぱちと瞬まばたかせた。

「力があるから、適性があるから、いったいなんだというのだ？　そもそも、どちらを救うべきかと訊きいてくるこいつは誰だ？　始祖がいつどちらかしか救えないと口にした？　神の呪いだと？　なぜ神如ごときに俺が屈する？」

　サーシャとミーシャに向かい、堂々と俺は言った。

「正解は、聖杯を二つにして両方救う、だ」

　俺の言わんとすることがわかったのだろう。力なく、しかしサーシャは確かに立ち上がった。

「二人とも助けてやる」

「……だけど、どうやって……？　そんなの考えなくても無理だってわかるわ。わたしたちの体と根源は元々一つ。それをずっと二つに分けておくことはできない。ミーシャの器を用意したって、根源は半分だけじゃ長く生きられない。転生させたって、それは同じよ」

　不可能だとサーシャは理屈を並べる。だが、それでも彼女は立った。不可能だとわかっていたなら、なぜ立ち上がったのか？

　期待しているのだろう。僅かな望みに賭けているのだ。班別対抗試験のときのように、この俺がつまらん常識を覆くつがえすのを。

　その期待に、応えてやらぬわけにはいくまい。

「すべての原因は、お前たちが元々一つだったということだ」

「……だから、無理ってことでしょ……？」

「いいや。簡単な理屈だろう。それなら、元々二つだったことにしてしまえばいい」

　サーシャが目を大きく見開き、驚きをあらわにする。

「そんなこと、どうやって？」

「過去を変える」

　サーシャは絶句した。まさか、過去が変えられるものだと思っていなかったのだろうな。

　だが、真の魔法というものは時さえも軽く超越するのだ。

　このレベルになると、さすがの俺も、容易たやすいとまでは言えないが。

「一五年程度なら、《時レ間バ操イ作ド》で遡れる」

　すると、今度はミーシャが言った。

「過去を変えれば、わたしは生まれない」

「……そうよ。《分離融合転生デイノ・ジクセス》の魔法で、初めてミーシャが生まれたんだもの。たとえば最初からわたしたちが双子だったりしたら、今ここにいるミーシャは消えるわ。妹ができたって、それはミーシャじゃない……」

　たとえ過去を変えたとしても、今度はミーシャが生まれない。文字通りの八方塞がり、不可能というわけだ。

　だが、不可能さえ滅ぼすのが、魔王というものだ。

「分かれた二つの根源は、いつか必ず一つに戻る運命だ。なら、もう一つ根源があればいいと思わないか？」

「どういうことよ？」

「お前たちが二人ずついればいい」

　俺の言葉の意味が理解できなかったか、二人は半ば呆ぼう然ぜんとしている。

「今ここに、三人目が、根源が半分しかないもう一人のサーシャがいたとしよう。もう一人のサーシャも、いつか必ず一つに戻る運命だ。ならば、そのとき、お前たち二人のうち、どちらと融合する？」

　サーシャは考え、そして言った。

「わからないわ。同じ根源なんだから、わたしか、ミーシャのどちらかと融合する」

「そうだ。つまり、今ここにいるサーシャともう一人のサーシャが融合することもある。そうすれば、サーシャ・ネクロンは一つの根源に戻ったことになる」

　続けて、俺は言った。

「そして、四人目が、もう一人のミーシャがいたとしよう。今ここにいるミーシャともう一人のミーシャが融合すれば、やはりミーシャ・ネクロンは一つの根源に戻ったことになる」

　一つの根源に戻ったなら、二人のうちどちらかが、消えてしまう心配はもうない。

「……意味がわからないわ……。それはわたしたちがもう一人いれば、そうかもしれないけど、どこにいるのよ？　まったく同じ人物を作るなんて、そんな魔法があるっていうの？」

「残念だが、どんな魔法を使っても同一人物は生み出せぬ。俺たちの根源はこの世にただ一つしかない」

「じゃ、やっぱり無理ってことでしょ？」

「いいや。同一人物は生み出せないが、もう一人の自分に会いに行くことはできる」

「……どうやって……？」

「過去を遡れると言ったはずだ。過去にいるお前たちと、現在のお前たちを融合させる」

　さすがのサーシャとミーシャも、まるでわからないといった表情を浮かべている。起源魔法《時レ間バ操イ作ド》を使った際に生じる時間概念を、彼女らは知らないのだ。神話の時代とて、数秒前の過去を変えられる魔族が何人いたかといったところだからな。

「つまり、今ここにある二人の根源を、一五年前に送り込む。そこには生まれたばかりのお前たちの根源がある。現在も過去も二つの根源は元々一つだった。ミーシャとサーシャは同一人物。当たり前だが、過去のミーシャと現在のミーシャも同一人物だ。そして、二つの根源は一つに戻ろうとする。ならば、過去のミーシャの根源と、現在のミーシャの根源を一つに融合することはできる。サーシャも同じだ」

「……どうなる……？」

「有り体に言えば、一五年前に、お前たちは双子で生まれたことになる」

　過去改変には様々な法則があり、厄介だ。

　双子が生まれたことに誰かが気がつけば、時間の矛盾が発生し、過去の改変はうまくいかない。

　だから、誰にも気づかせないように、世界にすら悟られぬよう、そうするのだ。

「過去は改変されるが、お前たちも、アイヴィスも、ミーシャは《分離融合転生デイノ・ジクセス》で生まれたものだと勘違いする。これまでの人生も、世界の歴史も、塵ちり一つの変化はない。結果として変わるのは一つだけ、明日の零時になってもミーシャはここにいるということだ」

　信じられないといった顔をしながら、サーシャは言った。

「……そんなことが、本当にできるの……？」

　俺ははっきりとうなずいた。

「皇族なら起源魔法は使えるな？」

「使えるけど……」

　ミーシャに視線をやると、彼女もうなずいた。

「《時レ間バ操イ作ド》を使うのはお前たちだ。俺が過去を遡ってもどうにもならぬからな。お前たちの根源が過去を遡り、そして元々ミーシャとサーシャが生まれたことにする」

「……待って、起源魔法の基礎はわかってるけど、そんな大魔法、とてもじゃないけど……」

「そのために《魔ガ王イ軍ズ》を使った」

　俺たち三人の根源は、《魔ガ王イ軍ズ》の魔法線によって繫つながっている。俺の魔力を彼女らに注ぎ込むことができ、また魔法線を通して魔法行使を補助できる。

「魔力と魔法行使は俺に任せろ。お前たちがやるのは一つ、その魔眼めで起源を見据えることだ。対象にする起源は二つ」

　俺は指を二つ立てた。

「一つはお前ら自身の起源。母親の胎内にいた頃を見据えろ。それによって《時レ間バ操イ作ド》が遡さかのぼる時間が決まる」

　正確にその頃の起源を覗のぞくことができれば、一五年前へ遡ることができる。

「もう一つ。これが重要だが、魔法を成立させるための、力を借りる起源を魔王の始祖とする」

　起源魔法は古いものにほど魔力が宿るという法則を利用している。

　二千年前の俺から力を借りるぐらいなら、今の俺が力を貸してやればいいのではないかというと、そう単純な話でもない。

　起源魔法を使うにあたっては、二千年前の俺から力を借りた方が遙はるかに強いのだ。二千年という歳月が魔力を増強させ、魔法を強固にするからである。

　まあ、面倒な魔法概念は説明しても仕方がない。

　早い話、言いたいことは一つだ。

「いいか？　俺が始祖だ。お前たちが信じている暴虐の魔王はでっちあげられた偽にせ物ものだ。俺を始祖だと信じ、起源魔法を使え。そうでなければ《時レ間バ操イ作ド》は成功しない」

　ミーシャとサーシャは顔を見合わせる。

　そして、覚悟を決めたようにお互いうなずいた。

「信じる」

　と、ミーシャが言った。

「どのみち、もうあなたを頼る他ないもの。もし、ほんの少しでも、可能性があるのなら、わたしは悪魔だって信じるわ」

　そう、サーシャが言った。

「その言葉、忘れるな」

　俺は手をかざし、《時レ間バ操イ作ド》の立体魔法陣を室内に描く。

　サーシャとミーシャを中心にし、瞬またたく間まに、時間を超越する魔法術式が組み上がった。

　魔法行使を行うため、意識を集中する。

　そのときだった。

　ドガラガァンッとけたたましい音を立て、天井が崩落する。

　崩れた瓦が礫れきの山が重力に従い、この場所に降り注ぐ。

　そして、それよりも速く、一直線に落下してきた影があった。

　俺の目が、骸骨の顔を捉えた瞬間、奴やつはすでに僅か数センチの距離まで迫っていた。

　その手には、まるで夜を凝縮したかのような漆黒の魔剣が握られている。

　神話の時代の逸品だろう。禍まが々まがしい魔剣は俺の反魔法を難なく突破し、皮膚を破り、肉を裂き、そして確かに心臓を貫いた。

　鮮血が散る。

「……アノスッ……!!」

　サーシャが悲鳴のような声を上げる。

「さらばだ。名も知れぬ強き魔族よ」

　七魔皇老が一人、アイヴィス・ネクロンは低い声を発し、とどめとばかりに俺の胸に魔剣を押し込む。

「……サーシャ……」

「……わかってるわっ！」

　ミーシャが《創ア造イ建リ築ス》の魔法を使い、アイヴィスの体を鋼鉄の牢ろう獄ごくで覆う。その瞬間、サーシャは《破滅の魔眼め》にありったけの魔力を込めた。

「死になさいっ!!」

　降り注ぐ瓦が礫れきの他、周囲の物という物が音を立てて、一斉に砕け散っていく。

「静かにするがいい」

　アイヴィスは片手を振った。《破滅の魔眼め》が封殺され、鋼鉄の牢ろう獄ごくが破られる。《拘ギ束ジ魔エ鎖ル》の魔法が発動し、魔力の鎖がサーシャとミーシャを縛り上げた。

「貴様らは大事な器だ。大人しくしているがいい。もうまもなくだ。《分離融合転生デイノ・ジクセス》が完了し、始祖がここに転生なされる」

　アイヴィスは天を仰ぎ、降り注ぐ月明かりを見つめる。

「ふむ。なるほどな。《分離融合転生デイノ・ジクセス》は始祖を転生させるための器を作る魔法というわけか」

　驚きよう愕がくしたようにアイヴィスは、心臓に魔剣が刺さったままの俺を見た。

「……馬鹿な……魔剣ガドルの傷は癒いやせぬはずだ……」

　確かに、さっきから回復魔法がまるで働かない。

　だが、それだけのことだ。

「たかだか心臓を潰したぐらいで俺が死ぬとでも思ったか？」

　俺はアイヴィスの顔面をわしづかみにする。

　この至近距離に奴やつを呼び込むために、あえてその一撃を受けた。

「そろそろ来る頃だろうと思っていたぞ、アイヴィス・ネクロン。千年もかけて研究した融合魔法を、自らの子孫に施した。それを台無しにされるのを、見過ごすマヌケとも思えぬからな」

　奴やつの体の内側に魔法陣を描く。

　神話の時代の魔族には、生半可な魔法は通らない。

「悪いが、遊んでやれる時間もない。早々に退場してもらうぞ」

　凝縮した魔力を一気にアイヴィスの内側に叩たたき込こむ。

「《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》」

　瞬間、アイヴィスの内側に出現した漆黒の太陽が、幾重にも張り巡らされた奴やつの反魔法をズタズタに引き裂き、その体を内部から崩壊させていく。

　黒い光がアイヴィスの体から漏れ始め、大きく弾はじけた。

「ぐ……がぁぁ……なん、だ……この魔力は……。馬鹿な……魔法の知識のみならず、この私よりも……強い、だと……!?」

　吹き飛んだアイヴィスは、体内に荒れ狂う《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》に必死に抵抗しようとしている。

「ふむ。さすがは神話の魔族、なかなかしぶとい」

　俺は自分の心臓から、魔剣ガドルを引き抜く。

「この魔剣の傷は癒いやせないんだったな」

　魔剣ガドルをアイヴィスめがけ、投とう擲てきした。

　吸い込まれるようにその漆黒の剣は、アイヴィスの髑髏どくろに突き刺さる。勢いはなおも収まらず、奴やつの体が宙に浮き、そのまま魔剣で壁にはりつけにされた。

「ぐ……がぁ……ぁ……」

　こんなところか。死んではいないが、少なくとも、しばらくは抵抗できまい。

　俺は反魔法を使い、サーシャとミーシャを縛り上げている《拘ギ束ジ魔エ鎖ル》を切った。

「無事か？」

　二人はこくりとうなずいた。

　ふむ。零時まで残り一五秒か。余裕だったな。

　もっとも、過去を改変するとなると、これからが本番なのだが。

「さあ、最後の仕上げだ。俺を信じろ」

　構築した魔法陣に魔力を注そそぎ込こみ、起源魔法《時レ間バ操イ作ド》を発動した。














§26．【時の番神】






《魔力時計テル》が一一時五九分五五秒を指した。

　サーシャとミーシャが見据える起源に向かい、《時レ間バ操イ作ド》の魔法は二人の根源を過去へ誘う。

《魔力時計テル》の秒針が動き、五六秒を示した。

　途端に世界が白く染まった。

　床も天井も壁も、なにもかもが真っ白だ。

　また一秒、二秒と時間が経過する。

　だが、《魔力時計テル》の秒針は止まったままだ。

　この場が、この空間が、世界から隔離されたのだ。

「来たか」

　そのとき、なにもない目の前の空間が切り裂かれた。白銀の刃先が見える。まるで空間の後ろに隠れていた者が、こちら側に入ってくるために幕を切ったかのようだ。

　空間を切り裂いた得物は刃先だけでは変わった槍やりのようにも見えるが、それが鎌であることを俺はよく知っている。

「なんなの、あれ……？」

　驚いたようにサーシャが言葉を漏らす。

「……魔力の底が見えない……」

　ミーシャが言う。彼女が底を見通せないほどの魔力を持った者に出会うのは、俺以外では初めてのことだろう。

「起源を見据えるのに集中していろ。まだ魔法が完全に成立したわけではない。それにこいつは、お前たちの手に負える相手ではないからな」

　切り裂いた空間を広げるように、ぬっと手が現れた。白い手袋をはめている。そいつは両手で空間をこじ開け、ゆっくりとこちら側へ姿を現した。

　真っ白なフード付きのローブを纏まとっており、どれだけ魔眼めを凝らしても、顔は見えない。あるいは顔などというものは存在しないのかもしれぬ。

「ねえ。アノス、あれはなに……？」

　再度、サーシャが俺に訊きく。

「時の番ばん神じんエウゴ・ラ・ラヴィアズ。簡単に言えば、時間の秩序を守る神だ」

「……か、神って…………!?」

　呆ぼう然ぜんとサーシャは言葉を漏らした。

「過去を大きく変えようというのだ。神ぐらいは出張ってくる。奴やつらはどうにも、時間の秩序が狂うのが許せないらしくてな」

　エウゴ・ラ・ラヴィアズがこちらを向く。

　そうして、俺を認識すると、こう言った。

「──許サヌ──」

　厳かな声が、ただそれだけで空間を激しく震わせる。

「ほう。喋しやべる個体には初めて会ったな」

　二千年経たてば、神も変わるか。

「──許サヌ──」

　再びエウゴ・ラ・ラヴィアズが声を発する。

「ふむ。できれば、目をつむってもらえると助かるが？　過去を変えるといっても、単に一人の魔族を救うだけだ。それとも、この世から、ただ一つ悲劇が消えるだけのことを、神ともあろう者が許せないか？」

「──許サヌ──」

　魔法で過去を変えようとすれば、それを防ごうとする超自然的な力が働く。

　この世の秩序、この世の法則、あるいは摂理、それらが具象化したのが番神だ。

　時の番神エウゴ・ラ・ラヴィアズは、過去を変える原因を取り除くことで、時の秩序を取り戻す。

　つまり、《時レ間バ操イ作ド》の術者を殺そうとするのだ。

「やれやれ、二千年経たっても狭きよう量りようだな、お前たちは。自らの専売特許だとでも言わんばかりに、神以外が奇き蹟せきを起こすことを許容しない」

　人間の祈りを無視し、魔族の誇りを踏みにじる。

　誰も救わず、ただ秩序を守るだけの神に、いったいなんの価値があろうか。

「貴様らが勝手に決めたこの世界のルールは理不尽だ。悪いが、そんなものに従う気はないぞ」

「──時間ノ流レヲ乱スコトハ許サヌ。汝なんじニ、時ノ裁キヲ下ソウ──」

　エウゴ・ラ・ラヴィアズが光と共に消える。

　次の瞬間、奴やつは壁にはりつけにされたアイヴィス・ネクロンのそばにいた。

　なにをするつもりだ？

「──七魔皇老、アイヴィス・ネクロン──」

　エウゴ・ラ・ラヴィアズが手をかざすと、魔剣ガドルが逆再生されるかのように抜け、床に転がった。

　串刺しにされたアイヴィスの顔面がみるみるうちに治っていく。

　魔剣ガドルの傷は癒えない。時の番神である奴やつは、アイヴィスの時間を戻したのだ。魔剣ガドルが突き刺される前に、《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》で焼かれる前に。

　そうして、アイヴィスの体が完全に治癒した。

　否、傷などなかったことにされたのだ。

「──汝なんじニ、時ノ神ノ力ヲ授ケル。アノス・ヴォルディゴードを滅セヨ──」

　エウゴ・ラ・ラヴィアズが光と化し、アイヴィスの体に吸い込まれるように、すっと消えた。

　残ったのは奴やつが手にしていた白銀の武器、《時とき神がみの大鎌》だけだ。

「フフフフ……」

　低い笑い声が響く。アイヴィスのものだ。

「さすがの貴様も、こうなるとは思ってもみまい。アノス・ヴォルディゴード」

　アイヴィスが《時神の大鎌》を手にする。

　先程までとは比べものにならない魔力が奴やつの体からこぼれ落ちていた。

「……神の力……」

　ミーシャが呟つぶやく。さすがにいい魔眼めをしている。

　奴やつの深しん淵えんを覗のぞけば、根源から時の番神エウゴ・ラ・ラヴィアズの魔力が溢あふれ出だしているのがわかる。

「今のエウゴ・ラ・ラヴィアズは、より効率的に秩序を乱す対象を抹殺する。《時レ間バ操イ作ド》の術者と敵対している者に力を与えることにより、な」

　アイヴィスの魔力にエウゴ・ラ・ラヴィアズの魔力が上乗せされるというわけか。

　だが、そんなことよりも、だ。

「今の、と言ったな、アイヴィス」

　俺の言葉に、アイヴィスは反応を見せず、ただ悠然とこちらを見つめている。

「まるで昔のエウゴ・ラ・ラヴィアズを見たことがあるような台詞せりふだな？」

　アイヴィスは《時レ間バ操イ作ド》の魔法の存在を知らなかったはずだ。ならば、当然エウゴ・ラ・ラヴィアズのことも知るはずがない。万が一、俺が《時レ間バ操イ作ド》を見せた後、他の七魔皇老あたりから聞いたのだとしても、今の台詞せりふは不自然だ。

　初めから知っていた。そして、噓うそをついたのだ。それがもっとも辻つじ褄つまが合う。

「なにを隠している？」

「これから死にゆくそなたには関係のないことだ」

　ふ、くくく、やれやれ、こんなときに笑わせてくれる。

「くはは。これから死にゆく？　借り物の力でそう粋がるな。器が知れるぞ」

　前方に魔法陣を描き、《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》を放つ。

　漆黒の太陽が彗すい星せいのように光の尾を引き、アイヴィスを襲った。

　だが、奴やつは《時神の大鎌》を振るい、《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》を真っ二つに切り裂いた。

　時空に飲まれるかの如ごとく、一瞬で漆黒の太陽は消滅する。

　反魔法でも、攻撃魔法で相そう殺さいしたのでもない。《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》の時間を戻し、なかったことにしたのだ。

「どんな魔法も、時が戻れば消きえ失うせる。貴様の攻撃は、我には通じぬ」

「ずいぶん嬉うれしそうだな、アイヴィス」

　嘲あざ笑わらってやると、奴やつは不愉快そうに俺を睨にらんできた。

「たかだか魔法の一つを防いだぐらいで、なんだそれは？　勝つつもりがあるのなら、それぐらいできて当たり前といった顔をするものだ」

　続けて魔法陣を六門描き、《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》を六発放った。

「《遡ガ航ゼ障ル壁タ》」

　大鎌を振るい、アイヴィスが前方に魔法障壁を展開する。《遡ガ航ゼ障ル壁タ》はそこに触れた魔法の時間を、生じる前の状態まで巻き戻す。魔法をなかったことにするのだ。対魔法においては、ほぼ無敵の盾だろう。それに阻はばまれ、六発の《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》はあっけなく霧散した。

「強がるのはけっこうだが、時を戻す魔法障壁をどう突破するつもりだ？」

　ふ、と思わず鼻で笑った。

「なにがおかしい？」

「もう突破した」

　口にした瞬間、アイヴィスの魔法障壁の内側に六発の《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》が出現する。

「なに……!?」

　漆黒の太陽に包まれ、その体が黒く炎上していく。

「《遡ガ航ゼ障ル壁タ》は魔法の時間を巻き戻す魔法障壁だ。普通の《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》では触れた途端に消えてしまうが、予あらかじめ時間を逆行する《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》を撃てば、それが逆に戻る。逆の逆ということは、つまり、普通の《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》が出現する」

　時間を逆行する《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》は通常はなんの役にも立たない。時間を逆行しているのだから、世界に一切の影響はなく、つまり魔法は生じていないも同然なのだ。しかし、《遡ガ航ゼ障ル壁タ》はその逆行している時間を巻き戻す。つまり、時間を正しく戻し、魔法が生じた状態に変えてしまったのだ。

　要するに最初に放った六発の《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》は囮おとりである。それに隠し、俺はもう六発の時間を逆行する《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》を放っていた。無論、《時レ間バ操イ作ド》を重ねがけして、魔法の時間を逆行させている。

「エウゴ・ラ・ラヴィアズの力を借りたわりに、時間概念の予習が足りぬのではないか？」

　暗闇の炎の中心から、低い声が返ってくる。

「確かにそのようだ。そなたを侮あなどっていた」

《獄炎殲滅砲ジオ・グレイズ》が消える。アイヴィスは無傷だ。

「だが、エウゴ・ラ・ラヴィアズの力を得た我は不死身である。傷をつけることはできぬ」

　エウゴ・ラ・ラヴィアズは時間を支配する神だ。自らの体の時間を戻すも早めるも自由自在。傷をつけようにも体の時間を止めればそれは叶かなわず、万が一傷を負ったとしてもただ戻せばいいだけだ。

　永遠にして不死身の存在。その力を得たアイヴィスもまた不死身というわけだ。

　エウゴ・ラ・ラヴィアズを相手取るなら、狙いは一つだが……

「わかっているぞ。そなたの狙いはこれだろう」

　アイヴィスが《時神の大鎌》を掲げてみせる。俺の《時レ間バ操イ作ド》でも、時の番神であるエウゴ・ラ・ラヴィアズ本体の時間を操ることはできない。だが、《時神の大鎌》を使えば、それが可能となる。

　奴やつの持つ《時神の大鎌》こそが、唯一、永遠である時の番神の時間を有限にすることができるのだ。

「残念だが、思い通りにはさせぬ」

　くるりと《時神の大鎌》を自らに向け、アイヴィスはその刃先を己の腹に突き刺した。

「《魔法具融合ジエ・イゼム》」

　立体魔法陣がアイヴィスの全身を覆う。

　奴やつの骸骨の体が、白銀の輝きを帯び、両腕に鋭利な刃が現れる。

《時神の大鎌》と融合したのだ。

「さあ、どうする？　これで我の弱点はなくなった」

　通常の融合魔法には制限時間があるが、エウゴ・ラ・ラヴィアズの力を得ている以上関係ないだろう。

　これで《時神の大鎌》を使い、アイヴィスを倒すことはできなくなった。

　その上、《魔法具融合ジエ・イゼム》で奴やつの魔力は十数倍にも膨れあがっている。

「そして、そなたの弱点は丸見えだ」

　アイヴィスは大鎌と同化した鋭利な両腕を思いきり振るう。

　空から地上を切り裂くが如ごとく、遠距離からの巨大な魔法斬撃に対して、俺は壁を作るかの如ごとく、全力で反魔法を展開した。

　バチバチと魔法と反魔法が衝突する激しい火花が散る。

　奴やつの狙いは、俺の背後にいるミーシャとサーシャだ──

「ふむ。妙なことだな。始祖を転生させるための大事な器を自ら壊そうというのは。またいくらでも簡単に作れるのか。それとも──」

　アイヴィスは俺の言葉に反応を示さず、更に両腕に魔力を込めた。

「せっかく用意した器を壊してまで、俺を殺す理由があるのか？」

「話をしている余裕はもうないのではないか。とっくに形勢は逆転しているぞ」

　バキンッと音を立て、俺が展開した反魔法の第一層が砕け散る。

「大したものだ。《魔ガ王イ軍ズ》を使っているそなたは、魔王キングのクラス特性の影響下にある。総魔力は三割ほど低下しているはずだ。あげくにその二人に《時レ間バ操イ作ド》を使うほどの魔力を供給し、二人分の魔法行使を制御している。それでなお、神の力を得た我が一撃をここまで耐え抜くのだからな」

　ギギィィンッと音が鳴り、反魔法の第二層が砕け散った。

「……アノスッ……！」

「…………」

　心配そうな目で、サーシャとミーシャが俺を見る。

「お優しいことだ。《時レ間バ操イ作ド》での過去改変が終わっていないのだろう？　いかに熟練した者の助けがあるとはいえ、起源魔法は制御が難しい。早々に見切りをつけ、足手まといは捨ておくがよい」

　アイヴィスの言う通り、サーシャとミーシャの根源を一五年前に送り込むための《時レ間バ操イ作ド》は、まだ途中だ。魔法が完全に成立しない理由は一つ。二人が俺を始祖だと信じ切れていないことだ。いくら頭で思ったところで、心の底から、根源からそう信じなければ起源魔法は完了しない。

「もっとも、足手まといがいなくとも、結果は同じではあるが」

　ビギィィッンッと、反魔法の第三層が破壊された。

　残る反魔法は第四層のみ。

「……アノスッ、もういいわっ！　このままじゃ、全員やられるっ。あなただけでも……！」

「逃げて」

　サーシャとミーシャが言う。

「ふむ、やれやれ、それが原因だ。この俺が万が一にも負けるなどと思っているようでは、到底始祖だとは信じられないだろう」

「そんなこと言ってる場合じゃ……」

「心配するな。お前たちが起源魔法を完了させるまで時間を稼いでいるにすぎぬ」

　ギイイイイィィンッとけたたましい音が鳴り響き、最後の反魔法が突破される。

「よくぞ、そこまで虚勢を張った。だが、終わりだ」

　両腕の鎌をアイヴィスが大きく振り上げる。

　すぐさま俺はミーシャとサーシャに反魔法を張り直す。

「最後までその二人を庇かばうと思ったぞ、アノス・ヴォルディゴード」

　一瞬前まで、離れた距離にいたアイヴィスの声が耳元で響く。

　自らの時間を加速させ、ほぼゼロ秒で俺に接近を果たしたアイヴィスは、その右腕を俺の腹部に突き刺していた。

「自らの反魔法が疎おろそかになったな」

　アイヴィスの腕に宿った《時神の大鎌》が、俺の体の時間を狂わせていく。

「永えい劫ごうの時に飲まれて消えよ」

　白銀の光が俺を包み、時が加速する。十億年──百億年──否、永えい劫ごうの時が一瞬のうちに重ねられる。いかに魔王の体と言えど、無限の時を生き延びることはできない。やがては朽ち、消え果てる。

　光が弾はじけると同時に、永えい劫ごうの時を経た体は消滅し、死に絶えた。

「フ……フフフフ、フハハハハハッ!!　どうだ？　どうだ、思い知ったか、愚かな、始祖よ。運命は変えられぬ。我が不死身となった時点で、否、二千年前、そなたが戦いから逃げた時点で、今日こうなることは決まっていたのだ!!」

　ふむ。なるほどな。ようやく本音を口にしたか。

「過去を消しておきながら、なぜ記憶があるのかわからぬが、どうやら俺のことを忘れたわけではなかったようだな、アイヴィス」

　背後から、奴やつの肩にそっと手を置いた。

　アイヴィスは信じられないと言った様子で、ゆっくりとこちらを向く。

「……な……ぜ……？　確かに死んだはずだ……」

　アイヴィスが生まれたのはもう戦いも終わる間ま際ぎわだ。

　神話の時代の魔族とはいえ、真の魔法戦は知るまい。

「殺したぐらいで、俺が死ぬとでも思ったか」

　アイヴィスが魔眼を働かせる。だが、からくりなどなにもない。確かに先程の俺は殺された。

「そう驚くな。ただ《蘇生インガル》を使っただけだ」

「……根源だけで……魔法行使をしたというのか…………!?　一滴の血も使わずに…………」

　肉体は滅びようとも、魔力の源である魔なる根源はそこに残る。魔法を極めた者は、その根源のみで魔法行使が可能となる。だからこそ、転生という離れ業が実現できるのだ。死んで三秒以内ならば、確実に肉体を蘇そ生せいできる。

「だが……!!」

　アイヴィスは瞬間移動し、俺の後方一○メートルほどの位置へ逃げた。

　奴やつの足元に魔法陣が描かれ、そこから白銀の世界が一気に広がっていく。それは万物の時間を停止する大魔法。球状に広がった白銀の結界。その内側に足を踏み入れれば、すべてが停止する。一瞬だけではなく、永遠に。

「ふむ。さすがに神話の魔法だな、これは」

　時が止まった世界で、俺はゆるりと足を踏み出した。

「な…………」

「時間を止めたぐらいで、俺の歩みを止められるとでも思ったか」

「馬鹿な……!?　なぜ止まらぬっ!!　なぜっ!?」

　アイヴィスは必死に魔力を込める。だが、無駄なことだ。

　俺の瞳に浮かぶ《破滅の魔眼》。この視界に映るものは万物のみならず、魔法さえも滅ぼす。この魔眼めは究極の反魔法なのだ。

「……なんなのだ、この魔力は……？　《魔ガ王イ軍ズ》の魔法を使っているのだぞ。足手まとい二人を抱えてなお、神の力を得た我を遙はるかに凌りよう駕がするというのか……!?　ありえぬ。そんなことは決して……!?」

「ここがどこか覚えているか、アイヴィス」

　そう口にしながら、俺はまっすぐアイヴィスのもとへ歩いていく。

「魔王城で魔王に挑むのがどういうことか、貴様に教えてやろう」

　ぽうっと、その場所に黒い光の粒子が立ちこめる。

　次の瞬間、光の粒が無数に増え、室内を満たしていく。

　いくつもの魔法文字が、壁や床、天井など、所狭しと描かれていく。

　魔王城が真の姿を現す。アノス・ヴォルゴードが所有する最強の魔法具。

　巨大な立体魔法陣として──








§27．【魔王】






「来い、ヴェヌズドノア」

　俺の呼びかけに応じ、立ち上る無数の黒い粒子、その一切が足元へ集中する。

　現れたのは、剣の形をした影だ。それを投影している物体はなく、ただ影のみが存在している。

　手をかざせば、その影の剣はゆっくりと宙へ浮かび上がってきた。

　柄を手にする。

　その瞬間、影は反転し、闇色の長剣がそこに現れた。

「運命だと言ったな、アイヴィス」

　闇色の長剣を下げ、俺は言った。

「エウゴ・ラ・ラヴィアズの力を宿したその体は、時を司つかさどり、永えい劫ごうにして不変、不死身だと」

　アイヴィスは白銀の世界に全魔力を注そそぎ込こむ。

　なにもかもが停止する空間で俺は悠然と一歩を刻む。

「我は神の力を得た……。神デアル……」

　魔力を使いすぎるあまり、エウゴ・ラ・ラヴィアズの意識が表層に現れ出ている。

「我ハ世界ノ摂理ナリ。摂理の力を得た我は不死身……」

　いや、混ざっているのか、これは。

《時神の大鎌》と融合した結果なのか、アイヴィスの意識とエウゴ・ラ・ラヴィアズの意識が同化し始めている。

「時ノ流レハ変エラレヌ。神ノ定メタ運命ハ絶対ナリ」「なればこそ、運命は覆くつがえせぬ」

　アイヴィスの右腕が巨大な鎌に変化する。

　尋常ではないほどの魔力がそこから勢いよく溢あふれ出だした。

「奇き蹟せきハ起コラヌ。ソレハ神ノ御み業わざナリ」「なればこそ、たかが一五年しか生きておらぬ矮わい小しような魔族二匹に、その恩恵があるはずもなかろう」

　エウゴ・ラ・ラヴィアズとアイヴィスが同時に口を開く。

「運命？　摂理？　奇き蹟せきだと？　くくく、くははは」

　腹の底から、笑いがこみ上げる。

「誰の前でものを言っている？　分を弁わきまえろ、下郎」

　一歩、俺は足を踏み出す。

「こんな運命はぶち壊してやると、サーシャは言った」

　一歩、また俺は足を踏み出す。

「二度も奇き蹟せきが起きたと、ミーシャは言った」

　更に一歩、俺は足を踏み出した。

「我が配下が魂を込め、健けな気げにも口にした言葉、嘲あざ笑わらわれて黙っていられる俺ではないぞ」

　大鎌を構えるアイヴィスへ向かい、俺は悠然と歩を進める。

「愚カナ」「まだ魔王のつもりか、愚かな始祖よ。誰も貴様を信じはせん！　一人寂しく、朽ち果てるがいい！」

　大鎌が俺めがけて、振り下ろされる。

　時間を断裂し、空間を引き裂くその一撃を、俺は悠々と素手で受けとめた。

「魔王とはなんだ？　力か？　称号か？　権力か？　立場か？」

「その全てだ」

「いいや、そのどれでもない。俺が、俺であるということだ。我が配下に弓引くものは、運命だろうと摂理だろうと、滅ぼし尽くす。それが魔王だ」

　すっと闇色の長剣を構える。

　この光景を見据えたまま、時が止まった二人の配下に俺は言う。

「信じられぬならそれでもいいぞ。だが、サーシャ。お前が望んだなら、俺が運命をぶち壊してやる。ミーシャ。お前が奇き蹟せきが起きたと言うのなら、俺が本物にしてやる」

　信じようと信じまいと、なにがどうであろうと構わない。

「願うな、祈るな、ただ我が後ろを歩いてこい。お前たちの前に立ち塞がるありとあらゆる理不尽を、この俺がたった今から滅ぼし尽くすっ！」

　高らかに俺はそう宣言する。

　すると、声が響いた。

「……アノスッ……！」

　時が止められた世界でサーシャの口が、僅かに動いた。

　彼女の《破滅の魔眼》が働いている。

　全魔力をそこに注そそぎ、時が止まった時間に必死に抵抗しているのだ。

　その力はミーシャにも及んでいる。

「……アノス……」

　それ以上言葉はない。

　だが、二人の心が、《思リ念ク領ノ域ス》を通じ、流れ込んでくる。




　──運命を変えたかった──




　サーシャの揺るぎない意志が、温かい心が頭をよぎる。

　無数の想おもいがとめどなく溢あふれ、俺の心に入ってくる。




　──妹を救いたかった。

　──もう十分に生きたと思った。思い込もうとした。

　──だけど、未練がないと言えば、やっぱり噓うそになる。




　──だって、わたしはまだ恋さえよく知らなかった。

　──キスもしないで死ぬなんて、そんな人生はないと思った。

　──だけど、仕方がなかった。わたしたちにはもう時間がなかった。




　──そうして、わたしはあなたに出会ったんだ。

　──反魔法も使わずに、わたしの目をまっすぐ見つめてくれる人。

　──同じ眼めを持つ人に。




　──ただそれだけでって、我ながら安っぽすぎて笑えてくるわ。

　──でも、いいんだ。

　──運命をぶち壊すって、いとも簡単に言ったあなたの言葉が……

　──あのときのわたしには、なによりも強い勇気を与えてくれたから。




　──最初で最後のキスをあなたにあげて、もうこれで思い残すことはないはずだった──

　──だけど、だけど……もしも……




　──もしも叶かなうのなら、この恋の続きを見てみたい──




　静かに、俺の心に声が響く。




　──一五年がわたしの一生──




　ミーシャの穏やかな心が、包み込むような優しさが胸を打つ。

　彼女の決意とささやかな願いが溢あふれ出だした。




　──怖いものはなにもない。

　──わたしは初めから、どこにも存在しないから。

　──それでも、どうしてか、思い出が欲しいと思った。




　──友達が欲しかった。

　──誰もわたしに話しかけない。名前を呼ばない。存在しないわたしには。

　──なのに、アノスが声をかけてくれた。




　──ミーシャ、と呼んでくれた。

　──何度も何度も呼ばれる度に、わたしの胸は熱を持つ。まるで生きているみたい──

　──楽しくて、温かくて、わたしは自分がいないことを忘れそうになった。




　──思い残すことはなにもない。わたしの人生には二度も奇き蹟せきが起きたのだから──

　──だけど──

　──もしも、もう三度目があるのだとしたら──




　──誕生日のプレゼントをもらってみたい──




「……助けて……」

　ミーシャが言う。

　消えることを覚悟していたはずの少女が、はっきりと。

「助けて、アノス。わたしは、ここにいる」

　それを聞いたサーシャの瞳から涙がこぼれる。

　彼女は訴えるように叫んだ。

「……ねえ。お願い。助けて、アノスッ。どちらか一人しか生きられないなんて、こんなの……こんな運命って、ないでしょっ……!!」

　二人の声に後押しされるように、俺は剣をぐっと握る。

「無駄ダ。我ハ永遠ニシテ不滅ノ存在。コノ世ノ摂理ナリ」

「ふむ。ならば、試してみるがいい」

　大鎌を難なく払いのけ、更に一歩、アイヴィスの懐ふところに踏み込む。

　刀身から、漆黒の魔力が立ち上り、あたかも巨大な剣の如ごとく象かたどられた。

「このヴェヌズドノアを」

　幾重にも張り巡らされた反魔法、それを悉ことごとく打ち破り、闇色の長剣はいとも容易たやすくアイヴィスを斬り裂いた。

「……無駄ダ……」「時を司つかさどるこの体は摂理そのもの……なにをしようと……」

　ぼとり、とアイヴィスの右腕が落ちた。

　驚きよう愕がくしたような声が漏れる。

「……な……ん、だと……？」「……治ラヌ……治ラヌ……アリエヌ……アリエヌ……摂理ガ、崩レル……」

「どうした？　不滅の存在とやら。この世の摂理というのは存外に脆もろいものだな」

　闇色の長剣を振るい、今度はアイヴィスの左腕を落とす。

　そしてそれは、時間をいくら巻き戻しても元に戻ることはなかった。

「馬鹿な……!?　なぜだ？　時を止めても斬れる。時を戻しても治らぬだとっ!?」

　再び闇色の剣を振るう。アイヴィスの両足が切断された。

「……馬鹿な……馬鹿なっ!!　なんなのだ、その剣はっ？　始祖が魔剣を持つなどという話は聞いたことがないぞっ！」

「当然だ。俺がヴェヌズドノアを抜く機会は滅多にない。見た者は根源すら残らず消滅した。伝える者がいなくては伝承に残るはずもないだろう」

　アイヴィスの喉元に、刃を突きつける。

「冥土の土産に教えてやろう。理り滅めつ剣けんヴェヌズドノア。万物万象を滅ぼす、始祖の魔剣だ。摂理だろうと運命だろうと、奇き蹟せきだろうと、俺の眼前ではただひれ伏し消えるのみだ」

　どんなに強固であろうと、どれだけ永遠であろうと、いかに無限だとしても、その理ことわりもろとも滅ぼすのが、ヴェヌズドノアだ。この理滅剣の前には、あらゆる理屈が意味をなさない。

「おのれ……！」

　アイヴィスが《飛行フレス》で飛び上がり逃げようとするが、俺はその顔面をつかんだ。

「二度と忘れたフリなどできぬよう、恐怖とともに頭蓋に刻め。俺が魔王──アノス・ヴォルディゴードだ」

　喉元に理滅剣ヴェヌズドノアを突き刺す。

　瞬間、その根源が消えていく。

「お、のれ……！　おのレェ……!!　オノ、レ……!!」

　断末魔の悲鳴とばかり、奴やつが叫ぶ。

　それはアイヴィスの声か、エウゴ・ラ・ラヴィアズの声か。

「……おのれ……摂理ノ……枠ニ収マラ……ヌ………………不適……合…………者……!!」

　アイヴィス、エウゴ・ラ・ラヴィアズの体と共に、二つの根源がもろとも消滅する。

　からん、と音を立て、その場に残されたのは《時神の大鎌》だけだった。








§28．【誕生日】






「ふむ。これを壊さずに手に入れたのは初めてだな」

《時神の大鎌》を拾う。

　真の魔法具は持ち主を選ぶ。どうにも俺はこの大鎌と相性が悪いらしく、いつもエウゴ・ラ・ラヴィアズを倒すために無理矢理使っては壊していた。

　俺は手をかざし、魔法陣を描いた。そこに《時神の大鎌》が吸い込まれていく。宝物庫くらへ送ったのだ。なにかの役に立つこともあるだろう。

　さて。

　アイヴィスが滅尽した場所へ魔眼めを働かせる。

　やはり、そうか。魔力の流れが、なにかおかしいと思っていた。

「《蘇生インガル》」

　血を一滴垂らし、魔法を唱えると同時に、魔法陣が描かれる。光と共に蘇そ生せいされたのは、骸骨の体。アイヴィス・ネクロンだった。

　根源を滅ぼせば、《蘇生インガル》でも蘇そ生せいできない。なぜアイヴィスが生き返ったのかと言えば、答えは一つしかない。理滅剣ヴェヌズドノアは二つの根源を滅ぼした。俺に敵意を向けていた二つの根源。魔族のものと、エウゴ・ラ・ラヴィアズのものだ。

　しかし、根源はもう一つあった。エウゴ・ラ・ラヴィアズと融合する前に、すでにアイヴィスは二つの根源の融合体だったのだ。

「目覚めよ、血を分けた我が配下よ」

　魔力を与えると、髑髏どくろの瞳に光が浮かんだ。

　ぼんやりと俺を見つめ、そいつは言った。

「……我は長い間忘れていた……。自らの主のことを……。今も思い出せぬ。だが、我が根源が畏怖を覚える。そなたの戦いぶりを見て、ようやく気がついた……」

　体を起こし、そしてアイヴィスは俺に跪ひざまずいた。

「お許しを。我が敬愛なる魔王、アノス・ヴォルディゴード様」

　どうやら、こいつが本物のアイヴィス・ネクロンか。

「なにがあった？」

「……わからぬ……。我の記憶は消されたままだ……。だが、二千年前であろう。アノス様が転生なされた後、恐らく我は何者かに殺された。そして、この根源を融合され、乗っ取られていたのだろう……」

　推測にすぎない、というわけか。

　まあ、記憶を綺き麗れいさっぱり消されたのだ。仕方あるまい。

「大魔法教練のとき、俺と教室で話したのは、その何者かというわけか？」

　アイヴィスはうなずく。

　アイヴィスを殺し、その根源と融合することで、何者かはずっと七魔皇老の一人、アイヴィス・ネクロンを演じてきた、ということか。

　奴やつは俺が始祖だと知っていた。そのうえで、殺そうとした。

《時レ間バ操イ作ド》も《追憶エヴイ》も対象としたものにしか効果がない。

　俺が大魔法教練のとき、読みとろうとしたのは、アイヴィスの記憶だ。だが、それは消えていたのだから、読みとれなくて当然だ。

　アイヴィスと同化していた何者かの過去を読みとるには、そいつの起源を知らぬことには不可能だしな。

「なるほど。俺に未完成の融合魔法の基礎術式を見せたのはわざとか」

　融合時間に制限がある。あるいは極端に短いと信じさせれば、アイヴィスの根源が何者かと融合している可能性を疑われずに済む。

「他の七魔皇老も、お前と同じく記憶を消されたのか？」

「恐らく。あるいは、どの者かが記憶を消したのかもしれぬ」

　裏切った、か。ありえぬ話ではないな。まあ、あれこれ推測しても仕方あるまい。

　俺はアイヴィスの額に指先を触れた。

「正しい記憶だ。受け取れ。もっとも、お前が生まれてから、俺が転生する前までの僅かな間の記憶だがな」

《思リ念ー通ク信ス》でアイヴィスに記憶を伝達した。

「ご命令を」

「お前と融合していた何者かは、恐らくアヴォス・ディルヘヴィアの手の者だろう。アヴォス・ディルヘヴィアが本当に存在するならの話だが、いずれにしても、俺を始祖と知ったうえで敵対している奴やつがいるのは間違いない」

　アイヴィスと融合していた魔族を生かしておけば多少の情報は得られただろうが、まあ、今更仕方あるまい。エウゴ・ラ・ラヴィアズの力を持っていては、下手に加減をするわけにもいかぬ。今回はサーシャとミーシャが最優先だったということもある。

「アヴォス・ディルヘヴィアは俺を見ているだろう。神話の時代の魔族は厄介だ。殺しても転生する。魔王城にのこのこと姿を現すなら、理滅剣のさびにしてくれるが、そう馬鹿でもあるまい」

　アイヴィスは頭こうべを垂れたまま、俺の言葉を聞いている。

「奴やつの思惑に乗ってやる。俺はこれまで通り、学院でゆるりと過ごす。なにか企たくらんでいるのなら、そのうちに動きを見せるだろう。だが、俺に気取られれば、尻尾を巻いて逃げるかもしれぬ。そうなれば、次にやってくるのは何万年後といったこともあり得る」

　魔族の寿命は長い。魔力の強い者は尚更だ。ここまで手の込んだ真ま似ねをする輩やからなら、どれだけ時を重ねようと、絶好の機会を待つだろう。

「いいか。お前はここで死んだ。なら、アヴォス・ディルヘヴィアも警戒を緩めるだろう」

　つまり、アイヴィスは死んだと思わせたまま、裏で向こうの狙いを探る。

「まずは七魔皇老を調べろ」

「御意」

　さて、そろそろ時間だ。仕上げといくか。

「《過去改変イングドウ》」

　俺が魔法を使うと、白く染まっていた空間がさっと色を取り戻し始めた。

《魔力時計テル》の針がくるくると回転した後、再び正しく動き出した。エウゴ・ラ・ラヴィアズを倒したことで、世界の時が再び正常に動き始めたのだ。

　気がつけば、アイヴィスはもう姿を消していた。

「……あれ……？」

　背後から呟つぶやきが漏れる。

　振り向けば、サーシャが天井を見上げていた。

「……月明かりじゃないわ。これ、太陽の光ね……」

　驚いたように彼女は言う。

「エウゴ・ラ・ラヴィアズが出現したときに作るあの空間は、世界の時から隔離されている。エウゴ・ラ・ラヴィアズを殺してしまうと元の時間には戻れなくてな。といっても、まあ、せいぜい数時間程度先に到着するぐらいだ」

「朝日？」

　ミーシャが言う。

「ああ」

「……昨日が最後だと思った……」

　ふっと俺は笑う。

「不可能はないと言っただろ」

　ミーシャは一瞬きょとんとしたような表情を浮かべる。

　それから、しっかりとうなずいた。

「……ん……」

　すると、ミーシャの後ろからサーシャが勢いよく飛びついてきて、ぎゅっと抱きしめた。

「ミーシャッ。よかった……。本当によかったわ。あのね、あの……」

　バツが悪そうな表情をしながら、サーシャは言う。

「大嫌いなんて言って、ごめんね。大好き。わたしは、ミーシャに生きてほしかった」

「わたしも同じ」

　姉の手に触れ、ミーシャが言う。

「サーシャに生きてほしかった」

「うん」

　二人は嬉うれしそうに手を取り合い、この日を迎えられたことを喜ぶように抱擁した。涙をこぼすサーシャの頭を、ミーシャは優しく撫なでる。よりいっそう泣きじゃくりながらも、サーシャはそれでも嬉うれしそうに笑う。

　ふむ。なんとも微笑ほほえましい光景だな。

　俺がぼんやりと姉妹の様子を眺めていると、やがて二人は意を決したようにうなずき合い、俺の方を向いた。

「あ、あの……アノス…………様…………？」

　そのしおらしいサーシャの態度に、俺は思わず笑ってしまう。

「なっ、なんで笑うのよっ……!?　あ、いえ、その……」

　サーシャは恐縮したような表情を浮かべる。

　時間を遡る起源魔法は成功した。だからこそ、俺の《過去改変イングドウ》によって二人の過去は変わり、今こうして生きている。

　つまり、二千年前のアノス・ヴォルディゴードを魔王の始祖と信じ、起源とすることに成功したのだ。

「サーシャ。平和というのは悪くないな」

　戸惑う彼女に俺は言う。

「少々の無礼を働いたところで、命が取られるわけでもない。戦いばかりの荒すさんだ世界に飽き、転生したが、なかなかどうして、ここは良いい時代だ。こんな世界を俺は作りたかった」

　だからこそ、世界を四つに隔てた。俺の思惑はうまくいったのだろう。

　少々の誤算はあったにせよ、な。

「かしこまるな。俺にキスをしたときの勢いはどうした？」

「え……ちょっ、ちょっと……なに言って……！」

　サーシャが顔を真っ赤にする。

　隣でミーシャが呟つぶやいた。

「……キス……？」

「ち、違うわっ！　と、友達、友達のキスだからっ！　他意はないもの……！」

「ほう。そうか。《思リ念ク領ノ域ス》でお前の心が聞こえてきたが、なんでも恋の続きが──」

「あああーっっ、あぁぁっ、あああ、ああああああーーーーーーーーっっっ!!」

　俺の言葉をかきけそうと、大声で叫ぶサーシャを見て、くつくつと喉を鳴らす。

「なに笑ってるのよっ、雑種！　言っとくけど、あれは気の迷いっ！　死ぬかもしれなかったから、手近なところで済ませようってだけ。それだけなのっ！　わかった!?」

　怒り心頭といった風に、俺にそんな口を聞いてくる少女がおかしくて仕方ない。

　ああ、やはり、良いい時代だ。

「始祖を雑種呼ばわりか？」

「始祖だろうとなんだろうと、この時代じゃあなたの体は雑種だわ」

　その物言いが楽しくて、俺はまた笑った。

「これからもその調子でな」

「言われなくてもそうするわ」

　ぷいっとサーシャはそっぽを向く。

「ミーシャも今まで通りでいいぞ」

　こくりとミーシャはうなずいた。

「アノスは友達」

「そうだな」

《魔力時計テル》に視線をやれば、朝の七時三○分だ。

「戻るか。九時までに入り口へ辿たどり着つけば満点だ」

　俺はサーシャの手にした王おう笏しやくを指さす。

「呆あきれたわ。あなた、あれだけのことをしておいて試験の点数を気にしてるの？」

「過去を改変したことは何度かあるが、あいにくダンジョン試験で満点をとったことはまだない」

　サーシャは目を丸くする。それから、ふふっと笑った。

「じゃ、早く行きましょ」

「……行き止まり……」

　ミーシャが指をさす。

「ああ、そうだったな」

　俺はトンと足を踏みならす。

　すると、けたたましい音を立て、部屋の地形が変わっていく。

　一分ほど経過すると、行き止まりだった場所の道が開かれた。

「試験が終わったら、家に来ないか？」

「なにがあるのよ？」

「母さんがご馳ち走そうを用意して待ってるはずだ。それに」

　俺は笑いながら言った。

「誕生日だろ、二人とも」

　それを聞き、サーシャは微笑する。

「ご招待にあずかるわ」

　ミーシャを見ると、彼女はこくりとうなずいた。

「行く」

　俺たちは三人並び、地下ダンジョンの入り口まで歩いていった。














§エピローグ　【～笑顔～】






　朝九時までにダンジョンの入り口へ辿たどり着つき、エミリアに王おう笏しやくを提出した。学院で本物かどうかの検品を行うため、しばらく預かってもらうという話である。

　また今日は明け方までダンジョン試験の予定があったため、二組の授業は終日休みだ。誕生パーティをするにはもってこいだろう。

《転移ガトム》の魔法を使い、俺たちは鍛冶・鑑定屋『太陽の風』へやってきた。

　ドアを開けると、中にいた母さんがすぐこちらを向いた。

「おかえりなさい、アノスちゃんっ！」

　母さんがいつも以上の勢いで駆けよってきて、俺をぎゅーっと抱きしめる。

　なぜか若干涙ぐんでいた。

「こんな時間まで帰ってこないなんてお母さん心配しちゃったぞ」

「今日の朝までかかるかもしれないと言っておいたが」

「そうだけど、そうだけどね。アノスちゃんはまだ一ヶ月だし、大丈夫かなって心配だったの」

　母さんは笑顔を浮かべ、改めて言った。

「おかえり、アノスちゃん。おかえり」

　ふむ。たかだか一日帰らなかったぐらいでこんなに心配するとはな。母さんも俺の魔法の力はある程度知っているはずなのだが、いや、こそばゆいものだ。

「ただいま」

　そう口にすると、母さんは満面の笑みで言った。

「おかえりなさい、アノスちゃん」

　再度、母さんが俺を抱きしめる。

「あれ？」

　ようやく気がついたか、母さんの視線はサーシャに向けられた。

　しかし、なぜか母さんは途端にはっとした。なにかに気がついてしまったといった表情を浮かべている。

「きょ、今日の朝までかかるって、今日の朝までかかるって……」

　母さんは動転したように大声で言った。

「朝帰り宣言だったのぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっっっ[image: ]」

　なんなのだ？

「だから、朝帰るかもしれないと言ったが」

「朝帰りの意味が違うと思うわよ」

　サーシャがぼそっと言う。

　なんだ、この時代では別の意味があるのか。

「朝帰る以外にどういう意味があるのだ？」

「どういうって、それはあれだわ、あれ……だから……」

　サーシャは急にしどろもどろになった。

「なんだ？」

　サーシャは俯うつむき、顔を真っ赤にして言う。

「……い、いいこと……」

　ふむ。まるでわからぬ。

　と、思っていたら、母さんが勢いよくサーシャに駆け寄ってきた。

「サーシャちゃんっ！」

「……な、なによっ？」

　母さんはサーシャをぎゅっと抱きしめた。

「サーシャちゃんっ！」

「だから、なにっ？　なんなのっ!?」

　母さんの勢いに、サーシャは若干たじろいでいる。そんな彼女の頭を慈いつくしむように撫なで、母さんは意を決したように訊きいた。

「だ、大丈夫だった？　ちゃんと優しくしてもらった？」

　サーシャの顔が無になった。

「……あのね。誤解のないように一つ言っておくけど、優しくしてもらうようなことなんて、なんにもしてないのよ」

　サーシャはこの上なく冷静に訂正した。

　しかし、母さんはそれを聞くなり、更に衝撃を受けたように口を大きく開いている。

「……ええと、どうしたのかしら？」

「い、いいえ。いいの、いいのよ、サーシャちゃん。そういうことは人それぞれだものね。うん、大丈夫。大丈夫よ」

　母さんは一人納得したように、そして自分に言い聞かせるように、うんうんとうなずいている。

　たまらずサーシャは問とい質ただした。

「だから、なんなのっ？　そういうことって、なんの話っ？」

「だけど……」

「いいから、言って。なにかしら？」

　すると、母さんは仕方ないといった風に、サーシャの耳元に小声で言った。

「ね、好みはね、人それぞれだから。乱暴にされないと燃えないっていうのも、いいと思うわ」

「馬鹿なのっ!!」

　サーシャは真っ赤になって叫ぶ。

　そして、呆あきれたように頭に手をやり、首を左右に振った。

「だからね、誤解なのよ。朝帰りって言っても、そういう意味じゃなくて。ほら、ミーシャも一緒だし」

「えええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっっっ!!　三人で朝帰りってことおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　母さんの勢いは今日も留まることを知らない。

「み、ミーシャちゃんはそれでいいの？」

　ミーシャは小首をかしげる。

「……それ……？」

　サーシャと違い、ミーシャはよくわかっていないようだな。

「えっとね、えっと、サーシャちゃんがいない方がいいって、思ったりしない？　納得してるの、かな……？　してない……よね？」

　恐る恐る母さんが尋ねると、ミーシャはふるふると首を振った。

「三人がいい」

　その瞬間である。バタンと工房のドアが開き、父さんが現れた。

　開口一番──

「アノス。父さんな、父さんこれでも昔はけっこうマセガキだったんだ。よく大人の階段を登るのが早すぎて、そのうちに転げ落ちてくるなんて言われたもんだよ。ははっ」

　訊きいてないぞ、父よ。

「だけどな、こないだ二人と付き合ってるって聞いただけでも羨ましかったのに、そんな、お前まさか同時にだなんて!?」

　動転したように口走りながらも、父さんは俺の肩に手を置く。

「これはな、実際に階段から転落した父さんからの忠告なんだがな、アノス」

　父さんは真剣そのものの顔で言った。

「どうやったんだ、教えろ」

　忠告はどこへ行ったのだ。

「なあ、ミーシャちゃん。どうやったら、その、なんだ、そんなに数段飛ばしで大人の階段上がれるんだ？　アノスは二人になにしたんだ？」

　父よ、息子のクラスメイトになにを訊きいている。

「……優しくしてもらった……」

「優しくするぐらいなら、誰にでもでき──」

　父さんは途中でなにかに気がついたようにあっと口を開き、まるで恐ろしいものを見たかの如ごとく、俺に言ったのだ。

「アノス、お前、そんなにテクニシャンだったのか……？」

　父さんは優しくを激しく誤解しているに違いなかった。

「だから、違うのよ。今日はわたしたちの誕生日だから、アノスが招待してくれただけなのっ！」

　サーシャが必死に訴える。

　それを聞き、衝撃を受けていた母さんが意を決したように拳を握った。

「そう、そうよね。当人たちがいいって言ってるのに、周りがとやかく言うものじゃないわよね」

　どうやら未いまだ誤解は解けていないらしい。

「大丈夫、お母さんはいつでもアノスちゃんの味方よ。アノスちゃんがやりたいことをいつでも応援するわ」

　母さんの言葉に、父さんがうんうんとうなずいている。

「そうだな。アノスがヤリたいなら仕方ない。ヤリたいなら……」

　なぜか、父さんは悔しそうだ。

「そうと決まれば、すぐにご馳ち走そうの支度をするわ。サーシャちゃんとミーシャちゃんの誕生会なのよね。じゃ、ケーキも焼かなくっちゃ」

　母さんが張り切って台所へ向かおうとしたとき、俺はふと思い出した。

「ああ、そうだ。ミーシャ、お前に渡すものがあった」

　ミーシャはじっと俺を見てくる。

「なに？」

「手を出すといい」

　言われるがまま、ミーシャが俺に左手を出す。

「出した」

　魔法具と使用者は惹ひかれ合う。魔眼で見たところ、薬指への収まりが一番良さそうだな。

　俺はその指に《蓮葉氷の指輪》をはめてやる。

　ミーシャは指輪を目の前に持ってきて、それを呆ぼう然ぜんと眺めた。

「ミーシャ、誕生日おめでとう。一五歳になった気分はどうだ？」

　ミーシャがいつもの無表情で俺を見る。

　しかし、はらり、と涙の滴が頰を伝った。

　彼女は震えた声で言った。

「怖かった」

　そうだろうと思っていた。

　ずっと我慢してきたのだろう。

「もう強がる必要もない」

「……ん……」

　うなずく、ミーシャの瞳からはまた涙がぽたぽたとこぼれ落ちる。

　サーシャが微笑ほほえみながら、ミーシャの肩を抱く。

　そして──

「わかるわ、ミーシャちゃん。怖かったよね。よくがんばったね」

　なぜか、なにも知らない母さんが言った。

「……わかる……？」

「うん。わたしもね、プロポーズをされるまでは怖かったの。どれだけ信じていても、やっぱり形になるまでは怖いことってあるよね。ミーシャちゃんの場合は、サーシャちゃんもいるし」

　ミーシャが目を丸くする。

「でも、大丈夫よ。アノスちゃんはやるって言ったことは絶対にやるんだから。きっと、ミーシャちゃんのことも、サーシャちゃんのことも、二人ともちゃんと幸せにしてくれるわ」

　サーシャも俺もなんとも的外れな言葉に、どう突っ込んでやればいいのかわからなかった。

　だが──

「……ふふっ……」

　ミーシャは笑った。

「二人とも幸せ？」

「うん、そうよ。いいでしょ？」

　ミーシャは少しだけ考え、また笑う。

　まるで花が咲いたように。

「ん」

　それは、これまで心を押し殺してきた少女の、心からの笑顔だった。
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　こいついったいどうやったら倒せるのか、という心情にさせられるラスボスと言えば、様々なライトノベル、漫画、アニメなどに登場しているのでぱっと頭に浮かぶかと思うのですが、本作はそういったラスボスを主人公にしてみよう、というベタな発想から生まれました。

　ゲームなどでよく見られる剣と魔法のファンタジーといった世界観が大好きなので、それに同じぐらい大好きな学園物の要素を加えまして、同じく大好きな魔王を主人公に持ってきました。元々がＷＥＢ小説ということもあり、ひたすら大好きな要素だけを抽出した、正直お見せするのが恥ずかしいぐらいに趣味全開の物語です。

　本作は、ＷＥＢ上で一話ずつ連載するという形式で投稿しているのですが、なにが大変かというと、書いてしまった内容を後で修正できないことです。書籍とは違い、ＷＥＢなので簡単に修正が利きくと思われるかもしれないのですが、いくら本文を修正したからといって、読んでくださっている読者様の頭の中は修正できないのです。推理小説で謎解きの辻つじ褄つまを合わせるために、最初に読んだときには確かになかったバナナが後から追加されても、ふざけんなバナナって思ってしまいますよね？　それと似たようなものなのです。

　一話ずつ投稿するＷＥＢ小説は、その一話である程度小さな起承転結を設け、楽しめる要素を入れなければなりません。またその一話ずつをつなげていくことでちゃんと物語になることが求められます。

　伏線を張ったが最後、前述したように修正することは難しいので、最初にプロットをしっかり立てておかなければならない、というのを強く念頭に置き、頭の痛い思いをしながら、一話一話書いていったのを思い出します。

　また珍しく感じた方もいらっしゃるかもしれませんが、各節ごとにサブタイトルがついているのは、本作がＷＥＢ小説であった名残なのです。書籍化の際には章立てに構成を変えるケースも多いとは思うのですが、担当編集の吉よし岡おか様より、こちらの形式も読みやすいので、このままでもいいのではないか、とのお言葉をいただき、せっかくですのでＷＥＢ版にあった各話のタイトルも載せることといたしました。

　各話をどんな話にしたかったか、という苦心の跡が滲にじんでおりますので、サブタイトルを読み、どんな話なのか想像しながら、その節を読まれますと、ＷＥＢ版と似たような雰囲気が味わえるかもしれません。

　書籍化にあたりましては、沢山の方々にお世話になりました。担当編集の吉よし岡おか様は、非常に長いＷＥＢ版の内容すべてに目を通していただき、本作に寄り添った助言、改稿のご提案をいただきました。誠にありがとうございます。おかげさまで、ＷＥＢ版よりも、完成度を高めることができました。

　また本作の世界観、キャラたちを想像を超えるほど魅力的に描いてくださったイラストレーターのしずまよしのり様には、もう足を向けて寝られません。素敵なアノスたちを描いてくださり、ありがとうございます。一緒に仕事ができて、本当に光栄です。

　そして、ＷＥＢ版を読んでくださり、七千件を超えるご感想、励ましのお言葉をくださった読者の皆様のおかげで、こうして念願を叶かなえることができました。心よりお礼を申し上げます。

　最後になりますが、なによりも、この本をお読みくださいました皆様に、心から感謝の言葉を申し上げます。ありがとうございました。

　二巻以降の内容につきましても、ＷＥＢ上にて、非常に面白かった、むしろ、そこからが本番などと、ありがたい反響をいただいております。勿もち論ろん、まったく同じではなく、更に面白いものに仕上げたいと思っております。ご期待いただければ、これほど嬉うれしいことはありません。

　それでは、また皆様とお会いできましたら、幸いでございます。





二〇一八年一月二日　秋しゆう
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秋しゅう

信州在住の作家。ＷＥＢ上にて同名義で小説を公開し、好評を得ている。画像は去年一番うまく焼けた卵焼き。
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イラスト／しずまよしのり

埼玉県在住。登場人物がほぼ魔族（１巻では）！　主人公のアノスが転生するのは２０００年後の世界！　世界観のデザインに苦戦しそうな予感ですがヨロシクお願いします！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「秋先生」係

「しずまよしのり先生」係











初出



本書はインターネット上に掲載されていたものに加筆、訂正しています。











この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





魔ま王おう学がく院いんの不ふ適てき合ごう者しゃ




～史し上じょう最さい強きょうの魔ま王おうの始し祖そ、転てん生せいして子し孫そんたちの学がっ校こうへ通かよう～








秋しゅう





発　行　　　　2018年4月9日





発行者　　　　郡司 聡

発行　　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　https://www.kadokawa.co.jp/





カスタマーサポート

（アスキー・メディアワークス ブランド）

　　　　　　　[WEB] https://www.kadokawa.co.jp/

　　　　　　（「お問い合わせ」へお進みください）
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法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)SHU 2018





※2018年3月10日発行の電撃文庫『魔王学院の不適合者　～史上最強の魔王の始祖、転生して子孫たちの学校へ通う～』初版に基づき制作
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